御用日記16　1868年（慶応4）1-7月

A0143−00526-001
（表紙）

　　慶応四年戊辰　従正月
　　　　　　　　　至七月
　　　　御用日記

　　　　　　御側向頭取
A0143−00526-002
（本文）

　　　　T正月元旦　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 当番　　藤大夫

一益御機嫌能御超歳被遊奉恐悦候　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　新五兵衛
一御目覚五時

一御湯殿江被為　入掛御二ノ間御立懸り御三ノ間御襖左右江開之御年男長谷川友次郎
　御三ノ間ヘ罷出居服紗上下着御膳番披露之如御吉例御扇子御取次ニ而被下之夫ゟ
　御湯殿ヘ被為　入若水御手水被為済御仕舞御平常之通［但当年御都合ニ寄此所ニ而御祝被遊候］
　　　　　数御熨斗　　大福　御臓煮

　　　　　御吸物　　塗御盃　　銀御燗鍋　　松立御取肴

　　　　　右御祝被為済御祝御膳替り御一汁御一菜御焼物付ニ而被召上

　　　　　其節宗仙罷出候御膳済御清メ御手水打火御清メ御噺等被遊

一御吉例之通日之出御拝被遊候

一御神前御拝被遊候
A0143−00526-003
一五時過本多修理方酒井与三左衛門方被出御祝詞被申上之引続御中老酒井十之丞毛受鹿之介罷出
　御祝詞申上之御用人罷出同断
一御側向頭両部屋御供頭御馬廻り御医師御伽一統罷出御祝詞申上之

　　　　　板倉伊賀守殿江　　　御直書被進

　　　　　伊達伊予守様江　　　同両度御返書有之

一四時過十之丞鹿之介御用有之畢而雪江御用有之

　　　　　松平紀伊守殿ゟ　　　御返書被進

　　　　　松平容堂様江　　　　御直書被進御返書有之

一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　松平紀伊守殿江　　　御直書被進御返書有之

一御夜詰引九半時ヘ五歩廻り
　　　　T正月二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙

一御神前御拝如例

一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方十之丞鹿之介雪江御用有之

一四時過御家老中初御用度々有之

一九時過御弐度御膳被召上

一九時之御供揃ニ而九条様江被為　入候

一御出殿八半時弐寸前　御帰殿五時弐寸前

一御帰殿直ニ御家老中初御用有之

一五時過伊達伊予守様戸田大和守殿御出御書院江御通之上御休息所江御引被遊御茶御菓子被進之
　御用御談有之御用中御吸物御酒御膳等被進之

A0143−00526-004
　　　　　松平三河守様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　同

一右御用中江後藤象二郎溝口孤雲藤堂帰雲罷出御酒御吸物等御肴等被下之於扣所御賄被下之

一九時過成瀨隼人正罷出御用中江罷出於御書院御酒御膳等差出之

一八時過伊達様御初御退散ニ相成候

一御夜詰引七時江懸り

　　　　T正月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時御祝昨朝之通　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神前御拝如例

一御目覚前中根雪江御用有之

一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之

一今朝御家老中初御用度々有之

一九時過御弐度御膳被　召上

一九半時前伊藤友四郎御用有之

　　　　　松平容堂様江　　　　御直書被進之

一八半時過伊達伊予守様御出御書院江御通其段申上ニ而御書院江被為入御案内ニ而御居間江
　御通り御茶御多葉粉盆御菓子差上御用談被為有芸藩辻将曹罷出続而御目付
　梅沢孫太郎殿被出御用有之御吸物御酒等被下修理方十之丞　鹿之介等罷出居候伊予守様
　御出ゟ無程御酒御吸物御肴等被進七半時過御膳被進ニ相成御膳済御退散直ニ御参
　内被遊候

一七半時過伏見駅戦争相始り放火致シ候旨注進有之

一早刻御供揃ニ而御参　内被遊候　御出殿六時終夜御帰殿無之御側向一統御供罷出候
A0143−00526-005
　　　　　右御参　内中夜四半時過一条様江被為入御休息被遊御同所ゟ八時過仁和寺宮御里坊へ
　　　　　被為　入容堂様伊予守様紀伊守殿ニも御同様夫ゟ又々七半時過一条様江被為
　　　　　入候一条様ニ而細川右京大夫様ニも御出ニ付御逢被遊候但一条様ニ而御小弁当被召上候

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　松平三河守様ゟ　　　同　　同

　　　　T正月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫

一今朝一条様ゟ直ニ御帰殿被遊候五半時何等之御障碍も不被為　有奉恐悦候

一御帰殿直ニ御家老中御中老村田巳三郎伊藤友四郎御用有之

一去ル二日晩御国表江飛脚被差立候筈之所御用多ニ付相延昨三日昼過出立相成候右ニ付
　御機嫌状年始御礼状御日記共并御用状小右衛門新左衛門ヘ差出老女江も同断差出候

　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　虎屋饅頭二十　海老二

　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　饅頭二十　海老二

　　　　　　　青松院様江　　　　まん寿十五　ゑひ一

　　　　　　　右之通被進之

一四半時御二度御膳被召上

一八字過御浴湯被為召候

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　御直書両度被進之　　杉折三重組　御口取物一　為御答礼被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生菓子二

　　　　　松平容堂様ゟ　　　　御重御返シニ而　　　　　はくん　椎茸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御吸物仕立一重　鯛切ミ　結山のいも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水な

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　　　先記御到来召上り残りヲ　　　　　　本多修理方

　　　　　　　　　　　　　　　御吸物仕立ニ而　　　　　　　　　酒井与三左衛門方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十之丞　　　　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介

　　　　　　　右之通被下之
A0143−00526-006
一七半時過御三度御膳被召上
一夕方御家老中初御用度々有之

一御夜詰引九時壱寸前

　　　　T正月五日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙

一御神前御拝如例

一四時本多修理方酒井与三左衛門方十之丞鹿之介村田巳三郎青山小三郎御用有之夫々毎々有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　呈書有之　　　　　　　　　　　　室賀甲斐守殿ゟ
　　　　　細川右京大夫様ヘ御直書被進之　　御同所様御家来　　　浅井新九郎

　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御茶御菓子被下之

一七半時過淀辺り罷越候近藤篤太郎大谷巌罷帰り候ニ付被為召戦争之模様御聞被遊候

一鎌落過御三度御膳被召上

　　　　　　　　　　大坂表ゟ　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　鎌落過帰着
一雪江罷帰り候ニ付本多修理方酒井与三左衛門方村田巳三郎青山小三郎御用有之

　　　　　尾張大納言様ヘ　　　御直書被進之　御返書有之

　　　　　松平容堂様ヘ　　　　同　　　　　　同

　　　　　伊達伊予守様ヘ　　　同　　　　　　同

　　　　　細川右京大夫様ヘ　　同　　　　　　同

　　　　　松平紀伊守殿ヘ　　　同　　　　　　同

一御夜詰引九半時

　　　　T正月六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫

A0143−00526-007
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例

　　　昨日之記　　　　　　御到来

　　　　　一条様江　　　　　　御杉折　一組

　　　　　　　右者毎々御参　内之節御殿御借受ニも相成候ニ付時候御見舞旁
　　　　　　　被進之

一五時村田巳三郎青山三郎御用有之

一同刻過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之

一四時雪江十之丞鹿之介御用有之

一四半時過伊達（伊）予守様御出御手積先記同断於御休息御用御談有之御用中御吸物御酒
　御膳等被進之八時半御退散ニ相成候

　　　　　　　　　　　　　　　鯛壱蛤　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　　　右者御滞京中之為伺　御機嫌献上之

一今夕御家老中初御用度々有之

一七半時過御三度御膳被　召上

一今晩御国表江之御内飛脚被指立候ニ付小右衛門新左衛門迄御用状差出候

　　　　　御簾中様江　　　　　御直書

　　　　　殿様江　　　　　　　同

　　　　　　　右之通被進之但御壱封ニ相成御差出ニ相成候

一笹治十蔵淀辺ゟ罷帰戦争之模様御聞被遊候

一御夜詰引九時壱寸五歩廻り

　　　　T正月七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

A0143−00526-008
一御神前御拝如例
一五時大谷儀左衛門罷出昨日淀辺戦争之模様申上御聞被遊候

一右同刻過村田巳三郎御用有之

　　　　　　松平容堂様江　御直書被進御返書有之

一九時前伊藤友四郎御用有之引続十之丞鹿之介同断

一九時御二度御膳被召上

一去ル四日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状御用状共相達御国御静謐
　御方々様益御機嫌能被遊　御超歳奉恐悦候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　八代みかん

　　　　　　　　　　　　　年頭ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　御盃一台　数十五
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　鴨一　甘鯛味噌漬一　魴鮄　五

　　　　　　　　　　　　　年頭ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　唐紙壱巻　御盃五　中鯛一

　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御さかつき一台　数十五

　　　　　　　右之通被進之

　　　　　宰相様ゟ　　　　　　五色無地鳥子帋　百枚

　　　　　御簾中様江

　　　　　殿様江　　　　　　　御籠之内　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈一

　　　　　信次郎様江　　　　　御手遊五ツ

　　　　　　　右之通御年玉之無　思召ニ而被進取計候旨申来候

　　　　　清心院様ゟ　　　　　寒中ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔二状

　　　　　筆姫様ゟ　　　　　　折柄被為聞
　　　　　　　　　　　　　　　御くわし一箱

　　　　　亀之助様ゟ　　　　　御肴一折　御代三百疋
A0143−00526-009
　　　　　郡之助様ゟ　　　　　同一折　御代五百疋

　　　　　　　右者御袴召并御髪置ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　御半切三百枚　　　　　　　　　　　　　哥しま初

　　　　　　　　　　　　雲丹二箱　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま

　　　　　　　　　　　墨なかし　　　　　　　　　　　　　　　　かちの

　　　　　　　　　　　　御小風呂敷五　　　　　　　　　　　　　小のこ

　　　　　　　　　　　　雲丹二箱　　　　　　　　　　　　　　　藤田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とえ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆら
　　　　　　　　右為伺　御機嫌差上之

　　　　　　　　　　　　干海苔一箱　　　　　　　　　　　　　　木ノ下
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十之介

　　　　　　　　右者内々献上致度御広式御用人迄差出候由

　　　　　　　　　　　　去ル五日御国出立　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

　　　　　　　　　　　　今夕到着

　　　　　　　　右今般之義ニ付早駆ニ而罷越候直ニ罷出御用有之

　　　　　尾張大納言様ゟ　　　御直書被進　御返書被遊

　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　同　　　　　同

一七半時過御三度御膳被召上

一今夕御家老初御用毎々有之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御菓子一箱　越之雪

　　　　　　　　右者孫左衛門ヘ御托シニ而被進之

一御夜詰引九半時ヘ五歩前

一御所ニ而御渡シ相成候御書付持参本多修理方罷帰候ニ付再
A0143−00526-010
　御目覚ニ相成御用有之夫ゟ御家老御中老目付等御用有之七時過ゟ御寝被遊候
　　　　T正月八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　藤大夫

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万貞

一御神前御拝如例

　　　　　水戸中納言様ゟ　　　御直書被進之

　　　　　　　　　　右者尾張様迄相廻り候由ニ而鈴木快阿弥持参罷出候

一今朝御家老中初御用度々有之

一九時過御弐度御膳被　召上

一宰相様御機嫌為　御伺中根新左衛門被遣八時到着直ニ　御前江罷出御口上等申上之御茶御菓
　子被下之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　朝鮮飴一箱

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　鳧一羽

　　　　　　　　　　右之通新左衛門罷出候ニ付進之

　　　　　　　　　　　　　　　中鯛一　　　　　　　　　　　　　新左衛門

　　　　　　　　　　右為御機嫌為　伺献上之

一今日御用部屋江御呼出ニ而従
　朝廷被仰出之趣御家老中被申渡有之御趣意書等別記ニ有之

一夕方御家老中初御用度々有之

一七半時過御三度御膳被　召上

一五半時三岡八郎御所ゟ罷帰御用有之

一四時過中根雪江十之丞鹿之介御用有之

一御夜詰引九時弐寸廻り
A0143−00526-011
　　　　T正月九日　　飛雪　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙

一御神前御拝如例

一五時酒井与三左衛門方御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　御直書被進御返書被遊御再答有之

　　　　　尾張大納言様ゟ　　　御直書被進御返書被遊

一今朝ゟ御家老御中老御目付等御用度々有之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作

　　　　　　　　　　右御用有之罷越直ニ被為召御用有之高田孫左衛門

　　　　　　　　　　村田巳三郎も罷出居候

一七時過御浴湯被為召候

一七半時御三度御膳被召上

一夜分御家老御中老等御用毎々有之

一四時過高田孫左衛門村田巳三郎千本弥三郎御用有之御用済三人江御酒御肴被下之

　　　　　　　　　　　　　　　メリヤス一　　　　　千本弥三郎ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一

　　　　　　　　　　右者又々引返シ御国表江罷帰り候ニ付被下之

一御夜詰引九半時
　　　　T正月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙

一御神前御拝如例
A0143−00526-012
一今朝御家老中初御用度々有之
一九時過御弐度御膳被　召上

　　　　　　　　　　　　　　　鴨一觜　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

　　　　　　　　　　右御国表ゟ到来ニ付差上之

　　　　　帥宮ゟ　　　　　　　鮮鯛一折

　　　　　　　　　　右此節之為御見舞被進之

　　　　　西本願寺ゟ　　　　　御交肴一折

　　　　　　　　　　右余寒為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　　　　　鴨一双　　　　　　　　　　　西本願寺内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗善寺ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専

　　　　　　　　　　右御陣中為御見舞差上之

一殿様ゟ今般中根新左衛門御遣しニ付以
　思召を御家老御中老御側御用人御用人御役人一同御酒頂戴被仰付候

一右同断御側向頭取初両部屋御供頭御馬廻り等右同断頂戴被仰付候

　　　　　　　　　　　　　　　白羽二重　　肥前様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝口孤雲

　　　　　　　　　　　　　　　雲丹　壱升

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　藤堂藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤堂帰雲

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　立花藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十時摂津

　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　土州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深尾鼎

　　　　　　　　　　右者先達而大坂表江被遣候ニ付被下之

一夕方十之丞御所ゟ罷帰候ニ付御家老初御用有之

一七半時過御三度御膳被　召上

一今晩立御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺状小右衛門迄御用状大奥老女江も例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　羊かん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すはま
A0143−00526-013
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　西条枝柿

　　　　　　　青松院様江　　　　　養生糖一箱

　　　　　　　　　　右之通被進之被差上之

一御夜詰引八時江壱寸五歩前

　　　　T正月十一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一右同刻過大井弥十郎昨夜御国表ゟ到着ニ付罷出御用有之

一四時過中根雪江初十之丞御目付等御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　去ル九日出立　　鯛一差上之　　　　　　竹田平右衛門

　　　　　　　　　　　　今夕到着　

　　　　　　　　　　右者今般之御一条ニ付
　　　　　　　　　　御簾中様ゟ為御伺被遣着之上
　　　　　　　　　　御目見被仰付被仰含候御口上之趣申上御茶御菓子被下之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　日ノ宮
　　　　　　　　　　　　　大王

　　　　　　　　　　　　　　　御札守

　　　　　　　　　　　　　神明

　　　　　　　　　　　　　　　御札守

　　　　　　　　　　　　　　　御胴召
　　　　　　　　　　　　　　　鴨一

　　　　　　　　　　　　　　　岩石するめ

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　金比羅
　　　　　　　　　　　　　　　御札守

　　　　　　　　　　　　　同剣難除
　　　　　　　　　　　　　　　御札守

　　　　　　　　　　　　　　　松魚節二

　　　　　　　　　　右之通被進之
A0143−00526-014
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　軍事方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良元作

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒川順之助

　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　　　　　　　　　　　　　　山野濯二

　　　　　　　　　　　　　　　かつを一　　　　　　　　　　　　団野確爾

　　　　　　　　　　　　御肴　ゑひ　　　　　　　　　　　　　　林松蔵

　　　　　　　　　　　　　　　甘鯛　　　　　　　　　　　　　　根来千太郎

　　　　　　　　　　　　　　　はまくり　　　　　　　　　　　　松山喜勢太

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中野哲之助

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内幸吉

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷巌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御徒目付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御目付用人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御小人目付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七人

　　　　　　　　　　右者此節柄困窮相勤候ニ付被下之

一七半時御三度御膳被差上

一六時過高田孫左衛門武田平右衛門中根新左衛門伊藤友四郎被為召御酒御吸物御肴等被下置
　御緩々御噺被遊候

　　　　　　　　　　　　　　　西洋胴着　　　　　　　　　　　　中根新左衛門江

　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一
　　　　　　　　　　右者明日出立御国表ヘ罷帰り候ニ付被下之

一御夜詰引九半時

　　　　T正月十二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞

一御神前御拝如例

一今朝御家老中初御用度々有之

一九時過御弐度御膳被　召上
A0143−00526-015
一八時之御供揃ニ而御参　内被遊候

一御出殿八半時　御帰殿四時弐寸五歩

　　　　　殿様江　　　　　　　御直書

　　　　　　　　　　　　　　　時雨蛤一曲

　　　　　信次郎様江　　　　　御菓子

　　　　　　　　　　右者今日中根新左衛門出立御国表ヘ罷帰候ニ付被進之

　　　　　伊達伊予守様江　御直書被進之御返書有之

一九半時過中根新左衛門出立罷帰候ニ付　御目見被仰付

　殿様江之御口上も被　仰含候

一今般武田平左衛門罷出候ニ付御家老中御中老御側御用人御用人御役人御留守居御側向一同台子御台所
　辺迄以　思召を
　御簾中様ゟ御酒頂戴被　仰付候

　　　　　細川右京大夫様江　　御直書被進御返書有之

　　　　　興正寺御門主ゟ　　　交御肴料金千疋

　　　　　　　　　　右此節柄為御見舞被進之

　　　　　　　　　　　　　　　天王寺蕪五　　　　　　　　　　　来光院ゟ
　　　　　　　　　　右同断差上之

一御帰殿直ニ雪江十之丞鹿之介御用有之畢而本多修理方酒井与三左衛門方御用有之

　　　　　御所ニ而御頂戴　　　御料理

一御夜詰引九半時江弐寸前

一御寝之上八時過少々御不例之趣ニ付玄珪被為　召拝診申上候処御腸胃之御症分ニ被為　入候得共
　先為御指事ニ者不（被）為有候段申上奉恐悦候追々御落着ニ被為　成七半時比頃ゟ御寝ニ相成候

　　　　T正月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
A0143−00526-016
一御目覚五半時玄珪拝診申上候処今暁とハ余程御穏ニ被為　　　　　診　　　玄珪

　入候旨申上候　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万貞
一御神前御代拝被　仰付

一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方十之丞鹿之介御用有之

　　　　　伊達伊与守様江　　　御直書被進御返書有之再御直書来ル

　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書

　　　　　　　　　　　　　　大盤若御札守一　　　　　　　　　　孝顕寺ゟ
　　　　　　　　　　　　　　外ニ御札守一

　　　　　　　　　　　　　　　しその穂　　　　　　　　　　　　山沢より

　　　　　　　　　右者加藤錬之助十一日御国表出立今日到着ニ付御托シ被進之差上之

一夕方玄珪罷出奉拝診候処今朝ゟ追々御落着被遊先御一段之御事ニ而格別之御容躰
　ニ者不被為有候旨申上奉恐悦候

　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　□形御菓子一

　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　焼鰹一箱

　　　　　　　　　青松院様江　御くわし　　　西洋

　　　　　　　　　　　　　　　　　すあま三　　御胴着一

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子少々　　　　　　　　　　　老女初ヘ

　　　　　右者武田平右衛門今日出立御国表ヘ罷帰り候ニ付被進之

　　　　　　　　　　　　　　　西洋胴着一　　　　　　　　　　　武田平右衛門ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一

　　　　　右之通被下之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　神明　　　　　　　　　　　　　　御家老初

　　　　　　　　　　　　　　　御札守一ツヽ　　　　　　　　　　諸士一統ヘ
A0143−00526-017
　　　　　　　　　　　　　右者今般之一条ニ付以
　　　　　　　　　　　　　思召被下之
　　　　　宰相様江

　　　　　　　　　　　　　　　神明御札守一　　　　　　　　　　福井
　　　　　　　　　　　　　　　歓喜天御守一　　　　　　　　　　　　町人献上
　　　　　　　　　　　　　　　観世音御守一　
　　　　　　　　　　　　　右者寿福院口上書添差上之

　　　　　松平出羽守様ゟ　　　舮島鰤二尾　　御使

　　　　　　　　　　　　　　　海苔一箱　　　　　　高橋伴蔵
　　　　　　　　　　　　　右者昨年高橋伴蔵雲州表ヘ罷帰り候節も段々御深切被仰含候

　　　　　　　　　　　　　御事も有之
　　　　　　　　　　　　　出羽守様ニも格別御歓思召右御礼被仰上度寒中御見舞旁被進之
　　　　　　　　　　　　　　　粽　　　　　　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ
　　　　　　　　　　　　　右者此節柄為御見舞被差上之

一七半時御三度御膳被召上

一夜分万貞奉拝診候処御大用御通シも毎々被為有候御事故追々御快被為入候旨申上候

一御夜詰引四半時
　　　　T正月十四日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　新五兵衛

一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門
一御目覚後万貞玄仙奉拝診候処御異状も不被為有追々御順快ニ被為　入候旨申上玄珪同断

一四時過ゟ御家老御中老等御用有之高田孫左衛門同断

一九時過御二度御膳被　召上

一七時過高田孫左衛門御用有之

一七半時過御膳被　召上
A0143−00526-018
一御膳後玄珪奉拝診候処何も御異条（状）不奉伺旨申達候

一六半時過高田孫左衛門御用有之

　　　　　　　　　　前記粽　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋一統江　被下之

一　　　　西本願寺ゟ　御太刀　馬　銀壱枚

　　　　　　　　右ハ年頭為御祝義被進之

一御夜詰引九半時弐寸廻り

　　　　T正月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚五時玄珪奉拝診候処御通薬効験も有之御宜方ニ奉伺候段申達候

一御吉例之通小豆御粥御祝被遊候

　　　　　　　　　　鴨　一觜　被下之　　　　　　　　　　　　　本多修理方ヘ

　　　　　　　　　　同　同ヲ　被下之　　　　　　　　　　　　　雪江　ヘ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十之丞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿之介

一五半時過御家老御中老等御用有之

一四半時前千本弥三郎又々御国表引返シ罷越昨夜到着ニ付罷出御用有之高田孫左衛門同断

一同刻過奈良元作御用有之

一九時前三岡八郎御用有之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　山階宮様江　　　　　　御直書　　　　　　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　　浅草海苔　三状入二箱

　　　　　　　　右之通被進之

　　　　　尾張大納言様ゟ　　　　御直書被進之

一八時過岡部淡路介到着ニ付罷出
　御目見被仰付候

　　　　　松岡兵部大輔様ゟ　　平目十五
　　　　　　　　　　　　　　　蚫十五

A0143−00526-019
　　　　　　　　右者折柄為御見舞被進之

一七半時御三度御膳被召上

一鎌落過高田孫左衛門御用有之

一御夜詰引九時五歩廻り

　　　　T正月十六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚五時万貞奉拝診候処何等之御異状も不被為有追々御復常被遊候旨申上候

一四時過大井弥十郎御用有之

一去ル十三日晩立御国表ゟ飛脚今朝到着小右衛門新左衛門留守中ニ付但見ゟ御用状相達
　老女ゟも例之通相廻り御国表御静謐

　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御酒一徳利

　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　真蟹一鯛一

　　　　　　　　　　　　　　　　　青松院様ゟ　　御敷物一

　　　　　御簾中様ゟ　　　御厄ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　観音御札守一　交御さかな御目六斗

　　　　　殿様ゟ　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　八幡御札守一御懐中守一　御さかな同断

　　　　　清心院様ゟ　　　　　足羽御札守一　　　　　　同　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　青松院様ゟ　鎮徳寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御札守　　　御さかな同断

　　　　　松平日向守様

　　　　　　　出雲守様　　　　鱈の子漬三曲

　　　　　御二所様ゟ
　　　　　　　右之通被進之

　　　　　　　　　　　　御札守　　差上　　　　　　　　　　　　寿命院
A0143−00526-020
　　　　　　　　　　　　　　白玉　　　　　　　　　　　　　　　酒井外記方

　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　松平備後方

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荻野小四郎方

　　　　　　　　　　　右為伺
　　　　　　　　　　　御機嫌差上之

一九時過御二度御膳被　召上

一御膳後高田孫左衛門御用有之酒井与三左衛門方御用同断

　　　　　　　　　　　　　西洋襦袢一　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎

　　　　　　　　　　　右今夕出立ニ付先日鴨差上候御返シ旁被下之

　　　　　　　　　　　御人払御用有之

　　　　　御簾中様江　　　御直書　　青松院様江も同

　　　　　殿様江

　　　　　　　　　　　右者巳三郎ヘ御托シニ而被進之

　　　　　松平容堂様江　　　　御肴　平目一蚫二

　　　　　　　　　右御直書添ニ而被進之

　　　　　松平容堂様ゟ　　　　塩鴨雌雄
　　　　　　　　　右ハ前記御返書添為御答礼被進之

　　　　　　　　　　　　　御札守一　　　　　　　　　　　　　江州
　　　　　　　　　　　　　美濃産枝柿一箱　　　　　　　　　　　清涼寺

　　　　　　　　　右為伺　御機嫌当局迄書状添差上之

　　　　　有栖川帥宮ヘ　　　　交御肴一台　大ひらめ三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚫五

　　　　　　　　　右ハ過日被進之為御答礼被進之

　　　　　岩倉前中将殿ゟ　　　　　御菓子生　一箱

　　　　　　　　　右ハ昨日為御歓被進物之御答礼として被進之

　　　　　近衛両御殿江　　　　前記交御肴一台ツヽ　ひらめ二ツ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚫三
A0143−00526-021
　　　　　　　　　　　但　前殿下江ハ御直書被進

　　　　　　　　　　　　　　　ひらめ一　　　　　　　　　　　　酒井十之丞ヘ

　　　　　　　　　右ハ　思召ニ而被下之

一七半時過御膳被　召上

一六半時千本弥三郎御用有之

　　　　　　　　　　　　　西洋襦袢一　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎

　　　　　　　右明朝出立御国江罷帰候ニ付被為召御手自ら被下之

　　　　　御方々様江　　　　　御直書

　　　　　　　右弥三郎ヘ御托シニ而被進之

一御夜詰引九時壱寸廻り

　　　　T正月十七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻宗仙奉拝診候処最早御平脈御平常と奉伺候段申達奉恐悦候

一今日辰刻御参　内被仰出候処先日来御所労ニ付御断［但　御名代御差出相成候所内国事務惣督被蒙仰候］
一五半時過十之丞御用引続三岡八郎御用有之

一同刻過雪江青山小三郎御用有之

一九時前高田孫左衛門御用有之続而酒井与三左衛門方御用有之

一九時御二度御膳被召上

一同刻過高田孫左衛門御用有之

　　　　　尹宮様江　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　平目三蚫二

　　　　　　　右者被進物為御答礼被進之

　　　　　　　　　　　　　　　白羽二重一反ツヽ　　　　　　　　中根雪江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞　江

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介

A0143−00526-022
　　　　　　　右者先達而ゟ御用多相勤　参与御役も相勤候事故以
　　　　　　　思召を被下之
　　　　　　　　　　　　　　　塩鰤二本ヲ　　　　　　　　　　　敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り迄

　　　　　　　　　　　　　　　伊丹酒樽一本ヲ　　　　　　　　　御用人初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御右筆部屋向ヘ

　　　　　　　右之通被下之

　　　　　三条前中納言殿ゟ　　綸子一反
　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一箱
　　　　　　　右者過日為御歓被進之御答礼与して被進之

　　　　　近衛前殿下ゟ　　　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　杉折御汁粉仕立

　　　　　　　右者為御答礼被進之

一七半時御三度御膳被召上

一鎌落過ゟ新宮涼介被為召御小塀風ヘ画被仰付外ニ高田孫左衛門大井弥十郎伊藤友四郎
　青山小三郎被為召御酒御吸物御肴等被下置御緩々御噺被遊何茂頂戴四時過退散

　　　　　細川右京大夫様ゟ　　御直書　御返書被遊

　　　　　　　　　　　　　　　御廻達弐封

　　　　　山内容堂様江　　　　同　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　同

一御夜詰引九半時二寸前

　　　　T正月十八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻御仕舞御平常之通御櫛月代被遊候　　　　　　　　　診　　　元琭
一五時過雪江御用有之五半時過三岡八郎御用有之

一四時過酒井与三左衛門方御用有之

一四半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之

一九時過御膳被　召上
A0143−00526-023
　　　　　細川右京大夫様江　　御直書被進之
　　　　　御同所様ゟ　　　　　御直書被進之

　　　　　　　　　　　　　　　御重之内塩鮎一重朝鮮飴一重被進之

　　　　　御同所様江　　　　　御返書　且

　　　　　　　　　　　　　　　御移り生御菓子一重鶏卵一重被進之

　　　　　伊達伊予守様江　　　乾海苔　十帖一箱車海老一筥

　　　　　　　　　　　　　　　御直書添ニ而大坂表ヘ被進之

一七半時過御膳被　召上　　六時過三岡八郎御用有之

一五時過高田孫左衛門御用有之

一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T正月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙

一御神前御拝如例

一四時前雪江十之丞鹿之介御用有之
一四時過酒井与三左衛門方御用有之鹿之介大井弥十郎同断

　　　　　　　　　　　　　御勤役頭取
　　　　　　　　　　　　　御中老勤向助被　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　　　　　　　仰付候

　　　　　　　　　　　右於
　　　　　　　　　　　御前可被仰付之所御用多ニ付御用部屋被仰付之

　　　　　興正寺御門主江　　　御直書　　　　御返書有之

　　　　　　　　　　　　　　　杉折御汁粉仕立

　　　　　　　　　　　右之通被進之

一九時御二度御膳被召上

一同刻過青山小三郎御用有之

一九半時御供揃ニ而御参
　内被遊御退朝掛准后御方御初夫ゟ九条様江被為　入候
A0143−00526-024
一御出殿八時二寸廻り　御帰殿八時壱寸前

　　　　　高倉殿へ　　　　　　御国製
　　　　　　　　　　　　　　　元込銃壱挺ツヽ
　　　　　四条殿ヘ　　　　　　百本入鰹節
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱箱ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　ケット二枚　ツヽ　　　　　　家司三人
　　　　　　　　　　　　　　　銀十枚

　　　　　　　　　　　　　　　ケット二枚ツヽ　　　　　　　用人三人
　　　　　　　　　　　　　　　銀五枚
　　　　　　　右者今般北国筋ヘ為鎮撫使御下向被成候ニ付被進之被遣之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御国町人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　多田善四郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井上七兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内藤喜右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口彦三郎

　　　　　　　　　　　　　　　蒲鉾百枚　　　　　　　　　　　　山田五郎兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹内五兵衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　駒屋善右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荒木祐右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田弟五郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田又左衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山田宗左衛門

　　　　　　　右之通献上致シ候ニ付町奉行ゟ相廻り候由ニ而御目付ゟ差出之

　　　　　　　　　　　　　　　御筆　全帋御作　　　　　　　　　大井弥十郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎

　　　　　　　　　　　　　　　同　　半裁　　　　　　　　　　　西脇林右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井政右衛門

　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一箱　　　　　　　西御堂輪番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浄教寺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知恩寺

　　　　　　　右者為伺
　　　　　　　御機嫌差上度旨ニ而三崎宗仙を以当局迄差出之

一御出殿之節此程到着之面々　御目見被仰付候
A0143−00526-025
一御帰殿之上酒井与三左衛門方中根雪江十之丞御用有之高田孫左衛門同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　西洋襦袢一　　　　　　　　　大井弥十郎江

　　　　　　　　　　　　　　　　　合口下緒一

　　　　　　　右者明日出立御国表江罷帰り候ニ付
　　　　　　　御手自被下之

一御夜詰引七時ヘ壱寸前

　　　　T正月廿日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門

一御目覚御例刻五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪

一御神前御拝如例

　　　　　御簾中様　　　　　　　　御書

　　　　　殿様　　　　　　　　　　同

　　　　　　　青松院様江　　　　　　　同

　　　　　　　右者弥十郎ヘ御托シニ而被進之

　　　　　山内容堂様ゟ　　　　　　昨日御直書被進之　御返書被進之

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老御中老

　　　　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　御用人御役人

　　　　　　　　　　　　　　　　　蒲鉾一本ツヽ　　　　　　　　御側向敬左衛門初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋御伽迄

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り頭取初

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一統寛七実吉迄

　　　　　　　右之通被下之

一四時過酒井与三左衛門方御用有之同刻過高田孫左衛門青山小三郎御用同断

一四時御供揃ニ而山内容堂様ヘ被為入　但御乗切夫ゟ大政官ヘ被為入

一御出殿九時五分廻り御帰殿六半時弐寸五分

一九時過細川右京大夫様被為入候今朝御側使者を以被仰進御坐候故暫時
A0143−00526-026
　御待合被遊候得とも追々御刻限も相延容堂様ヘ之御約定も被為　在候ニ付
　御出殿被遊候処御留守ニ相成候へとも奥御座間ヘ御通りニ相成御茶御菓
　子差上之十之丞被為　召浅井新九郎侍座御人払御用有之被為済

　御吸物御酒引続御膳差上之九半時　御退散被成候

一容堂様ニ而御二度御膳被進

一御帰殿之上御三度御膳被　召上御膳後高田孫左衛門御用有之

　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御酒御肴　鰑二枚ツヽ
　　　　　殿様
　　　　　　　右ハ此節柄太義ニ　思召被下之
一御夜詰引九時弐寸五分

　　　　T正月廿一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛

一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神拝如例

一五半時過高田孫左衛門御用有之三岡八郎青山小三郎高田孫左衛門御用同断

　　　　　　　　　　　　　　　西洋襦袢一　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　　　　相口下緒一

　　　　　　　右者今般出立罷帰候ニ付被下之

　　　　　　　　　　　　　　　高襠袴地一　　　　　　　　　　　同人　　江

　　　　　　　右者昨年御抱女中之義ニ付致心配候ニ付　被下之

一九時御二度御膳被召上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲藩　雨森謙三郎
　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御茶御菓子被下之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　過日之御返書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子
A0143−00526-027
　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　御直書　　　　　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　鴨一シヤボン十
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進御返書有之
一七半時御三度御膳被召上
一六時過雪江青山小三郎御用有之
一今晩御国表ヘ飛脚被差立候ニ付御機嫌状御日記御用状共小右衛門新左衛門迄差出
　老女江も例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　福りん友仙染御服紗地一
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御手袋一
　　　　　信次郎様江　　　　　御手遊物五
　　　　　　　青松院様江　　　　　氷魚一箱
　　　　　将悟院様江御備ヘ　　御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　御花料百疋
　　　　　　　右者来ル廿七日御百ケ日ニ付御備ヘ
　　　　　　　　　　　　　御菓子　　　　　　　　　　　　　　　たまへ
　　　　　　　　　　　　　金百疋
　　　　　　　右同断ニ付被下之
　　　　　正親町三条前大納言殿ゟ　御廻達来ル
　　　　　徳大寺中納言殿
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書御廻達添被進之
　　　　　筆姫様ゟ　　　　御書被進之
一御夜詰引九時二寸五歩廻り
　　　　T正月廿二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
A0143−00526-028
一御神前御拝如件
一五半時過雪江御用有之三岡八郎同断
一五半時御供揃ニ而大政官江被為　入候
一御出殿四時ヘ壱寸前　御帰殿七半時壱寸廻り
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直書
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　魴鮄三頭
　　　　　　　右者柳下謙吉一昨廿日御国表出立ニ而罷越候ニ付御托しニ而被進之
　　　　　　　小右衛門新左衛門ゟ御用状相達老女ゟも同断
　　　　　　　　　　　　　　　当分
　　　　　　　　　　　　　　　山階宮御附人被仰付候　　　　　　佐藤実吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　但為御手当月々金
　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱両ツヽ被下置候
　　　　　　　　　　右之通被仰付之
　　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　　御預所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下野村毛利吉右衛門
　　　　　　　　　　右之者作初穂為冥加　御手許江献上之郡奉行ゟ
　　　　　　　　　　相廻り候由ニ而御中老ゟ被相渡
一御帰殿直ニ酒井与三左衛門方鹿之介御用有之
一右御用済御三度御膳被召上御膳済雪江三岡八郎御用有之
　　　　　松平参河守様ゟ　　　　　高田硯石
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹節一箱
　　　　　　　　　　右之通被進之
一六半時高田孫左衛門御用有之
一五半時小栗五郎大夫御用有之
一御夜詰引九半時江五歩前
　　　　T正月廿三日晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
A0143−00526-029
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄琭
一御神拝如例
一五時青山小三郎御用有之
　　　　　飛鳥井大納言殿江　　鰹節一箱
　　　　　　　　　　　　　　　海苔拾帖一箱
　　　　　　　右之通御直書添ニ而被進之
　　　　　松平淡路守様江　　　御菓子　一箱　未タ御着無之　御使者一郎相勤之
　　　　　　　右者御京着且御朦中ニ付御見舞旁以　御手許使者を被進之
一五時之御供揃ニ而大政官江被為　入候
一御出殿四時江懸り　御帰殿鎌落
　　　　　土井能登守殿ゟ　　　鯉料百疋
　　　　　　　　　　　　　　　山葵一籠
　　　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之
一御帰殿之上御膳被召上　　一今日御国表ゟ三里継飛脚着大奥ゟ御用文相廻ル
一御膳済酒井与三左衛門方鹿之介青山小三郎御用有之
一五半時過酒井与三左衛門方雪江鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　生鱈三同子三　　　　　　　　　　　　打它弁次郎ゟ
　　　　　　　　　　　　　海鼠壱曲
　　　　　　　右為伺
　　　　　　　御機嫌献上仕度由ニ而鹿之介迄差出之
一御夜詰引九半時ヘ壱寸前
　　　　T正月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
A0143−00526-030
一右同刻過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一五半時之御供揃ニ而大政官ニ被為　入候
一御出殿四時壱寸五歩廻り御帰殿鎌落
一御帰殿直ニ御三度御膳被　召上
一御膳済青山小三郎御用有之畢而酒井与三左衛門方雪江同断
一右御用済御湯被為　召
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀州様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久能丹波守
　　　　　　　右罷出於　御座間拝謁被　仰付御用有之御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　　古瓦扇一箱　　　　　　　　　　　　　観智院ゟ
　　　　　　　右之通差上之
一御夜詰引九半時ヘ懸り
　　　　T正月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一四時本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一四半時過雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾州様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺対馬守
　　　　　　　右罷出於御座間拝謁被仰付御茶御菓子被下之雪江侍座
一九時御二度御膳被召上
一四時御供揃ニ而大政官江被為　入候
一御出殿九半時ヘ二寸前　御帰殿七半時ヘ掛り
　　　　　松平大和守様江　　　御直書被進之
A0143−00526-031
　　　　　正親町三条殿ヘ　　　西洋事情一部ツヽ
　　　　　徳大寺殿江
　　　　　　　右之通被進之
一大政官ニ而御約定被遊七半時過ゟ伊達伊予守様戸田大和守殿御出御書院江御通り之上申上ニ而
　御書院迄被為入御案内ニ而御居間ヘ御通り御多葉粉盆御茶御菓子差上御程合ニ而御吸物
　御酒御肴等被進夫ゟ御膳被進五半時過御退散ニ相成候
　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　御重二焼鰹
　　　　　　　右為御持ニ而被進之
　　　　　九鬼長門守様ゟ　　　羊羹一箱
　　　　　　　右者御滞京中為御見舞被進之
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　右者今日三里継飛脚御国表江被差立候ニ付御内々被進
　　　　　　　御広式御用人迄書状添相廻之
　　　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　御小姓頭取介共　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三人
　　　　　　　　　　　　　　　金壱両三部　　　　　　　　　　　門野隼雄江
　　　　　　　　　　　　　　　金壱両二部ツヽ　　　　　　　　　御小姓三人江
　　　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　御膳番四人江
　　　　　　　右者御用多ニも有之候ニ付昨盆ニも以
　　　　　　　思召御品物代り御手目録ニ而被下ニ相成候分同様ニ付今日
　　　　　　　被下ニ相成御用多被為有候ニ付御目録当局ニ而相渡之
一御夜詰引九半時ヘ壱寸五歩前
　　　　T正月廿六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
A0143−00526-032
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神前御拝如例
一五半時過青山小三郎御用有之畢而鹿之介同断
一四半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　伊達伊予守様江　　　御直書被進御返書有之
一九時前雪江御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　姫路革御文庫一
　　　　　　　右御所望之由ニ而被進之
　　　　　岩倉前中将殿ゟ　　　御書被進御返被進之
一七半時過御三度御膳被　召上
一御膳済鹿之介青山小三郎御用有之畢而雪江同断引続友四郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝口孤雲
　　　　　　　右罷出於御休息（所）拝謁被仰付御用有之御茶御菓子被下之
一御夜詰引九半時
　　　　T正月廿七日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一四時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　正親町三条前大納言様ヘ　御直書被進之
一九時御二度御膳被召上
A0143−00526-033
　　　　　伊達伊予守様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　奉書紬一反　雲丹五箱
　　　　　　　右者姫路皮御文庫被進且近々御下坂被遊候ニ付被進之
　　　　　鷹司前右府公ゟ　　　蒸菓子一箱
　　　　　　　右折柄為御見舞被進之
一今夕御国表江三里継飛脚被差立候ニ付老女江御用文差出候
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　右者但見迄敬左衛門書状添相廻候
一七半時御三度御膳被召上
一六時過雪江鹿之介青山小三郎御用有之
一六半時過青山小三郎三岡八郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　右御国表千本弥三郎ゟ御目付迄相廻り候
　　　　　山内容堂様江　　　　御廻書　　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　外ニ御直書
一御夜詰引九半時ヘ壱寸五歩前
　　　　T正月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元琭
一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一四時過雪江御用有之
一今朝御家老中初御用度々有之
一四半時過御弐度御膳被　召上
一四半時過御供揃ニ而二条城大政官江被為　入候
A0143−00526-034
一御出殿九時壱寸廻り御帰殿鎌落
　　　　　尾張元千代様江　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右御京着ニ付為御歓御側使者之趣ニ而表使者を以被進之
　　　　　紀伊中納言様江　　　御直書被進之
一御帰殿直ニ雪江御用有之
一右御用済御三度御膳被　召上御膳中鹿之介青山小三郎御用有之
一右御用済御湯被為　召
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　右江戸表ゟ飛脚着被差上之上
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T正月廿九日　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例
一五半時過三岡八郎御用有之
一四時過本多修理方酒井与三左衛門方雪江鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　山階宮様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　粕漬鮎一重
　　　　　　　右者御不快被為入候ニ付為御見舞被進之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之御返書有之
一四半時過御二度御膳被召上
一同刻過高田孫左衛門御用有之
一四半時過御供揃ニ而大政官へ被為　入候御退出掛桜木御殿江被為　入候六半時過
一御出殿九時二寸廻り　御帰殿八半時ヘ二寸前
A0143−00526-035
　　　　　松平出羽守様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　八寸御重詰一組
　　　　　　　右者今日御京着ニ付御歓且御見舞与して
　　　　　　　御手許使者を以被進之三郎助相勤之
　　　　　桜木様江　　　御到来合
　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右者被為入候ニ付被進之
　　　　　尾張元千代様ゟ　　　鮮鯛一折
　　　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　白奉書紬一反　　　　　　　　　　伊藤友四郎江
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　森賢次郎へ
　　　　　　　右者昨年御抱女中之義ニ付格別心配致シ候訳合も有之候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　蕎麦　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　　　右献上仕度旨ニ而伊藤友四郎迄差出之
　　　　　　　　　　　　　　　御札守一　　　　　　　　　　　　寿命院
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　持宝院
　　　　　　　右者有志之者ゟ
　　　　　　　御手許江差上度旨ニ而御祈禱相頼長崎藤四郎迄差出候由ニ而
　　　　　　　岡嶋力太郎上京ニ付相廻之
一御夜詰引七半時
　　　　T二月朔日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時より　新五兵衛
一御神前御拝如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　宗仙
一五半時過雪江御用有之
A0143−00526-036
一四半時過本多修理方酒井与三左衛門方青山小三郎御用有之
一九時前御弐度御膳被　召上
一四半時過之御供揃ニ而大政官江被為　入候
一御出殿九時壱寸廻り　御帰殿九半時
一今日大政官御休日ニ候得共別段御評議有之旨ニ付　御出殿被遊候処相止候ニ付御途中ゟ
　御引返ニ相成候
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　鯉三喉
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子二重組一折
　　　　　　　右昨日御京着ニ付為御歓被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　シヤンハン酒二瓶　　　　　　　　中里謙蔵
　　　　　　　　　　　　　　　扇子箱一
　　　　　　　右異人ゟ到来ニ付献上之
　　　　　桜木様江　　　　　海苔十帖一箱
　　　　　　　右昨晩被為入候節御約束被遊候由ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　奉書紬墨流二疋
　　　　　　　右者此頃ゟ元珪万貞薩州侯江罷出英国之医師療治方見分致候ニ付
　　　　　　　医師并通弁江両人ゟ遣候様ニと而被下之
一八半時過伊藤友四郎御用有之
　　　　　飛鳥井大納言殿ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御墨二挺
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　正親町三条前大納言殿江　先記鯉二喉
　　　　　　　右御直書添ニ而被進之
　　　　　徳大寺殿江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一箱
A0143−00526-037
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
一六半時過本多修理方御用有之相済雪江御用有之
一御夜詰引九半時ヘ二寸五分前
　　　　T二月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例
　　　　　徳大寺殿ゟ　　　　昨日之御返書被進之
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一四時雪江鹿之介御用有之畢而伊藤友四郎同断
　　　　　帥宮江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
　　　　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　鯉一喉　　　　　　　　　　　　　中里謙蔵江
　　　　　　　　　　　　　　　ジヤボン二
　　　　　　　　　　右者差上物いたし候ニ付被下之
一四半時過御弐度御膳被召上
一四半時過之御供揃ニ而大政官江被為入候
一御出殿九時五歩廻り御帰殿鎌落過
一御帰殿直ニ御膳被　召上御膳済雪江御用有之畢而青山小三郎三岡八郎御用有之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　御直書被進之
　　　　　山階宮様ゟ　　　　此間之御返書被進之
　　　　　正親町三条前大納言殿ゟ　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶　折鷹舞鶴　二品入　一箱
　　　　　　　　　　右者昨日被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　鶏卵素麺一箱　　　　　　　　　　　　　新宮涼民ゟ
　　　　　　　　　　　　唐竹一本
A0143−00526-038
　　　　　　　右阿州表ゟ帰京ニ付献上之伊藤友四郎ゟ差出ス
一御夜詰引四半時弐寸廻り
　　　　T二月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚七時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一今日二条城大政官代江
　行幸被仰出候ニ付御先廻被為　在候旨且夫前御参　朝被遊候
一御出殿六時前御帰殿暮六時
一二条城ゟ御退出掛為御伺
　天気御参　内被遊候二条城於
　天前御茶御菓子頂戴被遊候
一御帰殿之上御膳被召上
一六半時過雪江御用有之相済本多修理方同断四時過再雪江御用有之
　　　　　山階宮様ゟ　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　百和香三種
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御直書
　　　　　　　右之通被進之
一御夜詰引四半時ヘ壱寸前
　　　　T二月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一四時過三岡八郎御用有之引続雪江同断御用中ハ本多修理方酒井与三左衛門方
A0143−00526-039
　鹿之介御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御廻達
　　　　　　　　　　　　　　　御直書添ニ而被進之
　　　　　徳大寺殿江　　　　　御直書被進之
　　　　　久我大納言殿江　　　紫縮緬御手綱　　二　御直書御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御手助　　　　　一
　　　　　　　右者明日大和国江御発向ニ付為御餞別被進之
　　　　　醍醐大納言殿江　　　鮮鯛一折　　　御直書添御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御直書
　　　　　　　右同断大坂表江発向ニ付為御餞別被進之
一九時過御弐度御膳被　召上
一七時御浴湯被為　召候
　　　　　浅野紀伊守殿ゟ　　　御直書被進之
一六半時過雪江御用有之
一去月廿八日晩立御国表ゟ之飛脚木ノ本駅ニ而逗留今日到着御国表御静謐奉恐悦候御機嫌状并小右衛門
　新左衛門ゟ之御用状相達大奥老女ゟも例之通相達候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　鴨一羽　鯛一尾
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鴨一觜　蟹足一本
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　葛粉一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　湯葉
　　　　　　　　　　　　　　　くるみ
　　　　　　　右者
　　　　　　　将悟院様御百ケ日ニ付御機嫌御伺被遊度被進之
　　　　　筆姫様ゟ　　　　　　からすみ一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御多葉粉　同
　　　　　　　右御年頭ニ付被進之
A0143−00526-040
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔五帖　　　　　　　　　　　倉橋
　　　　　　　　　　　　　　　同断　　　　　　　　　　　　　　友仙
　　　　　　　右寒中為御機嫌伺差上之
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖一箱　　　　　　　　　　　運正寺
　　　　　　　　　　　　東照様
　　　　　　　　　　　　　　　御供物
　　　　　　　　　　　　　　　御札守二通　　　　　　　　　　　真照寺
　　　　　　　右此度京都表之御一条ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔三百枚　　　　　　　　　　江戸
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天徳寺
　　　　　　　　　　　　　　　同五帖　　　　　　　　　　　　　越前屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　利兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　御味噌漬御香の物　　　　　　　　花井
　　　　　　　　　　　　　　　干蝶十七枚　　　　　　　　　　　こよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつ
　　　　　　　右之通差上之相廻ル
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一尾　　　　　　　　　　　　　井上小右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　金百疋ツヽ御肴料　　　　　　　　桑山十兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萩原金兵衛
　　　　　　　右此節柄御機嫌伺として差上之
一御夜詰引九半時五歩廻り
　　　　T二月五日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元琭
一御神拝如例
一四半時御供揃ニ而大政官江被為　入候御出殿前御家老御中老等御用有之
一御出殿九時五歩廻り　御帰殿鎌落
　　　　　細川右京大夫様江　　御直書被進御返書有之
　　　　　山内容堂様江　　　　同　　　　同
　　　　　浅野紀伊守殿江　　　同　　　　同
A0143−00526-041
一御帰殿直ニ御膳被召上
一六時過鹿之介御用有之五時過雪江御用有之
　　　　　大蔵大輔様
　　　　　右　御名御辞被遊候所御願之通昨日被仰出候
　　　　　上様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　右江戸表江被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良漬五桶　　　　　　　　　久能丹波守ゟ
　　　　　　　右被差上之
一御夜詰引九半時ヘ掛り
　　　　T二月六日雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神前御拝如例
一五時過雪江御用有之
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一四時過京極飛驒守殿御出表於御書院御逢被遊御用有之
　　　　　有栖川宮ゟ　　　　　御直書御色紙添被進之
　　　　　徳大寺殿江　　　　　御直書被進之
一九時過御弐度御膳被召上
一九半時酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進御返書有之　　七寸御重二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御汁仕立一　淡雪玉子一　被進之
　　　　　　　　　　　　　丸御紋付奉書紬御召一　　　　　　　　本多修理方江
　　　　　　　　　　　　　煮豆一曲
　　　　　　　右御用被仰付明朝江戸表ヘ出立ニ付被下之
A0143−00526-042
　　　　　　　　　　　　　目利安襦袢一　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎江
　　　　　　　　　　　　　同　　手袋一
　　　　　　　　　　　右御用被　仰付明後八日江戸表江出立ニ付被下之
一七時過酒井与三左衛門方御用有之
一七半時過御三度御膳被　召上
一六時過本多修理方酒井与三左衛門方雪江鹿之介青山小三郎御用有之
一今晩御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状并御日記小右衛門新左衛門江御用状差出大奥老女江
　茂例之通差出ス
　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　　　　　　　　　す浜菓子
　　　　　殿様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　鷺不知一箱
　　　　　　　　　　　　　　外ニ御拝領御菓子　御箱入
　　　　　　　青松院様江　　　　　鶏卵素麺　　御箱入
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　正喜撰御茶二壺　　　　　　　　　　　　　玄珪
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万貞
　　　　　　　右者英医明日罷帰候ニ付先達而御品物御遣しニ相成候得共夫ゟ間も有之
　　　　　　　且何角世話ニも相成候ニ付少々之物遣し度願出候ニ付被下之
一御夜詰引九半時ヘ二寸前
　　　　T二月七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一四時過酒井与三左衛門方雪江御用有之同刻過三岡八郎同断
　　　　　徳大寺殿ゟ　　御返書被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　御直書被進御返書被遊
A0143−00526-043
一九時御膳被召上
一御例刻御供揃ニ而大政官ヘ被為　入候
一御出殿九時二寸五歩　　御帰殿鎌落二寸廻り
　　　　　　　但向後一六御休日之外者日々御出勤被遊候筈御延引之節者
　　　　　　　被仰出候筈ニ候
一御帰殿之上直ニ御膳被召上
一六時過雪江鹿之介御用有之酒井与三左衛門方高田孫左衛門同断
一四時過高田孫左衛門青山小三郎三岡八郎御用有之
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T二月八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神前御拝如例
　　　昨日之記
　　　　　浅野紀伊守殿江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御茶二種一箱
　　　　　　　右者此節御朦中為御見舞被進之
一五半時過酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　東久世殿江　　　　　黒海苔　絵半切二百
　　　　　　　　　　　　　　　御直書御返書有之
　　　　　　　右折柄時候為御見舞被進之
　　　　　細川右京大夫様江　　御直書被進之
一四時雪江御用有之畢而鹿之介同断
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　蟹一
　　　　　　　　　　　　　　　同半弁御箱入
　　　　　　　右内田閑平御国表ゟ罷越候ニ付御托しニ而被進之
一四半時過高田孫左衛門内田閑平御用有之
A0143−00526-044
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井伊掃部守殿御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横川源蔵
　　　　　　　右罷出於御休息所拝謁被仰付御茶御菓子被下之鹿之介侍座御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一今日大政官江御出勤御断に相成候
一七半時過御三度御膳被召上
　　　　　松平閑叟様ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　御重之内　御蕎麦
　　　　　　　右先日被進物之為御答礼被進之
一六時青山小三郎御用有之畢而雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　御蕎麦　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　右以　思召を被下之
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　室賀甲斐守殿ゟ
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T二月九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例
一五半時過雪江　鹿之介御用有之
一四時過高田孫左衛門御用有之
一九時御二度御膳被召上
　　　　　松平肥前守様ゟ　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　御茶碗二箱　　　　　　　　　　　秀島恕右衛門
　　　　　　　右者此程御京着被成候ニ付時候御見舞与して被進之
A0143−00526-045
　　　　　　　　　　　　　呈書有之　　　　　　　　　　　　　　成瀬隼人正殿ゟ
一八時過御浴湯被為召候
　　　　　有栖川中務卿宮江　　先記
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二喉
　　　　　　　右者過日御短冊も御到来ニ相成時候御見舞旁被進之
一七半時御三度御膳被召上　　一敬左衛門快今日ゟ出勤
一六時過鹿之介御用有之畢而三岡八郎同断引続雪江御用有之
一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T二月十日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神前御拝如例
　　　　　　　　　　　　　丸御墨一　　　　　　　　　　　　　　内田閑平
　　　　　　　　　　　　　御印石二
一五半時過雪江鹿之介御用有之
一四時過高田孫左衛門内田閑平御用有之
　　　　　松平日向守様ゟ　御肴料金三百疋
　　　　　　　右御職被為蒙候為御歓被進之
一九時過御弐度御膳被　召上
一四半時過之御供揃ニ而大政官江被為入
一御出殿九時壱寸廻り御帰殿七時壱寸廻り
　　　　　御簾中様ゟ　　御書
　　　　　　　右渋谷弥税去ル六日御国表出立罷越候ニ付御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税
　　　　　　　右今日到着ニ付御目見被仰付之
A0143−00526-046
　　　　　　　　　　　　　十六島海苔　　　　　　　　　　　　　高橋伴蔵
　　　　　　　右御国産之品差上之
一七半時過御三度御膳被　召上
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之御返書被遊
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御重詰二　御口取物一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御汁仕立一
　　　　　　　右今日御京着ニ付被進之
一六半時高田孫左衛門御用有之畢而鹿之介同断
一五時過雪江御用有之
一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T二月十一日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神前御拝如例
　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　孝経参釈一冊
　　　　　　右之通被差上之
一五半時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平大和守様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　竹田市郎兵衛
　　　　　　右四時過罷出於御居間　御目見被仰付御茶御菓子被下之御用有之
　　　　　　雪江侍座
一四半時過三岡八郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
A0143−00526-047
一七時御供揃ニ而山内容堂様江被為入候
一御出殿七半時ヘ壱寸前　御帰殿六半時壱寸廻り
一御帰殿之上雪江御用有之
　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　　御直書被進御返書再孝経参釈二冊被進之
一御夜詰引九時
　　　　T二月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目見御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神前御拝如例
一五半時過鹿之介御用有之畢而雪江御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之御返書有之
一四時過高田孫左衛門御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一四半時過之御供揃ニ而大政官江被為　入
一御出殿九時壱寸廻り御帰殿七時壱寸五歩廻り
一七半時過御参度御膳被　召上
一六半時過鹿之介御用有之畢而雪江御用有之
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T二月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元琭
一御神前御拝如例
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子御所饅頭一箱
A0143−00526-048
　　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　興正寺江　　　　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　海苔五帖
　　　　　　　　右御移被進之
一四時過雪江御用有之其後毎々同断
　　　　　　　　　　　　　　　去ル七日江戸表　　　　　　　　　　　林矢五郎
　　　　　　　　　　　　　　　出立今朝到着
　　　　　　　　右罷出江戸表之事情申上高田孫左衛門青山小三郎侍座
　　　　　　上様ゟ　　　御直書
　　　　　　松平大和守様ゟ　　御直書
　　　　　　田安中納言様ゟ　　御直書
　　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ゟ
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝安房守殿
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野梅堂殿
　　　　　　　　右之通被差上之
一九時御二度御膳被召上
一大政官ヘ御出勤御断ニ相成候所九時前早刻御供揃ニ而二条城江被為
　入候　　　　　　　　　御出殿八時　御帰殿六時壱寸五歩前
一御帰殿之上御膳被召上
一六時過高田孫左衛門御用有之
一同刻過雪江鹿之介御用有之
　　　　　殿様江　　　　　　御直書
　　　　　　　右者御内用有之早脚之者御国表江被遣候ニ付被進之
A0143−00526-049
　　　　　　　御側向頭取迄相廻之
　　　　　　　　　　　　　　蜆一籠　　　　　　　　　　　　　　矢島藤五郎
　　　　　　　右為伺　御機嫌差上之
一御夜詰引九時壱寸前
　　　　T二月十四日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神前御拝如例
一五半時過雪江御用有之
一右同刻林　矢五郎罷出江戸表之事情被為　聴候
一四時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　伊達伊予守様江　　　御直書被進之
一九時過御弐度御膳被　召上
一四半時過御供揃ニ而大政官江被為　入
一御出殿九半時江壱寸五歩前御帰殿四半時
　　　　　西本願寺ゟ　　　　　杉折御生菓子
　　　　　　　右御滞京為御見舞被進之
一今日大政官ゟ直ニ八半時頃御参　内被遊候
一御帰殿直ニ鹿之介御用有之畢而高田孫左衛門御用有之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進之
一御夜詰引九半時ヘ五歩前
　　　　T二月十五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
A0143−00526-050
一御神前御拝如例
　　　　　松平出羽守様江　　　御直書被進之御返書有之
一五半時過雪江鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　徳大寺殿江　　　　　御直書被進之
一五半時御供揃ニ而御参　内被遊候
一御出殿四半時壱寸廻り　御帰殿六半時五歩廻り
一去ル十二日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状御日記并御用状共小右衛門新左衛門ゟ相廻り老女ゟも
　例之通相廻り候御国表御静謐
　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　　　御入込青松院様ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　焼鯛一　かまほこ一
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　玉子かまほこ二　魴鮄味噌漬一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　越中守様ゟ　　　　　佐賀関するめ一箱
　　　　　顕光院様ゟ　　　　　御籠の内御肴　御代二百疋
　　　　　峰君様ゟ　　　　　　しほに蚫一曲
　　　　　　　右者年頭急度なく不相替御伝ヘ被進之
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔三帖　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　鰑百廿枚　　　　　　　　　　　さと
　　　　　　　　　　　　　　　雪海苔　　　　　　　　　　　　引接寺
　　　　　　　　　　　　　　　黒のり
　　　　　　　右之通差上之
　　　　　松平三河守様江　　　交御肴一折
　　　　　　　右者御京着為御歓　御手許使者を以被進之
A0143−00526-051
　　　　伊達伊予守様江　御直書被進之
　　　　　　去ル五日御国表ニおゐて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御附御小道具方手伝
　　　　　　　　　　　　　　　出精相勤候ニ付小算ニ　　　　　御召料方兼
　　　　　　　　　　　　　　　被　仰付御扶持方壱人扶持　　　　　筒井平次郎
　　　　　　　　　　　　　　　御増都合拾石三人扶持ニ
　　　　　　　　　　　　　　　被成下候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小寄合格
　　　　　　　　　　　　　　　出精相勤候ニ付小算格ニ被成下　御附御納戸方下代
　　　　　　　　　　　　　　　御充行二石御増都合拾石二人　　御小道具役所取扱兼
　　　　　　　　　　　　　　　扶持ニ被成下　　　　　　　　　　　藤田廉介
　　　　　　　　　　　　　　　御附奥御納戸方手伝御小道
　　　　　　　　　　　　　　　具方手伝兼被　仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　但是迄年々被下置候米三俵之儀者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以後不被下候事
　　　　　　右之通被仰付候
一御帰殿之上御膳被召上
一五時前酒井与三左衛門方大坂表ゟ帰京ニ付罷出御用有之鹿之介侍座畢而高田孫左衛門
　御用有之五半時過雪江御用有之
　　　　　御内儀より　　　　　御酒肴
　　　　　　　右御頂戴ニ相成御帰殿之上相廻り候
一御夜詰引九時ヘ五歩前
　　　　T二月十六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神前御拝如例
　　　　　中山前大納言殿　江　御直書被進之
　　　　　正親町三条前大納言殿
一五半時過雪江御用有之
A0143−00526-052
一右同断過高田孫左衛門御用有之
一四半時過酒井与三左衛門方雪江鹿之介御用有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　御所ニ而御頂戴之御品御添被進之御返書有之
一四半時過御供揃ニ而太政官江被為　入候
一九時御弐度御膳被　召上
一御出殿九半時弐寸廻り御帰殿六時壱寸廻り
　　　　　上様江　　　　　　御呈書
　　　　　　　右林矢五郎江戸表江持参ニ而被差上之
　　　　　松平肥前守様江　　御生菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合入二壺
　　　　　　　右御京着為歓且先達而被進物之御答礼旁被進之
　　　　　難波様ゟ　　　　　御生菓子一箱
　　　　　　　右時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　漬物一桶　　　　　　　　　　　　江州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清涼寺
　　　　　　　　　　　右今日上京ニ付為伺　御機嫌差上之
一御帰殿直ニ御膳被　召上
一五時過青山小三郎御用有之畢而鹿之介御用有之
一御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T二月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例
　　　　　朝廷江　　　　　　異国人形五
　　　　　　　　　　　　　　蒸気車一　馬車一
　　　　　　　右者御内々御進献ニ付
A0143−00526-053
　　　　　　　正親町殿江御直書添ニ而御差出ニ相成候御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　江州
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清涼寺方丈
　　　　　　　右為伺　御機嫌罷出御逢被遊御茶御菓子被下之
一五半時之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿四時　御帰殿鎌落
一御帰殿直ニ御膳被召上
一六時過雪江御用有之御用済退出大政官御用ニ而大坂表江罷越候
一同刻過高田孫左衛門御用有之其前青山小三郎御用有之畢而鹿之介同断
一五時過清涼寺罷出御逢御茶御菓子被下之鹿之介　孫左衛門罷出居候
一御夜詰引四半時壱寸廻り
　　　　T二月十八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄琭
一昨日ゟ御聊御感冒気ニ被為入候ニ付玄珪奉拝診候所為御差御事ニ者不被為有候旨申上候
一五時過万里小路中納言殿御出御書院ヘ御通御用人ゟ申上ニ相成御支度宜節御書院ヘ被為
　入御挨拶済ニ而御案内御座間ヘ御通り御多葉粉盆御茶御菓子差上御人払御用ニ相成
　鹿之介小三郎等罷出候御帰り之節御玄冠（関）迄御送り被遊候
一五半時高田孫左衛門御用有之
一四時酒井与三左衛門方青山小三郎御用有之御用中江鹿之介罷出候
一九時前御弐度御膳被　召上
一四半時過之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿九半時弐寸前　御帰殿鎌落
A0143−00526-054
　　　　　松平参河守様ゟ　　　交御肴一折
　　　　　　　右者先日御京着ニ付被進物之為御答礼御側使者ニ而被進之
一御帰殿之上御膳被　召上
一六時過青山小三郎御用有之畢而鹿之介御用有之
　　　　　興正寺ゟ　　　　　　御直書被進之
一五半時過高田孫左衛門内田閑平御用有之
　　　　　上様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　右江戸表ゟ御徒田村鏡太郎飛脚ニ而持参之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御書被進御返書被遊
　　　　　高倉殿ゟ　　　　　　御直書被進之
　　　　　四条殿
　　　　　　　右御国表ゟ被進ニ相成候
一御夜詰引九半時ヘ弐寸前
　　　　T二月十九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御目覚後玄珪拝診申上候処弥為御指事も不被為　在段申達奉恐悦候
　　　　　　　　　　　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　鰑十五把　　　　　　　　　　　　　　石田一恵
　　　　　　　右御滞京中為　御機嫌伺敬左衛門迄差出之
一五半時過鹿之介青山小三郎御用有之畢而酒井与三左衛門方御用有之
一四時過高田孫左衛門御用有之
一四時御供揃ニ而御参　内被遊夫ゟ大政官ヘ被為　入候
一御出殿四半時二寸五歩　御帰殿鎌落
　　　　　　　　　　　合口下緒一　　　　　　　　　　　　　　　内田閑平江
　　　　　　　　　　　メリヤス一
A0143−00526-055
　　　　　　　右者今日出立御国表ヘ罷帰り候ニ付被下之
　　　　　徳大寺殿ゟ　　　　　御生菓子一箱
　　　　　　　右時候為御見舞被進之
　　　　　尾張元千代様江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　蜂須賀淡路守様ゟ　　御直書被進之
　　　　　西本願寺御門主ヘ　　交御肴一折
　　　　　　　右者此程被進物之御答礼与して被進之
一御帰殿之上御膳被召上
一六時過酒井与三左衛門方鹿之介高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖三袋　　　　　　　　　　　清涼寺ゟ
　　　　　　　右之通差上之
一御夜詰引四半時壱寸前
　　　　T二月廿日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御目覚後玄珪奉拝診候処弥為御差御事ニ者不被為有旨申上奉恐悦候
一五半時過酒井与三左衛門方御用有之
一今朝御家老初御用度々有之
一四時過秋月右京亮殿御出御書院ヘ御通御用人申上御書院江被為　入御逢被遊候
　　　　　　　　　　　　　　　氷糖一箱　　　　　　　　　　　　永平寺
　　　　　　　　　　　　　　　白銀五枚御札守一
　　　　　　　右之通為伺　御機嫌差上之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　正親町三条前大納言殿江　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　　白玉糖一箱鰑七把
A0143−00526-056
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御重詰二
　　　　　　　右御不快為御見舞被進之
　　　　　三条大納言殿江　　　御直書　　御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右折柄時候為御見舞被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之
　　　　　岩倉殿江　　　　　　御直書被進之御返書有之
　　　　上様江　　　　　　　　御請書
　　　　　田安中納言様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御直書　　大久保一翁殿江
　　　　　　　右今晩江戸表江急便被差立被差上之被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中里謙蔵
　　　　　　　右今日神戸表ゟ罷出候ニ付被為　召彼之表且大坂表之事情被為　聴候
一七半時前御三度御膳被　召上
一鎌落過秋月右京亮殿御出御書院江御通敬左衛門御案内ニ而御居間江御通清涼寺方丈罷出
　御茶御菓子指上御吸物御酒御料理御膳等被進之御寛話被遊四半時退散被致候
一五時鹿之介青山小三郎御次ノ間ニ而御用有之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御交肴　一折
　　　　　　　右今日御出ニ付被進之
一御夜詰引九半時五歩廻り
　　　　T二月廿一日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻
A0143−00526-057
一御神前御拝如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
　　　　　正親町三条前大納言殿ゟ　昨日之記御返書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷺しらす一箱玉露一壺
　　　　　戸田大和守殿江　　　同　御直書被進御返書有之
　　　　　徳大寺殿ゟ　　　　　同　御直書被進之
一四時過青山小三郎御用有之引続鹿之介御用有之
　　　　　　　　　　　　　去ル十七日御国出立　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　　　右罷出
　　　　　　　御方々様御機嫌申上御国表之御様子申上候
一四半時過酒井与三左衛門方御用有之高田孫左衛門同断
一九時前戸田大和守殿御出於御居間御逢有之御多葉粉盆御茶御菓子差上御人払御噺
　被為有御刻限ニも相成候ニ付御膳被進九半時過御帰りニ相成候
一四半時過之御供揃ニ而御参　内被遊候　御上下
一御出殿八時ヘ壱寸五歩前　御帰殿七時五歩廻り
一御帰殿之上酒井与三左衛門方鹿之介藤馬高田孫左衛門等御用有之
一七半時御膳被召上
一六半時過鹿之介御用有之畢而高田孫左衛門同断
　　　　　田安中納言様ヘ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿ヘ
　　　　　　　右江戸表ヘ飛脚被差立被進之被遣之
　　　　　正親町三条殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之
一四時過青山小三郎御用有之
A0143−00526-058
一今晩御国表ヘ飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺状御日記并御用状共例之通差出老女へも
　同断差出候
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　手まる瓶入一御人形一
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御茶玉露一壺
　　　　　　　青松院様江　　　　手まる瓶入一鷺しらす一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　高倉三位殿ヘ　　　　御直書
　　　　　四条大夫殿　　　　　氷糖一箱ツヽ
　　　　　　　　　　　　　　　御肴一折ツヽ御肴ハ御国ニ而御支度相成候筈
　　　　　　　右者去ル十五日福井表ヘ御着ニ而此節御逗留中ニ付為御見舞被進之
　　　　　御簾中様より　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　干ゑひ一箱
　　　　　殿様より　　　　　　四ヶ浦海苔一箱
　　　　　　　右者藤馬ヘ御托シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　鴨一　　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　右持参ニ而差上之
　　　　　　　　　　　　　　御煮肴ヲ　　　　　　　　　　　　同人ヘ
　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　渋谷弥税ヘ
　　　　　　　右之通被下之
一御夜詰引八時ヘ壱寸前
　　　　T二月廿二日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例
一五半時過鹿之介高田孫左衛門御用有之
A0143−00526-059
一四時酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之御用中江清涼寺方丈罷出候
一四半時過御弐度御膳被　召上
一御例刻之御供揃ニ而太政官江被為　入候
一御出殿九時弐寸廻り御帰殿七半時二寸廻り
　　　　　　　　　　　　　美濃柿一箱　　　　　　　　　　　大垣藩
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小原仁兵衛
　　　　　　　右清涼寺取次ニ而差上之
一御帰殿直ニ酒井与三左衛門方御用有之
一右御用済御三度御膳被　召上
一六半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御夜詰引九半時江壱寸前
　　　　T二月廿三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元琭
一御神拝如例
一四時過鹿之介藤馬青山小三郎御用有之
一四半時過高田孫左衛門御用有之
一同刻過御二度御膳被召上
一御例刻御供揃ニ而大政官ヘ被為入候
一御出殿九時二寸廻り　御帰殿七時ヘ五歩前
　　　　　松平三河守様ゟ　　　御書被進之
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　室賀甲斐殿ゟ
　　　　　　　右江戸表ゟ相廻り候
一御帰殿之上酒井与三左衛門方藤馬高田孫左衛門御用有之
A0143−00526-060
一七半時過御三度御膳被召上
一同刻過戸田大和守殿御出御書院ヘ御通御用人退出後ニ付敬左衛門罷出其段申上御書院ヘ被為
　入御案内ニ而御居間ヘ御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上御人払ニ相成鎌落過御帰相成候
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　西洋御繻絆（襦袢）一
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子越の雪一箱
　　　　　　　右於御席上ニ被進之
　　　　　大炊御門殿ゟ　　　　氷砂糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御肴一折
　　　　　　　右之通被進之
一五半時過鹿之介高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　醍醐大納言殿江　　　御直書
　　　　　東久世前小将殿江　　同
　　　　　宇和島小将様江　　　同
　　　　　　　右者大坂表ヘ飛脚被差立被進之
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　右者御国表ヘ早脚之者被差立被進之
　　　　　高倉三位殿　　　　　同　御直書
　　　　　四条大夫殿
　　　　　　　右同断ニ付被進之
　　　　　今度為
　　　　　御親征大坂表ヘ
　　　　　行幸被為在候節
　　　　　宰相様御儀供奉　　　御先陣被為蒙　仰候
　　　　　　　右之通御祐筆部屋ゟ被仰出之
A0143−00526-061
一御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T二月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神拝如例
一五半時過大宮藤馬青山小三郎御用有之
　　　　　紀伊中納言様江　　　御直書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛　一折
　　　　　　　右者御京着ニ付被進之
一四時前鹿之介高田孫左衛門御用有之
一四半時毛利長門守様御出御書院江御通御用人申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而御座ノ間江御通
　御茶御菓子御吸物御酒等被進之御用談有之九時前御退散ニ相成候
一九時過御弐度御膳被　召上
一御例刻之御供揃ニ而太政官江被為　入候
一御出殿九半　御帰殿七半時壱寸前
　　　　　　　　　　　　　年頃ニも相成候ニ付御伽　　　　　　　高村藤次郎
　　　　　　　　　　　　　御雇御免被成候
　　　　　　　右之通り被仰付候
一御帰殿之上御湯被為　召候御湯済酒井与三左衛門方御用有之
一御用済御三度御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　御国表廿一日出立　　　　　　　　　　佐々木権六
　　　　　　　　　　　　　今日到着
　　　　　　　右為伺　御機嫌罷出　御目見被仰付候
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御書被進之　洋金大中小三　　　同人献上
一六半時鹿之介青山小三郎御用有之
一五時過高田孫左衛門御用有之
A0143−00526-062
一御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T二月廿五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神前御拝如例
　　　　　秋月右京亮殿江　　　昨日之御返書被進之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　万里小路中納言殿江　御直書被進之御返書有之
一四時前青山小三郎御用有之
一同刻過酒井与三左衛門方藤馬御用有之
一四半時過浅野紀伊守殿御出御書院ヘ御通り其段御用人ゟ申上ニ相成御支度宜節御用人御案内
　申上御休息所ヘ被為入候節御座間御入側迄御出迎被遊候御着座之上御多葉粉盆差上御茶御菓（子）
　被進御対座中三岡八郎御用有之御刻限ニも相成候ニ付御膳被進候九時過御供揃被仰出御帰り
　ニ相成候
一九半時過佐々木権六御用有之　　　　　　　　　　　　紀州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正井宮門
　　　　　　　右罷出候ニ付御居間ヘ被為召御逢被遊
　　　　　　　中納言様ゟ之御口上申上自分御礼も申上御茶御菓子被下之右当局ニ而
　　　　　　　取計
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御菓子折一組
　　　　　　　右者時候為御見舞宮門罷出候ニ付被進之
一今朝大政官ヘ御出勤御断ニ相成候所大政官ゟ御使参り候ニ付早刻御供揃ニ而被為
　入候　　御出殿八半時ヘ壱寸前御帰殿五時前
A0143−00526-063
一御帰殿之上御膳被召上
一御膳済藤馬高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　　右者明日斎藤主鈴出立御国表ヘ罷帰り候ニ付御托シ被進之
一御夜詰引九時ヘ五歩前
　　　　T二月廿六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方御用有之　　　御袴地　合口御下緒　　高村藤次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右明日出立ニ付　御目見被仰付於
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御前被下之
　　　　　毛利長門守様江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　浅野紀伊守殿ゟ　　　御書被進之御返書被遊
　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　御書被進之
一四時前藤馬高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　右去ル廿三日早足之者御国表ゟ着いたし被進之
一今日英国医師被召呼候ニ付左之通御願書弁事局江差出候処即刻御附札を以御指図有之候段
　有賀清門相達之
　　　　　御名儀兼而頑癬毒症持病御座候ニ付当節入京罷在候英国医師
　　　　　当邸江召呼療治相請申度御座候間此段奉願上候以上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　越前御名内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有賀清門
　　　　　　　　二月廿五日
　　　　　御附札
　　　　　　可為願之通事
A0143−00526-064
一四半時過英医「ウリース」罷出直ニ御座ノ間江着座御挨拶被遊御茶御菓子被下之
　拝疹被仰付之畢而御酒御料理等左之通被下之
　　　　　御菓子　有平糖　蜜柑　　　牛肉切焼
　　　　　　　　　粕庭羅
　　　　　鴨肉　　人参ト煮合　　　　茶碗蒸玉子とち
　　　　　指身　　鯛　　　　　　　　煮肴　鯛升の子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クワイ
　　　　　金柑　　砂とふ煮　　　　　ジヤガタラ芋塩煮
　　　　　鰻丼飯　　　　　　　　　　揚物
　　　　　　　右之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩佐玄珪
　　　　　　　右御相伴被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　清水焼　花生　　一
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　角組蓋物一
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　酒徳利　対
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　茶碗　　五　　　　　　　英医
　　　　　　　　　　　　　　　舞子雛　　　　　二　　　　　　　　ウリース江
　　　　　　　　　　　　　　　小人形　　　　　一
　　　　　　　　　　　　　　　五色鳥子紙　　　百枚
　　　　　　　右之通り被下之
一九半時過御二度御膳被　召上
一九時過之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿八半時二寸前御帰殿鎌落過
一御帰殿之上御膳被　召上
A0143−00526-065
一六時過酒井与三左衛門方鹿之介御用有之
一五時酒井与三左衛門方青山小三郎高田孫左衛門御用有之
　　　　　醍醐大納言殿ゟ　　　御書被進之
一御夜詰引九半時ヘ一寸前
　　　　T二月廿七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例
　　　　　松平大和守様江　　　御直書被進之
一四時前酒井与三左衛門方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一昨夜勘ヶ由小路殿ゟ御使を以御書付ニ而左之通被蒙　仰奉恐悦候
　　　　　国家多難折柄頃日已来励勤以格別
　　　　　思食被聴直衣之事
一右ニ付御直衣被為召為御礼四半時過之御供揃ニ而御参
　朝御退出掛　准后御方江も御勤被遊夫ゟ有栖川宮三条大納言殿正三条殿中山大納言殿
　岩倉右兵衛督殿御勤被遊夫ゟ大政官ヘ被為入候　但大政官ニ而御平服御召替
一御出殿九時壱寸五歩廻り　御帰殿六時ヘ懸り
一御帰殿之上御膳被召上
一六半時過鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御交肴一折
　　　　　東久世前小将殿ゟ　　御直書
　　　　　大原宰相殿ゟ　　　　同
　　　　　　　右之通被進之
A0143−00526-066
一御夜詰引四半時掛り
　　　　T二月廿八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄琭
一御神拝如例
一五時過鹿之介藤馬青山小三郎御用有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
一五半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一四半時過御膳被　召上
一九時過雪江大坂表ゟ罷帰御用有之
一御例刻之御供揃ニ而太政官江被為　入夫ゟ御参　内被遊
一御出殿九半時江二寸前御帰殿四時
一御帰殿直ニ鹿之介御用有之畢而雪江御用有之
一御夜詰引八時江五歩前
　　　　T二月廿九日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神拝如例
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　伊達伊予守様江　　　御直書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御廻達
　　　　　　　　　　　　　海苔一箱　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　右者家来罷帰候ニ付差上之
一五半時過雪江鹿之介御用有之
一同刻過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
A0143−00526-067
一五半時御供揃ニ而御参　内被遊御平服夫ゟ大政官ヘ被為　入候
一御出殿四時二寸五歩廻り　御帰殿七半時ヘ五歩前
一去ル廿六日晩発飛脚着御機嫌状御用日記御用状共相達老女ゟも例之通相廻り候御国表
　御静謐
　御方々様益御機嫌能被遊御座奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　岩石鰑
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈三枚　山川酒一徳利
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　鯛浜焼一　若和布一箱
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　味噌漬鯛
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　出雲守様ゟ　　　　　御肴料二百疋
　　　　　　　　　　　　　　　御錦
　　　　　　　右者佐治恕介御国表ヘ罷出候ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　干鰈十九枚　　　　　　　　　　　　　こよ　ゟ
　　　　　　　　　　　　　蕎麦粉
　　　　　　　　　　　　　塩鯛一　　　　　　　　　　　　　　　よつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御乳　はるゟ
　　　　　　　　　　　　　海苔一箱　　　　　　　　　　　　　　長尾順庵
　　　　　　　　　　　　　木地盆一　　　　　　　　　　　　　　ちせゟ
　　　　　　　　　　　　　丼一
　　　　　　　右之通献上之
　　　　　　　　　　　　　雲丹蒲鉾三　　　　　　　　　　　　　大平珉（眠ヵ）雲
　　　　　　　　　　　　　若和布一箱
　　　　　　　右為伺
　　　　　　　御機嫌献上之
　　　　　　　　　　　　　海苔一箱　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　　　　　　　半切五〆
　　　　　　　右者江戸表ゟ持参ニ而差上之
A0143−00526-068
　　　　　黒田下野守様ゟ　　　御直書被進之
　　　　　東久世前小将殿江　　御直書被進之御返書有之
　　　　　高倉三位殿ゟ　　　　御返書被進之御国表ゟ相廻り候
　　　　　四条大夫殿
　　　　　稲葉美濃守殿ヘ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅野美作守殿
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　川勝備後守殿　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　服部筑前守殿
　　　　　　　右者江戸表ヘ飛脚被差立被進之被遣之
一御夜詰引九時壱寸前
　　　　T二月晦日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一五半時過雪江鹿之介御用有之引続高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　東久世殿ゟ　　　　　御返書被進之
　　　　　黒田下野守様江　　　御返書被進之
一今日英仏蘭公使参　朝ニ付四時之御供揃ニ而御参　内被遊
一御出殿四半時一寸廻り御帰殿九時二寸前［鎌落頃ゟ知恩院英公使旅館江被為　入候］
　　　　　三条大納言殿ゟ　　　鯉二喉
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　長岡良之助様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御重詰　五重組
A0143−00526-069
　　　　　　　右者今日御京着ニ付為御歓被進之
一御帰殿直ニ雪江鹿之介御用有之
一右御用済御膳被　召上
一御夜詰引八時ヘ懸り
　　　　T三月朔日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七時ゟ　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神拝如例
一六半時御供揃ニ而太政官江被為　入　［今日太政官七時頃御下り夫ゟ相国寺異人館江被為　入］
一御出殿五時御帰殿九時一寸廻り
　　　　　松平閑叟様江　　　　鯉二喉
　　　　　　　右者御京着ニ付為御歓被進之
　　　　　松平閑叟様ゟ　　　　交御肴一折
　　　　　　　右者御京着ニ付被為進物御答礼旁以御使者を被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御重二組　御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御煮染
　　　　　　　右者過日御不快御見舞被進物之為御移被進之
一御帰殿直ニ鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御夜詰引八半時江一寸前
　　　　T三月二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例
一五時過青山小三郎三岡八郎御用有之
一四半時過之御供揃ニ而大政官ヘ被為　入
A0143−00526-070
一御出殿九時　　御帰殿五時
　　　　　紀伊中納言様江　　　交御肴一折
　　　　　　　右者過日被進物御答礼与して被進之御使者敬左衛門相勤之
　　　　　毛利長門守様ゟ　　　昨記御直書被進御返書被遊
　　　　　松平三河守様江　　　御直書被進御両家ゟ御返書有之
　　　　　松平出羽守様
　　　　　紀伊中納言様江　　　御直書被進之
一御帰殿之上御膳被召上御膳済雪江御用有之
一御夜詰引九半時五歩廻り
　　　　T三月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
　　　　　御内献　　　　　　　山川酒二徳利御箱入
　　　　　　　　　　　　　　　若和布一箱
　　　　　　　右御国表ゟ相廻り候ニ付御内々
　　　　　　　中山前大納言殿迄御直書添ニ而昨日御差出ニ相成候御返書有之
一五半時過青山小三郎御用有之続而高田孫左衛門同断
一去ル晦日立御国表ゟ町飛脚之者着大奥ゟ御機嫌状相廻り候鎮撫使御滞無相済廿八日朝御発途ニ
　相成候旨申来り候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御返書被進之
A0143−00526-071
　　　　　中山前大納言殿ゟ　御返書被進之
一四時鹿之介雪江御用有之
一英公使参　朝ニ付四時之御供揃ニ而御参　内被遊
一御出殿九時江二寸前御帰殿七半時
　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬　　壱疋　　　　　　　　　　ミニストル江
　　　　　　　　　　　　酒徳利　　　　対
　　　　　　　　　　　　組蓋物　　　　一　　　　　　　　　　　バウドイム江
　　　　　　　　　　　　三ツ組盃服紗包一
　　　　　　　　　　　　茶呑茶碗　　　五
　　　　　　　　　　　　人形　　　　　二　　　　　　　　　　　ビット江
　　　　　　　　　　　　菓子箱　　　　一
　　　　　　　右者今日蘭館江被為　入候御約定之処御用多ニ付御断ニ相成候
　　　　　　　右ニ付被下之
　　　　　阿波少将様ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御返書被進之
一御帰殿直ニ鹿之介雪江御用有之
一再御供揃ニ而毛利長門守様江被為　入
一御出殿鎌落過御帰殿九半時一寸廻り
　　　　　毛利長門守様江　　　交御肴一折
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖一箱
　　　　　　　右者被為　入候ニ付為御持ニ相成被進之
　　　　　西本願寺ゟ　　　　　金千疋
　　　　　　　右御直衣御着用被蒙　仰候為御歓被進之
　　　　　東本願寺ゟ　　　　　白羽二重一疋
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋
　　　　　　　右同断御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　弐歩判五百両
A0143−00526-072
　　　　　　　右者御役金之内御頂戴ニ相成候ニ付会計局判事ゟ相渡候
　　　　　高倉三位殿ゟ　　　　御直書
　　　　　四条大夫殿
　　　　　　　右御国表ゟ町飛脚着被進之
　　　　　朝廷ゟ御拝領　　　　御菓子
　　　　　　　右御使春堂左近を以御用人迄相渡
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御返書被進之
一御夜詰引八時二寸前
　　　　T三月四日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万貞
一御神拝例刻
　　　　　　　　　　　　　竹の子七　　　　　　　　　　　　　　清涼寺献上
　　　　　　　　　　　　　　　御附御馬廻り其儘御附　　　　　　大谷千熊
　　　　　　　　　　　　　　　御供頭指添被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　御附御馬廻り被　仰付　　　　　　飯嶋源橘
　　　　　　　右之通被仰付御用人指加り
　　　　　　　御前御礼申上之
一五半時過鹿之介御用有之
一四時高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一今日太政官御断ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田安様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片岡平八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水磯太郎
　　　　　　　右罷出於　御居間御目見被　仰付御人払御用有之
　　　　　　　御茶御菓子被下之於扣所御賄被下之
A0143−00526-073
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御直書被進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鯉筒切吸物
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書添御重一組　仕立一　　御焼肴一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御煮肴一　御生菓子一
　　　　　　　　　　　　　　　直ニ御返書被進之
　　　　　有馬中務太輔様ゟ　　交御肴　こち一　平目一　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸一　　海老二
　　　　　　　右御使者山田辰三郎を以被進之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　仙台平御袴地一　乾海苔十帖入一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　白縮緬一疋　御菓子一箱　　永平寺献上
　　　　　蜂須賀淡路守様ヘ先記交御肴一折
　　　　　　　右昨日之御返書添御手許使者を以被進之
一八半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内土佐守様御家老　　深尾鼎
一右七時過罷出拝謁被　仰付御人払御用有之
一七半時御浴湯被為　召
一御湯後御三度御膳被　召上
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進
一御膳後青山小三郎御用有之一新五兵衛腹合不宜今日ゟ引籠養生いたし候
一御夜詰引四半時
　　　　T三月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例
A0143−00526-074
一五半時過鹿之介御用有之
一四時雪江御用有之
一今日も太政官御断ニ相成候
　　　　　戸田大和守殿ゟ　昨日之御返書被進之　　　　　　　　　大谷千熊
　　　　　　　　　　　　　　　宰相様御滞京中
　　　　　　　　　　　　　　　御供頭介被仰付
　　　　　　　右之通於御右筆部屋被仰付之
一四半時高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一九時酒井与三左衛門方御用有之
一右御用済御弐度御膳被　召上
　　　　　毛利長門守様江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
一七半時過御三度御膳被　召上
一六時過雪江御用有之畢而鹿之介同断引続青山小三郎同断
　　　　　　　　　　　　　鱒一　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　右者今日妻御国表ゟ帰京湖水辺ゟ持帰候ニ付内献之
一御夜詰引九時五歩前
　　　　T三月六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　元琭
一御神拝如例
一五半時過鹿之介御用有之
一四時雪江青山小三郎御用有之
A0143−00526-075
一右同刻過酒井与三左衛門方御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一八半時清涼寺方丈罷出御噺被遊御茶御菓子被下之
一今晩立御国表江飛脚被指立候ニ付御機嫌状并御用状小右衛門新左衛門江差出大奥老女江も
　例之通指出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御拝領御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切御筆五本
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御拝領御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　鶏卵御素麺
　　　　　　　青松院様江　　　
　　　　　　　　　　　　　　　御拝領御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切御墨
　　　　　　　右之通被進ニ相成候ニ付例之通相廻候
一七半時過御三度御膳被　召上
一去月廿八日晩立江戸表ゟ之飛脚着
　　　　　田安中納言様ゟ　　　御直書被進
　　　　　　　　　　　　　呈書　　　　　　　　　　　　　　　　大久保一翁殿
一御夜詰引九半時
　　　　T三月七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神拝如例
一五半時過中根雪江青山小三郎御用有之高田孫左衛門伊藤友四郎御用同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土藩　武市八十衛
A0143−00526-076
　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御用有之
一四時御供揃ニ而山内容堂様ヘ被為入夫ゟ大政官ヘ被為入
一御出殿四半時弐寸廻り御帰殿鎌落二寸前
　　　　　　　　　　　　　合口御下緒一御扇子対　　　　　　　　秋田長之丞江
　　　　　　　右者今日出立御国表江罷帰候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　桃井弥次郎
　　　　　　　　　　　　　杉折生菓子　　　　　　　　　　　　　同八郎九郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同小八郎
　　　　　　　右為御機嫌伺差上之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御書被進之
　　　　　高倉三位殿ゟ　　　　御連名御書被進之
　　　　　四条大夫殿
一御帰殿直ニ御膳被　召上
一御膳済伊藤友四郎青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　コヒイ　フリツキ箱入　蘭公使ミニストル
　　　　　　　右御所望之由ニ而差上之大坂表ゟ相廻候
一御夜詰引九時一寸五歩前
　　　　T三月八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神前御拝如例
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　戸田大和守殿江　　　同
一五時過雪江御用有之
一五半時過安藤飛驒守殿御出於御座間御逢有之御茶菓被進無程御帰り被成候
A0143−00526-077
一四時過鹿之介藤馬青山小三郎御用有之引続高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
　　　　　土佐前少将様ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御返書被進之
　　　　　高倉三位殿　江　　　御返書被進之
　　　　　四条大夫殿
一今日大政官御断ニ而御参官無之
一九時御二度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野左京
　　　　　　　　　　　　　去ル二日御国表　　　　　　　　　　　榊原幸八
　　　　　　　　　　　　　出立今日到着　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平岡十三郎
　　　　　　　右ニ付為伺　御機嫌当局迄罷出候
一八半時過御浴湯被為召候
一七半時前青山小三郎御用有之
一同刻過御三度御膳被召上
一御滞京も追々御長ク相成候ニ付御側向之面々も以
　思召二ヶ月ツヽ休息被仰付候ニ付御小姓両人御附ニ而一人ツヽ御国ヘ罷越候右ニ付左之面々
　明九日致出立候手伝台子向も同断
　　　　　　　　　　　　　羽織紐一　　　　　　　　　　　　　　西村元吉郎
　　　　　　　　　　　　　扇子対　　　　　　　　　　　　　　　植（埴）原三十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林与一郎
　　　　　　　右者明日出立ニ付
　　　　　　　御目見被仰付
　　　　　　　御手自被下之夕刻御酒御肴被下置候
A0143−00526-078
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子
　　　　　殿様江　　御書　　　信次郎様ヘ御手遊物五
　　　　　　　　　　御菓子
　　　　　　　青松院様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　御くわし
　　　　　　　　　　　　　　　御くわし　　　　　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　　　　　御半切一〆　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　　　御墨一丁　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　　　　　文庫一ツヽ　　　　　　　　　　　たま
　　　　　　　　　　　　　　　ふくさ一　　　　　　　　　　　　ゆら
　　　　　　　　　　　　　　　御半切一〆ツヽ　　　　　　　　　御錠口四人
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱ヲ　　　　　　　　　　御年寄三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御錠口四人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉江
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　御家老へ
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　平本但見ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　半切二〆
　　　　　　　　　　　　　　　詩箋二〆ツヽ　　　　　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　勝沢牛翁
　　　　　　　右者元吉郎初罷帰候ニ付御托シ被進之被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　片岡平八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　清水磯太郎
　　　　　　　右両人今日ゟ御屋敷内ニ住居罷在候様被仰付候ニ付
　　　　　　　今晩被為召御人払ニ而色々御尋被遊御吸物御酒御肴等被下
　　　　　　　孫左衛門敬左衛門小三郎等罷出居候九時前退散
一御夜詰引九時
　　　　T三月九日晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
A0143−00526-079
一御目覚七半時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神拝如例
一今日二条大政官代へ
　行幸被遊候ニ付七半時御供揃ニ而御参　朝夫ゟ供奉被遊候
一御出殿六時三寸廻り　御帰殿六時一寸五歩廻り
一御帰殿直ニ御膳被　召上
一御膳済雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　若和布　　　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　右御国表ゟ昨日着献上之
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　高田篤三郎
　　　　　　　右今日御国表ゟ到着献上之
　　　　　　　　　　　　　　　御帰殿之上　　　　　　　　　　　右同人
　　　　　　　　　　　　　　　御目見被仰付之
一御夜詰引四時五歩前
　　　　T三月十日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
一御神拝如例　　　　今日御参官無之
　　　　　松平出羽守様ゟ　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右者御直衣御着被為　仰蒙候為御歓被進之
　　　　　　　　　　　　　　御菓子
　　　　　　　　　　　　　　御肴折詰
　　　　　　　右者昨日御供奉ニ付御頂戴被遊候
一五半時過鹿之介青山小三郎御用有之
一四時過有馬遠江守殿御出御書院ヘ御通り之上御用人ゟ申上ニ相成御支度宜節御用人御案内ニ而
A0143−00526-080
　御座間江御通り御送迎御次迄御着座之上御多葉粉盆御茶菓差上御人払ニ相成雪江
　侍座相済御書院ヘ御帰座之上御吸物御酒御膳等被進候
一九時御二度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子折三重組　干一重　　　　　増上寺僧正ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生二重
　　　　　　　右之通被差上御留守居ゟ差出之
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　右者去ル七日立ニ而早脚之者ニ而被進之
一八半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之後刻同断
一七半時御三度御膳被召上
一六時過雪江青山小三郎御用有之四時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進之御返書有之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　羽織紐一御扇子対　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　　　　　　　　　御筆一　　外金百疋
　　　　　　右者暫時休息被仰付御国ヘ罷帰り候ニ付被下之御目六者
　　　　　　御詩作御相手致シ候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初
　　　　　　　　　　　　　酒五合ツヽ　　　　　　　　　　　　　両部屋御供頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御馬廻り御医師
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　手伝台子向
　　　　　　　　　　　　　同三合ツヽ　　　　　　　　　　　　　御料理方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　書記方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両小遣辺迄も
　　　　　　　右者御用多相勤候ニ付御有合之御酒被下之
一御夜詰引九時ヘ壱寸前
　　　　T三月十一日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
A0143−00526-081
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄琭
一御神拝如例
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　　右者璥二江御托シニ而被進之
一五半時過雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　海苔十帖一箱　　　　　　　　　　　品川問屋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　井沢源左衛門献上
　　　　　　　右者江戸表御勝手役江差出候ニ付相廻し小栗五郎大夫ゟ差出之
一九時前青山小三郎御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　当分滞京中御附御小姓　　　　　　　　高田幸太郎
　　　　　　　　　　　　　御雇被　仰付
　　　　　　　右之通被仰付御用人差加り
　　　　　　　御前御礼申上之
　　　　　三条大納言殿　　　　御連名御直書被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　浅野紀伊守殿江　　　同
　　　　　　　　　　　　　大虫大明神御札守　　　　　　　　　　岡野讃岐守
　　　　　　　右者此表江罷出候ニ付河崎三郎助迄差出之
一七半時過御三度御膳被　召上
一六半時過藤馬御用有之
一御夜詰引四半時
A0143−00526-082
　　　　T三月十二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神拝如例
一五半時過青山小三郎御用有之
　　　　　中山大納言殿江　　　杉折御生菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　半切三百枚
　　　　　大原宰相殿江　　　　浅草海苔五帖
　　　　　戸田大和守殿江　　　四ヶ浦海苔一帖
　　　　　　　　　　　　　　　若和布
　　　　　　　右之通御直書添ニ而被進之
一四時雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
一四半時過酒井与三左衛門方藤馬御用有之
　　　　　　　　　　　　　中鯛壱枚　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　右上京いたし候ニ付為伺　御機嫌差上之
一九時前御弐度御膳被召上
一御例刻御供揃ニ而太政官代江被為　入候
一御出殿九半時ヘ二寸前　　　　御帰殿七時二寸廻り
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　浅草海苔五帖
　　　　　　　　　　　　　　　半切三百枚
　　　　　五辻大夫殿江　　　　御国海苔二帖
　　　　　　　　　　　　　　　半切三百枚
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈二枚
　　　　　　　右之通御直書添ニ而被進之
　　　　　松平出羽守様江　　　御直書　　先記御到来
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子折三重組
　　　　　　　右者毎々被進物も有之御答礼旁被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　白銀二枚
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　　　　　　　右者御直衣御着被蒙仰候ニ付為御歓被進之
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　有馬遠江守殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　戸田大和守殿江　　　同
一御帰殿之上高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一鎌落過有馬遠江守殿御出御書院ヘ御通り之上御用人申上ニ相成御書院ヘ被為入御案内ニ而
　御三階ヘ被為入御挨拶済ニ而御多葉粉盆初例之通六時過戸田大和守殿御出申上ニ而
　御書院ヘ被為入御休息所ヘ御案内ニ而御別席其所ヘ雪江小三郎御用有之夫ゟ御三階ヘ
　被為入御程合ニ而御吸物御酒引続御膳被進四時過御退散ニ相成候
一御夜詰引四半時二寸五歩
　　　　T三月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神前御拝如例
一五半時過雪江青山小三郎御用有之
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御直書被進之御返書有之
　　　　　　　　　　　　　瓶入西洋菓子二　　　　　　　　　　　中里鎌蔵
　　　　　　　　　　　　　西洋ガンドウ挑灯
　　　　　　　右之通献上之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右同人
　　　　　　　右被為召大坂表之事情被為聴候
　　　　　　　　　　　　　御附御小姓被　　　　　　　　　　　　福田甚三郎
　　　　　　　　　　　　　仰付
　　　　　　　右之通被仰付御用人差加りニ而
　　　　　　　御前御礼申上之
A0143−00526-084
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　紀州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤嘉市
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多甚九郎
　　　　　　　右罷出於御座間拝謁被仰付雪江侍座御用有之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　団扇二人形一
　　　　　　　　　　　　　　　九年毋
　　　　　　　右之通御直書添ニ而被進御返書被遊
一九時前藤馬御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　徳大寺大納言殿ゟ　　交御肴一折
　　　　　　　右之通り昨日之御返書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御右筆両人
　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　　　御帳付弐人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御坊主弐人
　　　　　　　右者御手許格別御用多相勤此度交代罷帰候ニ付被下之
一七時過青山小三郎御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料弐百疋　御直衣御着用為御歓
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　味噌漬小鯛
　　　　　　　右者稲葉左司馬御托しニ而被進之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　御書被進之
　　　　　伊達伊予守様ゟ　　　塩鰤二
　　　　　　　右西園寺雪江御使ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西園寺雪江
　　　　　　　右御使罷出候而拝謁被仰付御用有之於扣所御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　　羊羹十棹　　　　　　　　　　　　　　一身田
　　　　　　　右御滞京為御見舞差上之
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　　　　　中山大納言殿ゟ　　　御多葉粉一箱
　　　　　　　　　　　　　　　落葉鮎
　　　　　　　右昨日之為御答礼御返書添ニ而被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御菓子一箱
　　　　　　　右之通御書添ニ而被進之
一六半時雪江鹿之介御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　御胴召一　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛江
　　　　　　　　　　　　　　　合口御下緒一
　　　　　　　右者先記之通休息被　仰付明日出立ニ付被下之御目見被仰付於
　　　　　　　御前御酒御肴被下之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　落葉鮎
　　　　　　　青松院様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　　寒さらし粉
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　御家老江
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　哥しま初
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　右之通新五兵衛江御托しニ而被遣之被下之
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖　　　　　　　　　　　　　外山江
　　　　　　　右不快ニ付為御尋新五兵衛江御托しニ而被下之
　　　　　　　　　　　　　　　御肴煮付　　　　　　　　　　　　稲葉左司馬　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由
　　　　　　　右者左司馬今日御国表ゟ着ニ付被下之
　　　　　大原宰相殿ゟ　　　　塩見饅頭
　　　　　　　右之通り御直書添ニ而過日被進為御答礼被進之御返書被遊為御移九年毋被進之
一御夜詰引九時弐寸廻り
A0143−00526-086
　　　　T三月十四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　万貞
一御神前御拝如例
一五時過青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　右今朝江戸表ゟ帰京被致御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　奥縞御袴地一　　　　　　　　　　中里鎌蔵江
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋
　　　　　　　右者毎々献上物等いたし候ニ付　思召を以為御返御内々被下之
　　　　　　　　　　　　　　　若和布一箱　　　　　　　　　　　稲葉左司馬
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二曲
　　　　　　　右御国表ゟ持参之品差上之
一今日天神地袛御祭礼御誓約被為
　在候ニ付五半時之御供揃ニ而御参　内被遊候
一御出殿四時壱寸廻り　御帰殿六時壱寸前
一御帰殿直ニ御膳被　召上
一御膳済雪江鹿之介御用有之畢而本多修理方御用有之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　御菓子杉折二重組生干
　　　　　蜂須賀淡路守様江　　御直書御廻達被進之
　　　　　　　　　　　　　御煮肴一重　御酒　　　　　　　　　　本多修理方ヘ
　　　　　　　右者今日江戸表ゟ帰京ニ付被下之
一御夜詰引九時弐寸前
　　　　T三月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗仙
A0143−00526-087
一御神拝如例
一五半時過本多修理方青山小三郎御用有之
一去ル十二日晩立御国表ゟ之飛脚到着御機嫌状并小右衛門新左衛門ゟ之御用状相達大奥老女ゟも例之
　通相達御国表相替候義無之奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　かま鉾二
　　　　　　　　　　　　　　　山川酒一徳利
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　干鰈五
　　　　　　　　　　　　　　　若和布
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　右之通被進之被差上之
　　　　　　　　　　　　　　　浅草海苔五帖箱　　　　　　　　　千種宗伯
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　出浦銑之助
　　　　　　　右御国表江引越被仰付罷越候ニ付献上之
　　　　　　　　　　　　　　　魴鮄一　　　　　　　　　　　　　こよ
　　　　　　　　　　　　　　　鰈一　　　　　　　　　　　　　　よつ
　　　　　　　右之通差上之
　　　　　　　　　　　　　　　丈王　御札守
　　　　　　　　　　　　　　　同宮　同
　　　　　　　右之通今便相廻ル
一四時雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　溝口孤雲
　　　　　　　右四時過罷出於御居間拝謁被仰付御用有之御茶御菓子被下之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　　　煎茶之碗五　　　　　　　　　　　藤田廉介
A0143−00526-088
　　　　　　　右珍敷焼ニ付内々致献上度奥之番迄申出候ニ付奥之番ゟ差出候
　　　　　　　　　　　　　　　君か香一箱　　　　　　　　　　　堀左近
　　　　　　　右者御滞京中之為御見舞差上之
一七半時伊藤友四郎御用有之
一右同刻過御三度御膳被　召上
一六時過鹿之介御用有之畢而雪江青山小三郎同断
　　　　　山階宮様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　粒蕎麦
　　　　　　　右折柄時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高村四郎左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林忠太夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　右者元御側向相勤候ニ付被為召御茶御菓子御酒被下之
一御夜詰引四半時
　　　　T三月十六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　元琭
一御神拝如例
　　　　　近衛前左大臣殿江　　若和布一箱
　　　　　同新前左大臣殿江　　杉折御生菓子一
　　　　　尹宮様江　　　　　　蕎麦粉一箱
　　　　　　　右折柄時候為御見舞御直書添ニ而被進之
一四時松平出羽守様被為入御書院江御通被遊御用人申上ニ而御書院江被為入御案内ニ而御座間江被為入御多葉
　粉盆御茶御菓子被進御程合ニ而御吸物御酒御肴等被進引続御膳被進之九時過御退散
A0143−00526-089
　宰相様ニ者御吸物御対座ニ而被召上御居間江御引被遊御膳被召上
一今朝本多修理方中根雪江鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　長岡左京亮様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　山階宮様ゟ　　　　　昨日之御返書被進之
　　　　　阿波少将様江　　　　御直書被進御返書有之
　　　　　土井能登守殿ゟ　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右者京着被致候ニ付被進之
　　　　　近衛新前左大臣様ゟ　交御肴一折　鯛一　ほら二
　　　　　　　右者今朝被進之為御答礼御返書添被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進　御返書被遊
一御兼約ニ付七時蜂須賀淡路守様御出御書院ヘ御通り之上御用人ゟ申上御書院迄
　被為入御案内御座間御着座御茶御菓子御多葉粉盆差上之御人払有之青山小三郎
　被為　召夫ゟ御三階ヘ被為登七半時過御同様ニ而細川左京亮様御出御書院御通り之旨
　御用人申上御書院ヘ被為入御案内ニ而直ニ御三階ヘ被為入御茶御菓子御多葉粉盆差
　上之御用御談有之御程合ニ而御吸物御酒引続御料理被進之五半時御退散
　御使者之間前入側迄　御見送被遊候
　　　　　蜂須賀淡路守様ゟ　　交御肴一折　鯛一海老三鰈弐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほら二こち二
　　　　　　　右ハ今日被為入候ニ而被進之
　　　　　興正寺御門主江　　　前記御肴一折　御生菓子御有合
　　　　　　　右ハ先日御歓として被進候御答礼被進之
一四半時高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　丸御紋奉書紬御羽織一　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由
A0143−00526-090
　　　　　　　右ハ明日出立ニ而罷帰候ニ付以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　但年来御用人相勤別段之訳合ニ而被下之
　　　　　芳樹院様御霊前江　　御菓子　塩見饅頭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有平糖
　　　　　　　右者来ル廿一日御年回御忌ニ付勘解由江御托ニ而御廻シ
　　　　　　　御備ニ相成
一九半時壱寸五分前御夜詰引
　　　　T三月十七日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄仙
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一四時雪江鹿之介青山小三郎御用有之
　　　　　蜂須賀淡路守様江　　御直書被進御返書有之
一九時前御弐度御膳被　召上
一御例刻之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿九時五歩廻り　御帰殿六半時壱寸五分廻り
一御帰殿直ニ御膳被　召上
　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書
　　　　　　　右者去ル十五日立早脚之者着被進之
　　　　　　　　　　　　　　　年比ニも相成候ニ付御伽御雇　　　稲垣文庫
　　　　　　　　　　　　　　　御免被成候　　　　　　　　　　　横井謙吉
　　　　　　　右之通被仰付候ニ付御目見被仰付
　　　　　　　御前御礼申上之左之通御手自被下之
A0143−00526-091
　　　　　　　　　　　　　　　　　覆輪羽織地　　　　　　　　　稲垣文庫
　　　　　　　　　　　　　　　　　塗鞭一　白木綿壱反
　　　　　　　　　　　　　　　　　奥縞高襠袴地御扇子対　　　　横井謙吉
　　　　　　　　　　　　　　　　　白木綿壱反
　　　　　　　右之通被下之白木綿之義ハ昨暮御焼捨之節被下ニ相成候筈之処
　　　　　　　相残り候ニ付此度被下之
一六半時雪江青山小三郎御用有之
　　　　　桜木殿ゟ　　　　　　御返書被進之
　　　　　長岡左京亮様ゟ　　　御返書被進之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　同
一御夜詰引四半時
　　　　T三月十八日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄珪
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　御簾中様江　　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　　同
　　　　　　　青松院様江　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　山沢　　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　右之通稲垣文庫横井謙吉江御托しニ而被進之被遣之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅見岱輔
　　　　　　　　　　　　　　　　御手拭一　ツヽ　　　　　　　　石原万千次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　大関弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村貫蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三岡斧太郎
　　　　　　　右之面々先記之通交代被仰付今日出立ニ付
A0143−00526-092
　　　　　　　御目見被仰付右之通被下之
　　　　　　　　　　　　　　　内達之趣も有之候ニ付御伽御雇　　酒井鎌之助
　　　　　　　　　　　　　　　御免被成候
　　　　　　　右之通親政右衛門江被仰付御礼当局迄罷出候
一今朝御家老初御用度々有之
一九時御弐度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　波々伯部弥六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷平大夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小嶋逸八
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小寺官之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐久士規之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀勘左衛門
　　　　　　　右之面々為交代致到着　御目見被仰付
一九半時過御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿八時壱寸廻り　御帰殿七半時前
　　　　　　　　　　　　　　　金弐百疋　　　　　　　　　　　　大虫神主江
　　　　　　　右者先達御札守差上候ニ付御初穂三郎助ゟ被下之
一御帰殿直ニ御膳被　召上
一御膳済本多修理方高田孫左衛門御用有之
一七半時過御浴湯被為　召
一同刻過戸田大和守殿御出於御居間御逢有之御茶御菓子御吸物御酒被進之
　六半時比御退散ニ相成
一五時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T三月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
A0143−00526-093
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　昨日御国表ヘ出立　　　　　　　　三崎宗仙
　　　　　　　　　　　　　　　今日大坂表ヘ出立　　　　　　　　有賀玄琢
　　　　　　　　　　　　　　　昨日到着　　　　　　　　　　　　村上三悦
　　　　　　　右於御居間御目見被　仰付
　　　　　　　　　　　　　　　当分御料理方御雇被　仰付　　　　久能佐太郎
　　　　　　　　　　　　　　　御雇中役新番組ヘ被入候
　　　　　　　右之通於御右筆部屋昨日被　仰付
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進
一五半時過雪江鹿之介青山小三郎御用有之
一四時本多修理方高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　　　御直書　浅草海苔大一帖
　　　　　　　右者波々泊部弥六ヘ御托しニ而被進之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　　右者林矢五郎御用ニ而今日御国表江出立ニ付御托しニ而被進之
　　　　　尹宮様ゟ　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　砂糖漬一箱
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
一九時過御弐度御膳被　召上
一九時之御供揃ニ而御参
　内被遊夫ゟ太政官江被為　入
一御出殿九半時五分廻り　御帰殿鎌落一寸五分前
一御帰殿直ニ御膳被　召上
A0143−00526-094
一御膳後青山小三郎御用有之本多修理方鹿之介雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　越の雪一箱　　　　　　　　　　　波々伯部弥六
　　　　　　　右御国表ゟ持参ニ而差上之
一御夜詰引九時壱寸前
　　　　T三月廿日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄仙
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　若和布一箱　　　　　　　　　　　村上三悦
　　　　　　　右御国表ゟ持参ニ而差上之
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　中村幡（播）磨介江
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹三曲
　　　　　　　右者差上物いたし候為御返被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　有馬帯刀
　　　　　　　右四半時過罷出於　御座間拝謁被仰付御人払御用有之御茶御菓子
　　　　　　　於　御前被下之於扣所御賄等被下之
一九時高田孫左衛門御用有之
一七時前高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一七半時過御膳被　召上
一御膳後青山小三郎御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進御返書有之
　　　　　有馬遠江守殿江　　　御直書被進之
一四時高田孫左衛門御用有之
A0143−00526-095
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T三月廿一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一五時過伊藤友四郎御用有之
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一四半時雪江御用有之
一九時過御弐度御膳被召上
一七時過青山小三郎御用有之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御書被進御返書御代筆ニ而被進之
一七半時過御三度御膳被　召上
一今晩御国表江飛脚被指立候ニ付御機嫌状同伺状小右衛門新左衛門江御用状差出大奥老女ヘ
　も例之通差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直文
　　　　　　　　　　　　　　　砂糖漬一箱
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　からすみ一箱
　　　　　　青松院様江　　　　御書御入込ニ而御拝領糸花
　　　　　　　　　　　　　　　砂とふ漬御取分被進候筈
　　　　　　　右之通被進ニ付例之通差出候
一五時過雪江御用有之
一御夜詰引九半時弐寸廻り
　　　　T三月廿二日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
一御神拝如例
A0143−00526-096
一五半時過高田孫左衛門御用有之畢而雪江鹿之介青山小三郎御用同断
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御所落雁一箱
　　　　　　　右者出淵伝之丞御国表ゟ罷越候ニ付御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　白玉糖一箱　　　　　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　右為　御機嫌伺差上之
　　　　　　　　　　　　　　　金五拾両　　　　　　　　　　本保領
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀谷右衛門
　　　　　　　右者御滞京御苦労被遊候ニ付献上之
一九時前出淵伝之丞御国表ゟ着罷出御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之　再御往復有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　細川右京大夫様御使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　林新九郎
　　　　　　　右者　宰相様御所労之義御承知被成為御見舞以御使被仰進
一九時過御二度御膳被　召上　　　　　　　　御櫛懸り被　　　　　荻野金四郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仰付候
一七半時過御三度御膳被召上　　　　　　　　御表役懸り被　　　　毛利元蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　仰付候
一御膳後青山小三郎御用有之
一六時過出淵伝之丞被為召於御居間御酒御肴被下之同弥之助無急度被為　召御菓子
　被下之
一今晩於御用部屋衆議有之左之面々罷出候ニ付以　思召御酒御吸物御肴被下之
　本多修理方酒井与三左衛門方中根雪江毛受鹿之介高田孫左衛門香西敬左衛門青山小三郎
　伊藤友四郎
一御夜詰引九半時壱寸五分廻り
　　　　T三月廿三日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　藤大夫
一御目覚御例刻但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄仙
A0143−00526-097
一御神拝如例
一五時過鹿之介御用有之引続高田孫左衛門青山小三郎同断
　　　　　蜂須賀淡路守様江　　御直書被進御返書有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御返書再御返書有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一御膳後伊藤友四郎御用有之
一七半時前御浴湯被為　召上
一御湯後御三度御膳被　召上
一御膳後青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山内容堂様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武市八十衛
　　　　　　　右六時前罷出於　御居間拝謁被　仰付御用有之於扣所御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平田大学
　　　　　　　右六半時比罷出於　御居間御逢被遊御用有之御茶御菓子於
　　　　　　　御前被下之於扣所御酒御賄等被下之
一今日御国表江三里継飛脚被指立候ニ付小右衛門新左衛門新五兵衛ヘ御用状指出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　　右之通被進之
一御夜詰引九半時ヘ弐寸前
　　　　T三月廿四日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万貞
A0143−00526-098
一御神拝如例
一五時過青山小三郎御用有之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　しら玉糖
　　　　　肥前侍従様江　　　　御直書　
　　　　　　　　　　　　　　　御半切三百　雲丹五
　　　　　　　右肥前様今日横浜表ヘ御出立ニ付被進之
一五半時過鹿之介雪江御用有之畢而本多修理方同断
一右同刻過清涼寺方丈罷出御茶御菓子被下之雪江高田孫左衛門罷出ル
　　　　　阿波少将様江　　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　同
　　　　　有馬遠江守殿江　　　同　御返書有之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　　　シヤンパン一瓶　　　　　　　　　本多修理方江
　　　　　　　　　　　　　　　砂金紙七枚
　　　　　　　右者明日出立御国表江罷帰候ニ付　思召を以被下之
一御直書を以被仰進候ニ付七時比ゟ秋月右京亮殿御出御書院ヘ御通り御用人申上ニ而
　御書院迄被為入御案内ニ而御三階江御上り御茶御多葉粉盆御菓子差上之
　無程右御同様有馬遠江守殿永平寺禅師御書院江御通り前御同様御三階ヘ御登り御着座
　御茶御多葉粉盆同断清涼寺も罷出居候夫ゟ御居間ヘ被為入御茶御菓子差上引続
　御吸物御酒御料理御膳等被進之小原仁兵衛本多修理方中根雪江鹿之介高田孫左衛門
　出淵伝之丞伊藤友四郎被為召罷出居候四時過御退散ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　　　氷砂糖一箱　　　　　　 　　　　永平寺
　　　　　　　右今日御出ニ付被差上之
A0143−00526-099
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　鯛壱枚
　　　　　　　右今日御出ニ付被進之
　　　　　毛利長門守様ゟ　　　御酒壱樽
　　　　　　　右者今朝御近火ニ付為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨森謙三郎
　　　　　　　右罷出於　御居間拝謁被　仰付御茶御菓子被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田万順
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大岩本立
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本山城益
　　　　　　　右御国表ゟ到着　御目見被仰付
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直文
　　　　　　　右者上田万順江御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽御雇被　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　仰付
　　　　　　　右者去ル十九日於御国表被仰付候旨新五兵衛ゟ申越候
一御夜詰引四半時弐寸廻り
　　　　T三月廿五日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一五半時過鹿之介雪江青山小三郎出淵伝之丞大宮藤馬高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　羽織紐　　　　　　　　　　　田代万貞
　　　　　　　　　　　　　　　　　紫覆輪御服紗
　　　　　　　　　　　　　　　　　羽織紐　　　　　　　　　　　榎並宗純
　　　　　　　　　　　　　　　　　御扇対
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　馬淵玄仙
　　　　　　　右者明日御国表江出立ニ付御目見被仰被下之
A0143−00526-100
一四時御供揃ニ而御参　内被遊夫ゟ太政官江被為　入
一御出殿四半時一寸前　御帰殿七時壱寸五分廻り
一御帰殿直ニ伊藤友四郎御用有之
一六時雪江御用有之畢而青山小三郎同断高田孫左衛門御用有之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　昨日之御返書有之
　　　　　秋月右亮殿ゟ　　　　御書被進之御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　万貞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗純
　　　　　　　右明朝出立ニ付被為　召御酒被下之
　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　　仲庵　江
　　　　　　　　　　　　　君が香御茶　　　　　　　　　　　　　牛翁
　　　　　　　右万貞江御托しニ而被下之
一御夜詰引四時弐寸廻り
　　　　T三月廿六日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御聊御感冒之御気味ニ被為入候得共御軽微之御事被為在奉恐悦候
一御神前御拝如例
一五時過鹿之介御用有之三岡八郎御国表ゟ到着御用有之
一五半時過青山小三郎高田孫左衛門御用有之
　　　　　松平参河守様江　　　杉折白砂糖
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹
　　　　　　　右者今日御下坂ニ付御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　昨日の記　　　　　　　　　　　　　　　大久保一蔵
　　　　　　　　　　　　　レーフルタラン一瓶
　　　　　　　右御約束被遊候由ニ而差上之
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
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　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御書下ケ　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛江
　　　　　　　右者田代万貞江御托しニ而被進之被下之
一九時過御二度御膳被召上
一御膳後戸田大和守殿御出御居間御床其儘ニ而御逢有之御茶御菓子差上之
一七半時過高田孫左衛門出淵伝之丞青山小三郎御用有之
一同刻過岩倉右兵衛督殿東久世前少将殿御出御書院ヘ御通りニ付御書院江被為入
　御案内御座間ヘ御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上之夫ゟ御居間ヘ被為入
　不御取敢御居間内ニ有之候シヤンハン御組重之内鰹鰑等御取囃シニ相成其内御吸物御酒御肴
　御支度出来差上之御料理も差出候筈之処四時前御退散ニ相成御席上ニ於て左之通被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　六角御時計一金御盆
　　　　　東久世前少将殿江　　　　越ノ雪御菓子
一御退散後高田孫左衛門出淵伝之丞青山小三郎伊藤友四郎等於　御前御酒御肴被下之
一今夜中三里継被指立左之通被進新五兵衛迄御用状差越候
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
一御夜詰引九半時五分廻り
　　　　T三月廿七日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻御感冒弥御清解被為在奉恐悦候　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神前御拝如例
一五時過鹿之介青山小三郎御用有之
一五半時過雪江御用有之畢而高田孫左衛門出淵伝之丞御用同断
一九時過御弐度御膳被召上
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　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進之火取鰹一重
　　　　　仙石讃岐守殿ゟ　　　鯉二喉
　　　　　　　右者御滞京為御見舞被進之
　　　　　紀伊中納言様江　　先記
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼御直書添ニ而被進之御返書有之
一七半時過御三度御膳被　召上
一御膳後出淵伝之丞御用有之
一六時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　杉折生菓子　　　　　　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　右者到来之由ニ而差上之
一御夜詰引四半時ヘ弐寸前
　　　　T三月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神拝如例
一五時過鹿之介御用有之引続雪江青山小三郎高田孫左衛門御用同断
一四時之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿四半時江壱寸五分前　御帰殿七時
　　　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　　酢屋　伊左衛門献上
　　　　　岩倉右兵衛督殿ゟ　　千歳酢一重
　　　　　　　右昨日被進物之為御移被進之　　　　　　喜太郎事　蠏江太兵衛
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金四郎事　荻野秋雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甚三郎事　福田登〈ミノリ〉
　　　　　　　右　思召有之御移り改名被　仰付
　　　　　　　　　　　　　杉折御菓子　　　　　　　　　　　　　藤堂帰雲
　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御用有之御茶御菓子被下之右之品献上之
　　　　　小笠原左衛門尉殿ゟ　金二千疋
　　　　　　　　　　　　　鰹節一箱
　　　　　　　右者此度御上京ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　去ル廿五日御国表出立今日到来　　　　西川陽八郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　右御目見被　仰付之
一御帰殿之上酒井与三左衛門方御用有之雪江罷出同断
一御用済御膳被召上
　　　　　松平出羽守様江　　　御直書被進之御返書有之
一六時過鹿之介青山小三郎高田孫左衛門御用有之
一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　　T三月廿九日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
一五半時過鹿之介青山小三郎御用有之
一四時前酒井与三左衛門方雪江御用有之続而高田孫左衛門伊藤友四郎同断
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　御直書被進之
A0143−00526-104
一四時之御供揃ニ而太政官江被為　入以来四時御例刻与被仰出候
一御出殿四時弐寸廻り御帰殿七時五歩前
　　　　　土井能登守殿ゟ　　　金弐万疋
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右先日御京着ニ付被進之
　　　　　　　　　昨日之記　　生干鱈三枚　　　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　　　　　　　　　越之雪御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　鶏卵素麺　　　　　　　　　　　　西川陽八郎
　　　　　　　右上京被仰付罷出候ニ付差上之
一去ル廿六日晩立御国表ゟ之飛脚到着御機嫌状小右衛門新左衛門ゟ之御用状相達御国表
　御静謐之段奉恐悦候大奥老女ゟも例之通相達候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　玉あられ
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈三枚
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈
　　　　　　青松院様ゟ　　　　　　御書御入込ニ而
　　　　　　　　　　　　　　　　　越の雪御茶一箱
　　　　　　　右之通被進之被差上之
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料金百疋　　　　　　　　　　吉田喜左衛門
　　　　　　　右先日結構被　仰付候ニ付献上いたし度新五兵衛迄差出候
　　　　　　　　　　　　　　　鱒味噌漬　　　　　　　　　　　　宇都宮勘解由
　　　　　　　　　　　　　　　若和布
　　　　　　　右之通り差上之
一七半時過御膳被召上
一六時過高田孫左衛門御用有之畢而中根雪江青山小三郎御用有之
一御夜詰引九時弐寸五歩
　　　　T三月晦日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神前御拝如例
一五時過伊藤友四郎御用有之
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　御直書被進之
　　　　　阿波少将様江　　　　御廻達御廻之
一四時前酒井与三左衛門方雪江鹿之介藤馬孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻之御供揃ニ而太政官江被為　入
一御出殿四半時壱寸五分前　御帰殿七時壱寸前
　　　　　　　　　　　　　白羽二重一反　　　　　　　　　　　　大久保一蔵江
　　　　　　　　　　　　　雲丹五
　　　　　　　右者過日レーフルタラン御貰ニ相成候為御挨拶被下之
一御帰殿之上高田孫左衛門御用有之
一七半時過御三度御膳被　召上
一六時過雪江青山小三郎御用有之畢而藤馬御用有之
　　　　　肥前閑叟様ゟ　　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T四月朔日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神前御拝如例
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之
一五半時過雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
一四時過青山小三郎三岡八郎御用有之
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　　　　　一条殿江　　　　　　杉折御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹　壱升壺入
　　　　　　　右者御不快為御見舞被進之
　　　　　蜂須賀淡路守様江　　御直書被遊御返書有之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊
一九時過御膳被　召上
一七時過御馬場ヘ被為入御乗馬被遊候御鞍桜山御相馬敬左衛門ヘ被　仰付
　先達而雲州様ゟ被進候御馬町田兵庫同御譲りニ相成栗毛勝村源左衛門町田清次両人
　被仰付御覧被遊
一七半時過於御居間雲藩妹尾右衛門ヘ御逢有之御茶御菓子御手許之御酒御肴等被下之
　右御話中御膳被召上
一六時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　松平出羽守様　　　　白魚付海苔百枚一箱
　　　　　　　右今日妹尾右衛門持参ニ而被進之
一御夜詰引九半時弐寸廻り
　　　　T四月二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御直書
　　　　　松平出羽守様江　　　同　　被進　御返書有之
一五時過青山小三郎伊藤友四郎御用有之中根雪江
一五半時御供揃ニ而御参官被遊夫ゟ鍋島閑叟様江被為入
　　　　　鍋島閑叟様江　　　　交御肴一折
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　　　　　　　右ハ今夕被為入候ニ付被進之
一御出殿四時壱寸前御帰殿五半時壱寸五分廻り
　　　　　稲葉美濃守殿ゟ　　　竹の子一籠　　　未タ御謹慎中にも有之御受ニ相成候而も如何ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御返しニ相成候
　　　　　　　右者御在所表ゟ相廻候ニ付時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　英製菓子一瓶　　　　　　　　　　小栗五郎太夫
　　　　　　　右者大坂ゟ持帰候ニ付差上之
一御帰殿之上高田孫左衛門御用有之
一去月晦日発御国表ゟ三里継飛脚着小右衛門新左衛門新五兵衛ゟ御用状相達
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書被進之
一今晩直ニ御国表江三里継飛脚被指立候ニ付御用状平本但見迄差出候
　　　　　殿様江　　　　　　　御返書被進之
　　　　　筆姫様ゟ　　　　　　御直文
　　　　　　　右今日肥前様江被為　入候節被進之喜太郎持帰り御帰殿之上差上之
一御夜詰引八時弐寸前
　　　　T四月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神拝如例
一五半時過鹿之介藤馬高田孫左衛門御用有之
一四時過酒井与三左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　鮒二枚　　　　　　　　　　　　　矢島新之助献上
一四時之御供揃ニ而民政局江被為　入夫ゟ官代江被為入
一御出殿九時壱寸前　御帰殿七時弐寸五分
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　　　　　　　　　　　　　　　キヤマン御菓子器　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　右者為御慰内献之
　　　　　　　　　　　　　　　白絹壱反　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　右者以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平出羽守様御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松原木工
　　　　　　　右者明日御下坂御発途ニ付如御暇乞以御使者被仰進之
　　　　　　　　　　　　　　　金百疋　　　　　　　　　　　　　長谷川友次郎江
　　　　　　　右者年来出精相勤此度交代御国表ヘ罷帰候ニ付別段被下之
一七半時過御三度御膳被召上
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御書被進御返書被遊
一六時過雪江鹿之介御用有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ゟ　　竹の子五本
　　　　　　　右之通り被進之
一御夜詰引九半時ヘ壱寸五分前
　　　　T四月四日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進之
　　　　　阿波少将様江　　　　御直書被進之
一五半時過酒井与三左衛門方雪江鹿之介藤馬青山小三郎高田孫左衛門御用有之
　　　　　宇和島少将様ゟ　　　御直書被進之
一四半時天方対馬明後日出立ニ付　御機嫌罷出於　御前左之通頂戴物有之
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　　　　　　　　　　　　　　　御下緒一　　　　　　　　　　　　天方対馬江
　　　　　　　　　　　　　　　御□召一
　　　　　　　右明後日出立且過日指上物致候ニ付為御返被下之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御書被進之
　　　　　宇和島少将様江　　　御返書被進之
一九時過御弐度御膳被召上
一御膳後清涼寺罷出　御機嫌伺申上候
一天機為　御伺御下坂被遊候旨被仰出今日九半時之御供揃ニ而御発駕被遊候
一御屋形御立八時壱寸前
一御立後御国表ヘ三里継飛脚被指立候ニ付御直書左之通被進小右衛門新左衛門ヘ添翰差出ス
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　御内献　　　御菓子桐一箱　　但干菓子生菓子二重組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　十九円
　　　　　中山大納言殿江　　　　　御菓子一箱　ツヽ
　　　　　正親町三条前大納言殿　　雲丹一升
　　　　　三条大納言殿
　　　　　毛利長門守様江　　　　　氷糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰹節同
　　　　　宇和島少将様江　　　　　干鱈三枚
　　　　　細川御二方様江　　　　　雲丹壱升ツヽ
　　　　　五辻大夫殿江　　　　　　白砂糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰑　　同
　　　　　東久世中将殿江　　　　　御所落雁一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　雲丹壱升
　　　　　醍醐大納言殿江　　　　　氷糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　雲丹壱升
　　　　　　　右大坂表江為御持ニ相成被進之
一　伏見稲荷前御小休　　　御着　　三字四分時
　　　　　　　　　　　　　御立　　四字四十二分時
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　　　伏見御小休　御着　　　　　　　　　　　　　　　　御小休　池田屋
　　　御乗船　　　六字三分時
　　　　T四月五日　　雨　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　酢屋　伊左衛門献上
　　　大坂大和橋御着船　　七字四十五分時
　　　同所御上陸　　　　　七字五十四分時
　　　御旅館西照庵江御着　八字二十二分時
一四半時之御供揃ニ而　行在所江　御参被遊
一御出殿十一字九分　御帰殿三字十二分
　　　　　中山大納言殿江　　　御直書被進之
　　　　　五辻大夫殿江　　　　同
一東久世少将殿五辻大夫殿四字三十七分時御出無程宇和島少将様御出御吸物御酒御料理御膳等
　被進ニ相成御寛話被遊九字三十四分時御一同御退散ニ相成候
　　　　　東久世少将殿ゟ　　　交御肴一折　鯉一　はも一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海老五
　　　　　中山大納言殿ゟ　　　同　　　　　鯛一　赤貝
　　　　　　　右之通被為　入候ニ付被進之
一御夜詰引十字二十七分時
　　　　T四月六日　　雨
一御目覚五時三十分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一六時過之御供揃ニ而宇和島様御旅館江被為　入夫ゟ今日於　御城陸軍
　天覧被為　在候ニ付御先廻とし而被為　入御拝見被遊候
一御出殿六字三十分時　御帰殿十一字五十二分時
一中根牛介榊原幸八堀平太夫長谷川源之丞真杉所左衛門　御機嫌伺罷出被為　召
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　　　　　正親町三条前大納言殿ゟ　鮮鯛一折　　　　　　御使者　斎藤要人
　　　　　　　　　　　　　　　　　御酒一樽
　　　　　　　右被進物之為御答礼被進之
　　　　　宇和島少将様　　　　御直書被進之
　　　　　五辻大夫殿　　　　　同
一二字四十分時御旅館西照庵御立
　　　御出船　　三字三十一分時
　　　伏見　　御着　一字十五分
　　　　　　　御立
　　　稲荷前御小休　御着　三字二十一分時
　　　　　　　　　　御立　四字四十二分時
　　　　T四月七日　　雨
一御着邸
一益御機嫌能七時御着被遊奉恐悦候両部屋御馬廻り　御機嫌伺申上候
一昨六日御国表ゟ到着之面々罷出居　御通掛ヶ之　御目見有之　御意被成下候
一御着座之上酒井与三左衛門方十之丞罷出御機嫌伺申上御用有之
一水野小形（刑）部昨日御国表ゟ到着御機嫌罷出続而雪江鹿之介青山小三郎御用有之
一山野十大夫初御馬廻り昨日到着　御目見被仰付猪子権左衛門初御附明朝出立ニ付
　御目見被仰付
一鎌落過御三度御膳被仰付被召上
一御膳御浴湯被為　召
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　鰑一箱
　　　　　　　右山野十大夫ヘ御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　越の雪御菓子　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　　　　　　小鴨味噌漬
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　　　　　　　右貫之助上京ニ付内献之
　　　　　　　　　　　　　　　奈良漬一曲　　　　　　　　　　　山野十大夫
　　　　　　　右罷出候ニ付差上之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　青松院様ゟ　　　　同
　　　　　　　右酒井十之丞上京ニ付御托し被進之
　　　　　高倉三位殿　　　　　御連名御書
　　　　　四条大夫殿
　　　　　　　右十之丞ヘ御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御手拭一　ツヽ　　　　　　　　　猪子権左衛門初
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　御附御馬廻り江
　　　　　　　右明朝御国表江出立ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　府中　引接寺江
　　　　　　　右者毎々御祈念等致候ニ付　思召を以御内々猪子権左衛門ヘ御托し被下之
　　　　　観智院ゟ　　　　　　竹の子一台
　　　　　右者時候為御見舞差上之
一去ル五日発御国表ゟ三里継着左之通被進之大奥御用状相達
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直文
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　竹の子　鈍鰹煮合　御酒
　　　　　　　　　　　　　　　塩鱈すまし
　　　　　　　右御下坂御供藤馬初両部屋御供頭御馬廻り御医師迄被下之
一御夜詰引九半時壱寸前
　　　T四月八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
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一御神前御拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方御用有之畢而十之丞鹿之介御用有之
一四時雪江青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊
　浄光院様御祥月ニ付御退出掛ケ上禅寺江御参詣被遊候
一御出殿四時　御帰殿七半時壱寸五分廻り
一御帰殿之上御膳被　召上御膳済雪江青山小三郎御用有之
一五時酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之畢而出淵伝之丞御用有之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御干菓子
　　　　　宇和島少将様ゟ　　　御直書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　照鰹一箱
　　　　　　　　　　　　　　　多葉粉十把　　　　　　　　　　　永平寺献上
　　　　　　　　　　　　　　　御下緒一　　　　　　　　　　　　出淵伝之丞江
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　　　右明日出立ニ付過日差上物之御返し旁被下之
一御夜詰引四半時弐寸廻り
　　　　T四月九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神前御拝如例
一五半時青山小三郎御用有之鹿之介同断
一同刻過雪江御用有之畢而藤馬御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時ヘ懸り　御帰殿七半時弐寸廻り
一御帰殿之上御膳被召上
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一御膳後雪江十之丞御用有之畢而青山小三郎御用有之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　御書被進之
一今晩御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状并小右衛門　新左衛門江御用状
　大奥老女へも例之通指出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御新茶
　　　　　　　　　　　　　　　森口大根奈良漬
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御品右御同様
　　　　　　青松院様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　御品御同様
　　　　　　　右之通被進之
一御夜詰引八時壱寸前
　　　　T四月十日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　城益
一御神拝如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見習　　元吉
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　当分奥御医師　　　　　　　　　　今井元吉
　　　　　　　　　　　　　　　御雇被　仰付
　　　　　　　右之通り昨九日被　仰付之
一五半時前伊藤友四郎御用有之鹿之介十之丞御用同断
一同刻過雪江御用有之畢而酒井与三左衛門方同断
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊御退出掛ヶ秋月右京亮殿江被為　入
一御出殿四時壱寸前　御帰殿九時
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御重壱組　御口取物　御指身
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御煮肴　　御浸物
　　　　　　　右者今晩被為　入候ニ付被進之
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　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　杉折　御口取物御指身
　　　　　　　右明日御下坂ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　杉折御菓子　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　右到来致候ニ付差上之
　　　　　松平大和守様ゟ　　　鮒十枚
　　　　　　　右御謹慎中ニ者候得共十之丞迄為御持ニ而御内々被進之
　　　　　三条大納言殿ゟ　　　饅頭一箱
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書被進之
一御夜詰引九半時弐寸廻り
　　　　T四月十一日　　曇夕雨　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方雪江十之丞鹿之介高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一八半時青山小三郎御用有之引続三岡八郎御用有之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進
　　　　　鷹司前右大臣殿ゟ　　草餅編笠二重　御直書添
　　　　　醍醐大納言殿ゟ　　　生姜糖一箱
　　　　　植松少将殿ゟ
一今夕山内容堂様御出被成候筈之処天気合ニ付御断被成候旨申来候
一七半時比ゟ俄ニ左之面々被為　召御酒御吸物御料理等於　御前頂戴被仰付
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井十之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
一御夜詰引九時弐寸前
　　　　　徳川元千代様ゟ　　　御菓子一箱
　　　　　　　右ハ先日御下坂之節被進候筈之処御手後レ相成候由ニ而被進之
　　　　T四月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時過中根雪江酒井十之丞毛受鹿之介御用有之引続酒井与三左衛門方高田
　孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　御国製　鰑拾把
　　　　　綾小路　　　　　　　杉折二重組御菓子箱
　　　　　　　右之通被進之　但先日御額字御頼被成候ニ付為御挨拶被進之
岩倉卿迄御廻ニ相成
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書被進
一五半時御供揃ニ而御参　官被遊御退出ゟ紀伊中納言様江被為入
一御出殿四時　御帰殿鎌落過
一御帰殿直ニ雪江御用有之
一御用済御膳被　召上
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一御膳後青山小三郎御用有之高田孫左衛門同断
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　ワタリ川自然石硯
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　花葵御紋付奉書御羽織　　　　　　酒井十之丞江
　　　　　　　　　　　　　　　たい味噌壱曲
　　　　　　　右者明十三日御国表ヘ罷帰候ニ付被進之
一御夜詰引九時五分前
　　　　T四月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時前青山小三郎御用有之
一同刻加賀中納言様御出御用人申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而御座間江御通り
　御多葉粉盆御茶御菓子差上続而御吸物御酒御肴等指上御用有之四半時御退散
　　　　　中山大納言殿江　　　御連名御直書被進之
　　　　　岩倉侍従殿
一四時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　生姜糖
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鯛味噌一曲
　　　　　　青松院様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　生姜糖
　　　　　　　右之通酒井十之丞罷帰候ニ付御托しニ而被進之
一四半時過御弐度御膳被　召上
一御膳後酒井与三左衛門方御用有之
一四半時之御供揃ニ而民政局江被為　入夫ゟ太政官江被為　入
一御出殿九時弐寸前　御帰殿七半時五分廻り御帰殿後中根雪江御用有之
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　　　　　浅野紀伊守殿ゟ　　　交御肴鯛一海老六一折
　　　　　　　右者過日於大坂表被進物之御答礼として被進之
一御兼約ニ而山内容堂様秋月右京亮殿七半時過御出ニ相成御用人ゟ申上之御書院迄被為
　入御案内ニ而直ニ御三階ヘ御登り被遊御茶御多葉粉盆御菓子差上之御程合ニ而
　御吸物御酒御肴御膳等追々ニ被進之四時御退散［御二方様御同道］御使者間口迄御送被遊候
　　　　　　　但被為入候節ハ右京亮殿御出御三階ヘ御通り無程容堂様被為入
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　鯉二喉
　　　　　　　右ハ今日被為入候ニ付被進之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊
一御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T四月十四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時中根雪江毛受鹿之介青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時御帰殿七半時
一御帰殿直ニ御膳被召上
一御膳後伊藤友四郎御用有之畢而雪江青山小三郎同断
一右御用済御浴湯被為　召
一六半時高田孫左衛門御用有之
　　　　　阿波少将様ゟ　　　　鎧王余魚
　　　　　　　　　　　　　　　鶏卵素麺
　　　　　　　右之通被進之
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　　　　　東本願寺ゟ　　　　　杉折二重組御茶菓子
　　　　　　　右御書添ニ而被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　水茎一桶　　　　　　　　加茂神主山本伊勢守献上
　　　　　阿波少将様江　　　　御直書被進之御返書有之　　　　　
一御夜詰引九時
　　　　T四月十五日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方中根雪江藤馬鹿之介高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而　御参官被遊
一御出殿四時壱寸廻り　御帰殿七半時壱寸五分廻り
一御帰殿直ニ御三度御膳被召上
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　団扇一箱
　　　　　　　右御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　雨鱒大小二小鮎　　　　　　　　　　　角倉伊織
一六時過高田孫左衛門御用有之
一御夜詰引九時壱寸廻り
　　　T四月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　アセ呉呂花葵御紋付御羽織地一　　　　敬左衛門江
　　　　　　　　　　　　　金二千疋　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　右此度大奥女中罷越候ニ付心配いたし候ニ付被下之
　　　　　戸田大和守殿江　　　越ノ雪御菓子一筥
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　　　　　　　右御直書添被進之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　九重御用御茶碗一　箱入
　　　　　　　右御返書添ニ而為御移入被進之
一五時過中根雪江御用有之続而鹿之介青山小三郎同断
　　　　　阿波少将様江　　　　御直書被進御返書有之
一四時過五条殿御出御書院江御通御用人申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而御居間ヘ御通
　御多葉粉盆御茶御菓子差上之御三階江御上り暫時御噺有之御退散ニ相成候
一四半時酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　石山右兵衛権佐殿江　御直書被進御返書有之
　　　　　正親町三条前大納言殿ゟ　御直書被進之
　　　　　万里小路中納言殿ゟ　同
　　　　　成瀬隼人正殿江　　　御書被遣御返書有之
一九時過御弐度御膳被　召上
一九時過秋月右京亮殿御出御書院江御通御膳被進之御膳済御案内ニ而御居間江
　御通ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜂須賀阿波守様御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乾繁太郎
　　　　　　　右今日被為　入候様被仰進候処以御使者を御断被仰進之
　　　　　松平出羽守様江　　　昨日之記　仙台平御袴地五反
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　杉折二重組御茶菓
　　　　　　　右者先達而御馬被進候為御挨拶被進之
　　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬壱疋　　　　　　　　　　　妹尾右衛門江
　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　御馬役　星野恭助江
　　　　　　　右先日来毎々御馬御世話致候ニ付被下之
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一九半時戸田大和守殿御出御書院江御通之旨御用人ゟ申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而
　御居間ヘ御通御用談有之
一八時徳大寺大納言殿御出前条之通御用人申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而御座間ヘ
　御着座御熨斗御多葉粉盆差上秋月殿戸田殿も御座ノ間ヘ被為　入同断差上夫ゟ御
　三階江御上り無程岩倉侍従殿御出直ニ御三階江御上り前条之通り差上御程合ニ而御庭
　御路次口ゟ御馬場見所江被為　入御乗馬被遊　御御鞍桜山秋月殿松風高野殿盤井
　難波大夫殿桜山町田兵庫江松風被　仰付　御覧被遊候
　　　　　　但難波前中将殿高野少将殿難波大夫殿ニハ御馬御修行ニ而御出有之処御招ニ相成候
一七時前石山右兵衛権佐殿御出直ニ鹿之介御案内申上御馬場見所江御出御打毬　御覧有之
　七半時頃相済御座ノ間江御一統様御帰座ニ相成於御座間難波殿江鞠御所望之由ニ而被遊
　相済候上御吸物御酒御肴御膳等差上五時頃追々御退散ニ相成候
　　　　　徳大寺大納言殿　　　　　　　　　　鯛二　鱸一
　　　　　万里小路右小弁殿　　　交御肴一折　蚫七　赤貝十
　　　　　五条少納言殿　　　　　　　　　　　いか一
　　　　　岩倉侍従殿
　　　　　　　右今日御出ニ付被　仰合被進之
　　　　　正親町三条殿江　　　　六寸御重壱組　御口取物御さしみ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御に肴　御
　　　　　　　右被仰進候処御断ニ付被進之
一酒井与三左衛門方中根雪江鹿之介藤馬左司馬弥税高田孫左衛門青山小三郎伊藤友四郎嶋津
　十大夫被為　召御酒頂戴被仰付候
一御夜詰引九半時壱寸五分前
　　　　T四月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
A0143−00526-122
一五半時雪江鹿之介青山小三郎御用有之畢而酒井与三左衛門方高田孫左衛門同断
　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　団野慎之助江
　　　　　　　　　　　　　合口御下緒
　　　　　　　右者御普請格別心配いたし候ニ付御内々被下之
　　　　　正親町三条殿ゟ　　　鯉弐喉
　　　　　　　右昨日被進物之為御答礼被進之但御直書添
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿四時　御帰殿七半時壱寸五分前
一去ル十四日立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状并小右衛門新左衛門ゟ之御用状大奥老女ゟも相達
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直文
　　　　　　　　　　　　　　　干甘鯛三枚
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　するめ　海苔
　　　　　　青松院様ゟ　　　　　　御書　御入込ニ而
　　　　　　　右之通り被進之被差上之
　　　　　　　　　　　　　　　煮肴　中皿　　　　　　　　　　　八十瀨初　十二人分
　　　　　　　　　　　　　　　平　汁　　　　　　　　　
　　　　　　　右者今日到着ニ付御賄表ゟ被下筈之処訳合有之御内証ゟ被下之
　　　　　　　　　　　但表ゟ被下ハ折詰ニ而被下ニ相成候事
一今日老女八十瀨初到着ニ付
　御帰殿直ニ表御締切被仰出於　御座ノ間御目見被仰付御締切中御膳被　召上
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　障子紙一束
　　　　　　　　　　　　　　　車海老一箱
　　　　　　　　　　　　　　　岩石鰑
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　信次郎様ゟ　　　　　雲丹三箱
　　　　　　青松院様ゟ　　　　　　御肴料三百疋
　　　　　　　　　　　　　　　　　御品料三百疋　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山さわ
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　　　　　　　　　　　　　　　花うきふ一箱　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とえ
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二箱　　　　　　　　　　　　かちの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とえ
　　　　　　　　　　　　　　　御品料五百疋　　　　　　　　　　玉江
　　　　　　　　　　　　　　　鰑三は　　　　　　　　　　　　　こよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よつ
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料　　五百疋　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　弐百疋　　袖の
　　　　　　　右両人旧冬ゟ毎々頂戴物被仰付候ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一折代白銀廿枚　　　　　　運正寺
　　　　　　　　　　　　　　　越の氷一箱　　　　　　　　　　孝顕寺
　　　　　　　右者都而此度八十瀨初罷出候ニ付被進之差上之
　　　　　田安亀之助様ゟ　　　御袴地一反
　　　　　　　　　　　　　　　御さかな一種　御目ろく済
　　　　　同群之助様ゟ　　　　御肴一種　　　同
　　　　　　　右者去十一月御袴召御祝并御髪置御祝之節被進物御挨拶
　　　　　田安中納言様ゟ　　　御小よみ五枚　　　　　　不相替被進
　　　　　鐐姫様より　　　　　干海苔十帖　　　　　　　旧冬被進之御挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔同　　　　　　　　御本丸御使番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　滝治
　　　　　　　　　　　　　　　同　　二帖　　　　　　　　　　　重寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らく寿
　　　　　　　　　　　　　　　同　　三帖　　　　　　　　さつま姥
　　　　　　　右年頭ニ付御機嫌伺差上之
　　　　　　　　　　　　　　　御小柄小刀三挺　　　　　元御錠口介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そて
　　　　　　　　　　　　　　　干海苔　　　十帖箱入　　　　　　前運正寺
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殿様ゟ　　　　　　　御札守　　　　　　　　　　　　　光照寺
　　　　　　　　　　　東照宮　御札守
　　　　　　　　　　　大般若　同
　　　　　　　　　　　　　　　御供物
　　　　　　　　　　　　　　　御守札　御供物　　　　　　　　　円福寺
　　　　　　　　　　　　　　　安国殿御守札　黒本尊同　同御供物
　　　　　　　　　　　大般若　御志内伴一
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子一箱　　　　　　　　　　　天徳寺
　　　　　　　　　　　　　　　扇子　同
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料百疋　　　　　　　　　　　さわ
　　　　　　　右之通被進之差上之
　　　　　　　　　　　　　　　御箪笥一　　　野代盆二　　　　　八十瀨江
　　　　　　　　　　　　　　　奥衣桁一　　　夜食茶碗一
　　　　　　　　　　　　　外ニ別段　　花葵御紋黒奉書紬　御巻物
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　金三百疋　ヲルゴール一
　　　　　　　　　　　御箪笥一　　　　　奥衣桁一
　　　　　　　　　　　花葵御紋形　　　　人形一
　　　　　　　　　御文庫入内　　　　板〆一反　　　　　　　　　たま江
　　　　　　　　　　　ヲルゴール一　緋めれんす帯地
　　　　　　　　　　　　　　　　　　夜食茶碗一
　　　　　　　　　丸御紋黒奉書紬御巻物一
　　　　　　　　　　　紫縞ふくりん　　一反
　　　　　　　　　　　御箪笥　　　　　一　　　ヲルゴール一　　ゆら江
　　　　　　　　　　　奥衣桁　　　　　一
　　　　　　　　　　　花葵御紋形　　　一
　　　　　　　　　　　御箪笥　　　　　一　　　　　　　　　　　小野田江
　　　　　　　　　　　御小広蓋　一ツヽ　　　　　　　　　　　　藤田
　　　　　　　　　　　小皿　　　五
　　　　　　　右之通以　思召を被下之
　　　　　　　　　　　御鉢盛　　　　　　口取物　一
　　　　　　　　　　　御すし　　　　　　　　　一鉢
　　　　　　　　　　　御煮肴　　　　　　　　　　同
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　　　　　　　　　　　鯉　御吸物
　　　　　　　　　　　御酒
　　　　　　　右今日着八十瀨初江御締切中被下之
一鎌落過表御締切ニ相成六時表ニ相成半井仲庵御目見被仰付
　　　　　　　　　　　御口取物　　　　　　　　　　　　　　　　仲庵江
　　　　　　　　　　　御煮肴　御酒
　　　　　右者今日女中引纏ニ而到着ニ付被下之
一六時過再御締切ニ相成四時過表ニ相成
一御夜詰引九時
　　　　T四月十八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
　　　　　戸田采女正殿江　　　昨日之記鯉二喉
　　　　　　　右者御謹慎御解ニ付被進之
　　　　　　　　　　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　半切十〆
　　　　　　　　　　　　　雲丹五曲
　　　　　　　　　　　　　金米糖一箱
　　　　　　　右
　　　　　　　　　　　　　干鱈五枚　　　　　　　　　　　　　　外山
　　　　　　　右八十瀨罷出候ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　　利休煎餅一箱　　　　　　　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　右此度罷出候ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　　墨形落雁一箱　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　白清山御茶
　　　　　　　　　　　　　白玉糖一箱　　　　　　　　　　　　　武田正一郎
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　　　　　　　右仲庵江相托し内献之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之
一五時過青山小三郎御用有之雪江鹿之介同断
一同刻過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿四時ヘ懸り　御帰殿七半時弐寸廻り
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二喉
　　　　　　　右者以御側使者被進之
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　交御肴一折　鯛一　鱒二　蚫五
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海老五　いか二
　　　　　　　右者今日御出ニ付被進之
一御帰殿直ニ雪江御用有之続而高田孫左衛門同断
一七半時過松平出羽守様被　仰進候ニ付被為　入御書院江御通御用人ゟ申上ニ而御書院江
　被為　入御案内ニ而　御居間ヘ御通御着座之上御多葉粉盆御茶御菓子差上引続
　御吸物御酒御肴御膳等追々差上五半時御退散ニ相成候
　　但表御締切ニ相成妹尾右衛門雨森謙三郎被為召御吸物御酒御料理等被下於扣所
　　　御掛合被下之
一右御退散之節表ヘ相成再御締切ニ相成
　　　　　東本願寺御門主江　　先記交御肴一折
　　　　　　　右者近々御上途ニも相成候ニ付御直書添ニ而被進之
一御締切御寝御夜詰引九半時ヘ弐寸前
　　　　T四月十九日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
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一御神前御拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　金玉糖
　　　　　　　右御直書添ニ而被進之
一四半時過伊藤友四郎御用有之
一九時過御弐度御膳被　召上
　　　　　松平三河様ゟ　　　　軽焼地
　　　　　　　右者御直書添ニ而被進之
一八半時之御揃ニ而　御乗馬被遊候御鞍桜山盤井　酒井与三左衛門方北川亘之介中根牛介
　水野小形（刑）部高田孫左衛門小栗五郎大夫奈良元作被為召御馬拝借被仰付
　御覧被遊候御側向御次乗馬も被仰付被為済候刻七半時
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲州様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤木文左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平賀逢（縫）殿
　　　　　　　右被為召候ニ付罷出於　御居間拝謁被仰付御茶御菓子
　　　　　　　被下之於扣所御吸物御酒御肴御膳等被下之
　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折　　　　　　　　　　　　右両人ゟ
　　　　　　　右今日被為召候ニ付差上之
　　　　　小笠原左衛門尉殿江　先記鮮鯛一折
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
一七半時過御三度御膳御締切ニ而被　召上
一御締切中高田孫左衛門半井仲庵被為召候伊藤友四郎同断罷出御茶御菓子等被下之
一御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T四月廿日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　奥縞御袴地　　　　　　　　　　　藤大夫江
　　　　　　　　　　　　　　　右御普請致心配候ニ付以　思召を被下之
一五時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之雪江同断
　　　　　　　　　　　　　　　金弐百疋　　　　　　　　　　　　八千よ
　　　　　　　右已前大奥相勤候ニ付　御機嫌伺として差上之
一御例刻之御供揃ニ而御参
　朝被遊夫ゟ直ニ御参官被遊候
一御出殿四時弐寸前　御帰殿鎌落一寸前
　　　　　　　　　　　　　　　交肴一折　鯛一　蚫三　　　　　　妹尾右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　海老三　　　　　　　　雨森謙三郎
　　　　　　　右者毎々罷出御懇命被成下候ニ付献上之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　御直書被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　先記蚫一　ツヽ　　　　　　　　　波々伯部弥六　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　海老一　　　　　　　　　　　山野十大夫
　　　　　　　右者過日差上物いたし候為御返被下之
　　　　　松平出羽守様江　　　御手縄十懸
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈三枚
　　　　　　　右者明日御発途ニ付御側使者を以被進之
一御帰殿直ニ表御締切被仰出御膳被召上
一六時中根雪江御用有之
一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸廻り
　　　　T四月廿一日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
A0143−00526-129
一五時過高田孫左衛門御用有之
一五半時過鹿之介御用有之続而酒井与三左衛門方同断
一四半時戸田委（采）女正殿御出御書院江御通之段御用人ゟ申上ニ而御座ノ間江被為　入御用人
　御案内ニ而御座ノ間ヘ御通御多葉粉盆御茶御菓子差上之無程御退散
　　　　　戸田委（采）女正殿ゟ　鮮鯛一折
　　　　　　　　　　　　　　　　養老酒五陶
　　　　　　　右御持参ニ而被進之
一九時過御二度御膳被　召上
一御兼約ニ付七時過戸田大和守殿御出御書院ヘ御通りニ付被為入御案内ニ而御居間へ
　御着座御茶御菓子御多葉粉盆差上之七半時過大原中納言殿同断御出ニ付前同様
　御案内御座間ヘ直ニ御通り御着座御茶御菓子等同断引続御吸物御酒御肴等差上之
　画工桜井雲心　　楳斎被為　召御座間御入側ヘ罷出認被　仰付雲心同人も罷出居候其席ヘ
　御三方様被為臨夫々御好等被為在
　宰相様大原卿ニも御書画等被遊御程合ニ而御飯御料理等被進四時過御二方様
　共御退散相成候右御饗応御締切ニ相成有之
　　　　　但御退散之節大雨ニ付大原卿ハ御玄冠ゟ直ニ御乗駕大和守殿ニも無
　　　　　　急度中ノ口ゟ同様
一今晩立御国表江之飛脚被差立候ニ付御機嫌状并伺状小右衛門新左衛門江之御用状例之通
　差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　金玉糖　御急須御茶碗同台
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　白魚海苔
　　　　　　青松院様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子八橋
　　　　　　　右之通被進之
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一御締切御寝御夜詰引九時壱寸前
　　　　T四月廿二日　　雨夕方晴　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五時過酒井与三左衛門方雪江鹿之助青山小三郎御用有之
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿四時江懸り　御帰殿七半時弐寸廻り
一御帰殿直ニ御締切被仰出御膳被召上
一六時過高田孫左衛門仲庵被為召
　　　　　岩倉右兵衛督殿ゟ　　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　赤貝十
　　　　　　　右者過日御下坂之節被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折　　　　　　　　　　　　　　金森左京殿
　　　　　　　右者
　　　　　肥前閑叟様ゟ　鉄力木御茶棚一
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　コーヒー一箱　　　　　　　　　　和蘭ボートイン
　　　　　　　右者書翰添ニ而献上之大坂表ゟ相廻ル
一御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T四月廿三日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五時前高田孫左衛門御用有之
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　　　　　阿波少将様江　　先記鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　赤貝十
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　仙石讃岐守殿江　　　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　海老蚫
　　　　　　　右同断被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御書添
　　　　　　　　　　　　　　　干生御菓子　指折二重
　　　　　　　右者子細御所労ニ而御引籠ニ付為御見舞被進之
一六半時過之御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿五時　御帰殿七半時弐寸廻り
一御帰殿後御締切ニ相成御三度御膳被召上
一六半時過表ニ相成青山小三郎御用有之畢而再御締切ニ相成
　　　　　　　　　　　博多帯地一御扇子一対　　　　　　　　　　半井仲庵
　　　　　　　右ハ明朝出立ニ而罷帰候ニ付以　思召被下之
一表御締切中仲庵出立ニ付於　御前御酒御肴被下之中根雪江高田孫左衛門
　同断被下之
　　　　　肥前閑叟様ゟ　　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引九半時弐寸廻り
　　　　T四月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時高田孫左衛門御用有之同刻過酒井与三左衛門（方）御用有之毛受鹿之助
　同断
一御例刻御供揃ニ而　御参官被遊候
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一御出殿四時五分前　御帰殿七半時五分廻り
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書　　　　　　　　硝子　組重
　　　　　　　　　　　　　　　セコント　鎖付一　　　　　　御蓋物御菓子詰
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　船時辰一
　　　　　信次郎様江　　　　　西洋御手遊　船形一　御服紗一
　　　　　　青松院様江　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　硝子御蓋物一　御菓子詰
　　　　　　　　　　　　　　　外ニ近江晒一反　塩瀨覆連腰帯一　沢ヘ被下ニもと被進之
　　　　　　　　　　　　　　　墨二挺入一箱　　　　　　　　　　本多修理方へ
　　　　　　　　　　　　　　　新茶小半鉄葉入銘老松　　　　　　酒井外記方へ
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　粕庭良一箱　　　　　　　松平備後方へ
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　荻野小四郎方ヘ
　　　　　　　右先達而内献品有之ニ付為御返被下之
　　　　　　　　　　　　　　　奥縞袴一　但後宮引越一条ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　彼是配慮いたし候ニ付　平本但見江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御書下ニ而被下之
　　　　　　　　　　　　　新茶小半老松鉄葉入　　　　　　　　　大平眠雲ヘ
　　　　　　　右者毎々差上物有之候ニ付被下之
　　　　　中字筆二　墨一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　武田正一郎ヘ
　　　　　　　右ハ先日御菓子差上候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　金襴袂落シ女扇子　　　　　　　　　　山沢方ヘ
　　　　　　　　　　　　　新茗半斤鉄葉入　　　　　　　　　　　歌島方ヘ
　　　　　　　　　　　　　練香　女扇子一　　　　　　　　　　　玉江ヘ
　　　　　　　右ハ今朝半井仲庵出立ニ付御托ニ而
　　　　　　　被進之被下之
一御帰殿直ニ御浴湯被為　召御湯中青山小三郎御用有之
一御湯済表御締切被仰出御膳被召上
一六半時過酒井与三左衛門方御用有之
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一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸前
　　　　T四月廿五日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方中根雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿四時五分廻り　御帰殿七半時弐寸廻り
一御帰殿直ニ御締切被　仰出御三度御膳被　召上
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御菓子粕庭良五一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御煎茶一壺　銘松美
　　　　　　　右之通被進之
一六半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一今晩立御国表江三里継飛脚被指立候ニ付左之通被進之小右衛門新左衛門ヘ御用状
　差越候旨
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書御壱封被進
一御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T四月廿六日　　曇天　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　本立
一御神拝如例
一五半時過青山小三郎高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一九時過御締切ニ而御弐度御膳被　召上
一御兼約ニ而八半時過興正寺御門主御出御書院江御通之旨御用人ゟ申上ニ而御書院江被為
　入御案内ニ而御座ノ間ヘ御通り御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上之夫ゟ御居間ヘ
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　被為　入表御締切被仰出其内秋月右京亮殿御出ニ而前条之通御居間江御通ニ相成
　御多葉粉盆御茶御菓子差上之御程合ニ而御吸物御酒御肴等被進之画工渓堂竹
　堂被為　召御座ノ間御入側江罷出認被　仰付
　御三方様其席江被為　入御座ノ間ニ而御酒被召上画御好被遊画工江も御酒肴頂戴被仰付
　五時過御二方様御退散御玄冠（関）迄御送被遊
　　　　　但大雨ニ付御玄冠ゟ直ニ御駕乗ニ相成候
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　交御肴一折　鯛一　赤貝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はも一　
　　　　　　　右者今日御出ニ付被進之
一今晩御席ヘ中根雪江高田孫左衛門伊藤友四郎新宮涼介被為召御酒御肴等頂戴被仰付
一御締切御寝御夜詰引九時五分前
　　　　T四月廿七日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平野良庵
　　　　　　　右昨夕御国表ゟ到着之処御客来ニ付今朝御目見被仰付候
一五半時青山小三郎高田孫左衛門御用有之続而雪江鹿之介同断
一今日御参官御断ニ相成候
一四時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　鰹節一箱　　　　　　　　　　　　　　気比宮社司惣代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平松勘ヶ由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河端外記
　　　　　右者今般上京いたし候ニ付差上之
一九時過御二度御膳被召上
一七時過中根雪江青山小三郎御用有之
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　　　　　　　　　　　　　五色羊羹一箱　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門
　　　　　右ハ今日大坂表ゟ帰京いたし候ニ付差上之被為
　　　　　召御逢有之
一七半時過表御締切被仰出御三度御膳被召上
一六半時高田孫左衛門御用有之
一御締切御寝御夜詰引九時五分廻り
　　　　T四月廿八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時酒井与三左衛門方中根雪江毛受鹿之介御用有之
一御例刻御供揃ニ而　御参　官被遊候
一御出殿四時五分廻り御帰殿七半時壱寸廻り
一御帰殿直ニ青山小三郎御用有之
一御用済表御締切被仰出御三度御膳被　召上
　　　　　松平日向守様江　先記粕庭羅一箱
　　　　　　　　　　　　　同　鰹箱　同
　　　　　　　右者今日御京着ニ付為御歓御側使者ニ而被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　若和布
　　　　　　　右者御所望ニ付被進之
　　　　　石山右兵衛権佐殿ゟ　大饅頭一
　　　　　　　右者過日御出ニ相成候御礼被進之
一御締切中雪江高田孫左衛門敬左衛門藤大夫被為　召御茶御菓子被下之
一御締切御寝御夜詰引九時ヘ懸り
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　　　　T四月廿九日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過酒井与三左衛門方中根雪江毛受鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時五歩廻り　御帰殿七半時弐寸廻り
一去ル廿六日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状并小右衛門新左衛門ゟ之御用状相達御国表
　御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　干きす
　　　　　　　　　　　　　　　新御茶
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈
　　　　　　　　　　　　　　　求肥
　　　　　　青松院様ゟ　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　求肥
　　　　　　　　右之通被進之
　　　　　出雲守様　　　　　　金三百疋
　　　　　御弐所様ゟ
　　　　　　　右者
　　　　　松平日向守様ゟ　　　鶏卵一箱
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋
　　　　　　　右昨日御京着ニ付為御歓被進物之御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御下緒一　　　　　　　　　　　　大谷儀左衛門江
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　　　右者明日出立御国表ヘ罷帰候ニ付被下之
　　　　　宇和島少将様ゟ　　　御直書被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御手袋御添
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　　　　　　　右者明日御下坂ニ付被進之御返書有之
一御締切ニ而御三度御膳被　召上　一蜂須賀阿波守様ゟ絵島石二ツ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右御兼約之由ニ而被進之
一御締切御寝御夜詰引九時二寸前
　　　　T閏四月朔日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
　　　　　肥前閑叟様江　　　　藍流し奉書紬壱疋
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹壱合入五曲
　　　　　　　右者過日御茶棚被進ニ付為御答礼御直書添ニ而被進之
一五半時過酒井与三左衛門方中根雪江毛受鹿之介御用有之
一四半時酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　植松少将殿江　　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　愛宕大夫殿江　　　　御直書被進之
一御弐度御膳御締切ニ而被　召上
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　早汁子二箱
　　　　　　　右之通被進之ニ付為御移浅草海苔御返書添ニ而被進之
　　　　　桜木様ゟ　　　　　　交御肴一折　鯛一　はも一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲いか一
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
一御直書ニ而被仰進八時過愛宕大夫殿御出之旨御用人ゟ申上ニ而御書院江被為　入御案内ニ而
　御座間江御通御多葉粉盆御茶御菓子差上之無程松平日向守様難波大夫殿
　植松少将殿御出前同様差上之夫ゟ御三階江御上り御揃之上御庭御路次口ゟ御馬
　場御馬見所江被為　入打毬　御覧被遊候日向守様難波殿ニハ御打毬被遊候相済候上
　御座ノ間ヘ御帰座難波殿江蹴鞠御所望ニ而於御庭被遊候被為済候上御座ノ間江
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　御着座御吸物御酒御肴御膳等追々被進之五半時過御退散ニ相成候
一妹尾右衛門罷出候ニ付右御席江被為　召御酒頂戴被　仰付高田孫左衛門伊藤友四郎同断
　　　　　松平日向守様江　　　浅草海苔五帖一箱ツヽ
　　　　　愛宕大夫殿
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進之
　　　　　松平出雲守様ゟ　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引九時ヘ懸り
　　　　T閏四月二日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　金弐百疋　御蒸籠三組
　　　　　田安様江　　　　　　同弐百疋　御品替り御備ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　同百疋　　御花料
　　　　　　　右者来五月
　　　　　惇宗院様御廿七回御忌ニ付右御賜ニ相成候此節柄御便りも御六ヶ敷之処
　　　　　　　此度清水内記罷帰候ニ付今日出立御托しニ相成候
一五時過酒井与三左衛門方御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　其方儀被召出御附御小姓被　　渋谷弥税指加　高田利雄
　　　　　　　　　　　　　　　仰付御扶持方五人扶持被下置候
　　　　　　　右之通り被　仰付御用人差加りニ而
　　　　　　　御前御礼申上之
一五半時過青山小三郎御用有之中根雪江毛受鹿之介高田孫左衛門同断
一今日御参官御断ニ相成候
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一九時過御弐度御膳被　召上
一八時過御浴湯被為　召
一七半時過御三度御膳被　召上
　　　　　愛宕大夫殿ゟ　　　　交御肴一折　大鯛一はも一
　　　　　　　右ハ昨日被為入為御挨拶被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　尾藩　中邸修之進
　　　　　　　右罷出拝謁被　仰付御茶御菓子被下之御人払御用有之
　　　　　近衛前内府公ヘ　　　前記交肴一折　御直書添
　　　　　　　右ハ過日被進物之為御挨拶被進之
一夜分御締切如例御締切中伊藤友四郎高田孫左衛門罷出候
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進　御返書有之
一御締切御寝御夜詰引九半時弐寸前
　　　　T閏四月三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
　　　　　長谷宰相殿江　　　　御直書　乾海苔五帖一筥
　　　　　　　右之通被進之
一五半時過中根雪江御用有之毛受鹿之介高田孫左衛門青山小三郎同断
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊候御退出ゟ筑前様御招ニ而紫大徳寺ヘ被為　入候
一御出殿四時五分廻り御帰殿九半時壱寸廻り
　　　　　黒田下野守様江　　　雲丹弐合入五曲
　　　　　　　　　　　　　　　御半切三百枚
　　　　　　　右者今夕被為　入候ニ付御持参ニ而被進之
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　　　　　　　　　　　　　　　鮮鯛一折　　　　　松居周防守殿家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石田阿波介
　　　　　　　右者願之儀も有之周防守殿御謹慎中ニ付阿波介ゟ友四郎迄差出候
　　　　　西本願寺江　　　　　先記鯛一折
　　　　　　　右者過日被進之御答礼御右筆部屋江差出被進之
一御帰殿直ニ表御締切被仰出候
一御締切御寝御夜詰引八時弐寸廻り
　　　　T閏四月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過中根雪江毛受鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御例刻之御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時御帰殿七半時五分前
一御帰殿直ニ表御締切被仰出御三度御膳被　召上
一御帰殿後中根雪江御用有之
　　　　　　　御重詰二　御煮染一　御菓子粕庭良一　中根雪江ヘ
　　　　　　　右　思召ニ而被下之但今日家内一同到着ニ付被下之
一　　長谷　　　　　昨日之御返書被進之
一今晩立御国表ヘ三里継飛脚被差立
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書御内々被進候ニ付但見迄相廻候
一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸前
　　　　T閏四月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
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一御神拝如例
一御兼約ニ而松平太刀若様御出五半時過御書院ヘ御通り御用人ゟ申上ニ而御書院迄被為入
　御案内ニ而御座間御着座◯御茶子御茶御多葉粉盆◯御慰斗差上之御話有之御座間ニ
　於て御吸物御酒可被進之所御幼年之御事ニも被為在候ニ付御書院ニ而被進之依之御書院迄御送
　被遊候御座間ヘも御幼年之御事ニも有之ニ付御附添罷出居候御家来罷出候様　思召ニ而被　仰付之
　　　　　　　御吸物　　　　　御中皿　　　　御小皿
　　　　　　　右之通被進之
一例刻御供揃ニ而御参官被遊御退出ゟ中川修理大夫殿御旅館ヘ被為　入候
一御出殿前酒井与三左衛門方御用有之
一御出殿四時五分廻り　御帰殿四半時壱寸前
一御帰殿直ニ表御締切被仰出候
　　　　　中川修理大夫殿江　　雲丹二合入十
　　　　　　　　　　　　　　　御半切五百枚
　　　　　　　右者今日被為　入候ニ付為御土産被進之
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸五分
　　　　T閏四月六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉　
一御神前御拝如例
　　　　　　　　　　昨日之記粕庭羅一箱　　　　　　　　　　　　藤堂帰雲
　　　　　　　　　　　　　　茄子形団扇七本
　　　　　　　右之通差上之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　大平糖一箱
　　　　　　　右之通被進之
一五半時過大宮藤馬御用有之続而伊藤友四郎同断中根雪江御用有之
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一五半時之御供揃ニ而加賀中納言殿江被為　入候
一御出殿四時　御帰殿九時壱寸廻り
一御帰殿直ニ表御締切被仰出御膳被召上
一八時過酒井与三左衛門方御用有之
一七半時過表御締切御膳被　召上
　　　　　松平太刀若様ゟ　　　交御肴一折　鯛一はも一鱸一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛤　黒凧（蛸ヵ）二
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一　大烏賊二　　　　　　　　　矢島修平献上
　　　　　　　　　　　　　　　前記　鯛一　はも一　鱸　蛤　　　八十瀨初五人江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　烏賊
　　　　　　　右ハ上京之節差上物有之ニ付為御返被下之
一今晩立定日通飛脚被差立候ニ付小右衛門新左衛門ヘ御用状差越候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書　渓堂牡丹画一葉　和哥浦芦柄団扇五握
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書　　　茄子一箱
　　　　　　青松院様江　　　　　　御書　竹堂画一　芦柄団扇二
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　金千疋　　　　　　　　　　　　　天徳寺方丈ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　同五百疋　三盆白一斤　　　　　　運正寺ゟ方丈ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　煎茶半斤　銘常盤木　　　　　　　孝顕寺方丈ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　三盆白一斤
　　　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　八千代江
　　　　　　　　　　　　　　　同弐百疋　　　　　　　　　　　　そて　江
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　　　　　　　右者先達而八十瀨方始上京之節持参差上物いたし候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　植松少将殿御詠一全唐紙　　　　　　　勝沢牛翁
　　　　　　　　　　　　　画扇雲心梅斎二握
　　　　　　　右ハ先便差上物いたし候ニ付為御返被下之
　　　　　植松少将殿江　　　　御直書添
　　　　　　　　　　　　　　　上月成奉書一束　打曇鳥子紙三十枚
　　　　　　　右者先達而千種有功卿御軸被進候為御答礼被進之
　　　　　山階宮江　　　　　　乾海苔五帖
　　　　　　　右御直書添被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進御返書有之
一夜分御締切如例
一御締切御寝御夜詰引九半時弐寸前
　　　　T閏四月七日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神前御拝如例
一五半時過中根雪江毛受鹿之介青山小三郎御用有之酒井与三左衛門方御用同断
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時壱寸廻り御帰殿七時二寸廻り
　　　　　松平太刀若様　　　　御直書　御墨一　御筆二　半切二
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　細川右京大夫様ゟ　　八代製御土瓶御茶碗
　　　　　　　　　　　　　　　小杉原紙壱束
　　　　　　　右之通り御直書添ニ而被進之
　　　　　細川右京大夫様　ゟ　車海老一曲
　　　　　同　左京亮様　　　　佐賀鰑同
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　　　　　　　右者過日御下坂之節被進物之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西村元吉郎
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　埴原三十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林与一郎
　　　　　　　右者今日御国表ゟ到着献上之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　佐賀鰑一箱
　　　　　　　右者元吉郎初江御托しニ而被進之
一御帰殿之上元吉郎初到着ニ付御目見被仰付候畢而表締切被仰出候
一七半時過御締切ニ而御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　　　含口御下緒一　　　　　　　　　　門野隼雄
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　萩野秋雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵
　　　　　　　右者明日御国表ヘ出立休息被仰付候ニ付御目見被仰付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　元吉郎初
　　　　　　　　　　　　　　　御肴　　　　　　　　　　　　　　着之面々江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隼雄初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明日出立之面々江
　　　　　　　右之通り被下之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　青松院様江　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　御家老
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　　　御詩作　　　　　　　　　　　　　仲庵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牛翁
　　　　　　　右隼雄初ヘ御托しニ而被進之被下之
一御締切御寝御夜詰引四半時弐寸廻り
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　　　　T閏四月八日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一四半時山階宮仁和寺宮御二方俄ニ被為入候旨ニ付御玄冠御白洲迄御出迎被遊御案内
　ニ而御座ノ間ヘ御通御着座御多葉粉盆御茶御菓子差上之夫ゟ御三階江御登り
　被遊無程御退散ニ相成候其節表御門際迄御送り被遊
一九時過御締切ニ而御二度御膳被召上
一九半時御供揃ニ而今日
　還幸被為在候ニ付　　御参
　朝被遊候
一御出殿八時ヘ五分前　御帰殿七時
一御帰殿直ニ表御締切ニ相成無程表ニ相成御浴湯被為　召
一七半時過表御締切被　仰出御三度被　召上夜分御締切如例
　　　　　　　　　　　　　御重一組　口取もの一　煮肴一　浸し物一　横井平四郎ヘ
　　　　　　　右者此度上京いたし候ニ付以　御書下御尋被成下以
　　　　　　　思召被下之
一御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T閏四月九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良菴
一御神拝如例
一五時過青山小三郎御用有之高田孫左衛門御用有之
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一五半時過之御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿四時弐寸前御帰殿
　　　　　　　　　　　　　合口下緒一　外ニ梅斎滝画　　　　　　渋谷弥税
　　　　　　　　　　　　　御次扇子一対
　　　　　　　右ハ明日出立罷帰候ニ付　御目見被仰付御手自ら被下之
一御帰殿直ニ御締切被仰出御膳被召上
　　　　　三条大納言卿江　　　交御肴一折
　　　　　　　右之通り御直書添ニ而被進之
　　　　　肥前閑叟様江　　　　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御生菓子
　　　　　　　右於　御所御頂戴被遊候
　　　　　御簾中様江　　　　　御拝領御菓子
　　　　　　　右明日渋谷弥税出立罷帰候ニ付御托しニ而被進之
一御締切御寝御夜詰引四半時ヘ懸り
　　　　T閏四月十日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五時過青山小三郎御用有之
　　　　　肥前閑叟様ゟ　　　　昨夜之
　　　　　　　　　　　　　　　御返書被進之
　　　　　中山大納言殿江　　　鶏卵一箱
　　　　　五辻大夫殿江　　　　しら玉糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入五曲
　　　　　尾張元千代様江　　　粕庭羅一箱
　　　　　　　右之通御書添ニ而被進之
A0143−00526-147
一五半時過酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一御例刻之御供揃ニ而　御参官被遊候
一御出殿四時壱寸前　御帰殿七時弐寸廻り
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料五拾疋　　　　　　　　　　林忠大夫
　　　　　　　右之通り差上之
　　　　　　　　　　　　　　　浅草海苔一帖　　　　　　　　　　右同人江
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子一対
　　　　　　　右者今日出立罷帰候ニ付為御返被下之
　　　　　中山大納言殿ゟ　　　交御肴一折　大鯛一　蚫塩五
　　　　　　　右今朝之御返書添被進之
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書　御菓子
　　　　　　　右之通大坂表ゟ御家来上京ニ付持参被進之
一御帰殿之上表御締切ニ相成七半時過御三度御膳被召上
　　　　　　　　　鯛一　御菓子四方の里　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫
　　　　　　　右者今般結構被　仰付候ニ付差上之
一六時前青山小三郎御用有之
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　御直書　薬剤一箱　御返書有之
　　　　　　　右之通被進之但御頼ニ而重而御代料相廻候筈
　　　　　尹宮　　江　　　　　前記交御肴一籠
　　　　　　　右之通被進之
一表御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T閏四月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
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一御神前御拝如例
　　　　　岩倉侍従殿ゟ　　　　昨夜之御返書被進之
一五半時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　宇和島少将殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　中川修理大夫殿江　　同　　　　　同
一五半時過酒井与三左衛門方青山小三郎御用有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　尾張大納言様ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御手綱十懸
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御国表八日出立　　　　　　　　　高村新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　今日到着
　　　　　　　右ニ付御目見被仰付之
一四時過横井平四郎罷出於　御居間御逢被遊御茶御菓子差出之御人払御用有之
　於扣所御吸物御酒御賄等被下之
一九時過表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　肥後石御花入
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書　
　　　　　　　　　　　　　　　干鱚一箱
　　　　　　　右之通新五兵衛江御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈弐枚　　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右御国表ゟ到着ニ付差上之
　　　　　山内容堂様江　　　　御直書　雪斎彫刻
　　　　　　　　　　　　　　　御茶一壺　御頼ミ石筆御出来ニ而新五兵衛持参大坂表ヘ御廻シ
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
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　　　　　長岡左京亮様ゟ　　　御直書被進之御返書被遊
　　　　　長谷宰相殿ゟ　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御茶銘玉蝉一箱
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　土井能登守殿ゟ　　　金千疋
　　　　　　　　　　　　　　　白縮緬二反
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　難波殿ゟ　　　　　　姉小路殿御筆　　　　　　　　　　三国幽眠
　　　　　　　　　　　　　　　絹地画壱枚燕の図
　　　　　　　右之通り被進之差上之
一七半時前表御締切被仰出候
一御兼約ニ而七半時過伊達伊予守様御出御書院江御通之旨御用人申上ニ而御書院江被為　入
　御案内ニ而御居間江御通り御多葉粉盆御茶差上之無程戸田大和守殿御出敬左衛門
　申上御居間江御通り前同様差上之御程合ニ而御吸物御酒御肴御膳等追々被進之
　四半時御退散ニ相成候
　　　　　宇和島少将様ゟ　　　鰹節二十本
　　　　　　　　　　　　　　　シヤンパン二瓶
　　　　　　　右被為入候ニ付被進之
　　　　　土井能登守殿江　　　仙台平御袴地三反　御直書添
　　　　　　　　　　　　　　　近江晒二疋
　　　　　　　右者過日ゟ毎々之被進物御答礼且明日御帰国ニ付旁被進之
　　　　　宇和島少将様江　　　墨形落雁一箱
　　　　　　　　　　　　　　　新製御菓子　同
　　　　　　　右於御席上被進之
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T閏四月十二日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
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一御神前御拝如例
一五時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之中根雪江毛受鹿之介御用同断
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊候
一御出殿四時　　御帰殿
　　　　　　　　　　　　　御筆　全紙一　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　御筆　同　兼而願も有之以　　　　　　築田八十郎
　　　　　　　　　　　　　思召被下之　　　　　　　　　　　　　永田儀平
　　　　　　　　　　　　　　　但八十郎義ハ御馬廻り勤中願奉り置候ニ付勤中之趣ニ而被下之
　　　　　　　　　　　　　去十日御国表出立今夕到着　　　　　　本多修理方
一御帰殿之上表御締切ニ相成御三度御膳被召上
一御膳後本多修理方高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　御重壱組　口取もの一　煮肴一　　　　朝日千助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　吸物仕立　　生菓子一　　　平賀縫殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤木隼太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西太郎右衛門
　　　　　　　　　　　右者過日御筆被下置候為御礼差上之
　　　　　　　　　　　　　　　但当番両部屋奥表敬左衛門初并本多修理方中根雪江高田
　　　　　　　　　　　　　　　孫左衛門ヘ被下之書記方両人江も同断
　　　　　　　　　　　　　御下緒不打　綟子襦袢地一反　　　　　上坂藤大夫
　　　　　　　　　　　　　紀州団扇二握　金百疋
　　　　　　　　　　　右者明日御国表ヘ休暇出立ニ付以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　但金百疋団扇ニ者御時計彼是取扱心配いたし候ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　被下之
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　　　　　　　　　　　右御締切中被為　召　御手自ら被下之
　　　　　　　　　　　　　御酒御肴出立ニ付例之通被下之　　　　同人江
　　　　　鷹司殿ゟ　　　　　　生御菓子一箱　　　　　　　御使　石羽図書
　　　　　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　御写物等骨折相勤候ニ付　栗本寛七
　　　　　　　　　　　　　御次扇子対
　　　　　　　　　　　右者藤大夫同断御暇被下置明日出立御国ヘ罷帰候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　無急度御酒御肴被下之
一御締切御寝御夜詰引十二字
　　　　T閏四月十三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診
一御神前御拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　久能丹羽守
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附添
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井治大夫
　　　　　　　　　　　右罷出於御座ノ間拝謁被仰付御人払御用有之御茶御菓子
　　　　　　　　　　　被下之
一五半時過本多修理方御用有之畢而中根雪江毛受鹿之介御用有之高田孫左衛門青山小三郎
　同断
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤堂帰雲
　　　　　　　　　　　右罷出於御居間拝謁被仰付御人払御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊候
一御出殿九字十五分　御帰殿七字前五分時
　　　　　植松少将殿江　　　　御直書被進之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御返書被進之
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　　　　　御簾中様江　　　　　董玉一箱
　　　　　　　　　　　　　　　ウンキ玉一
　　　　　殿様江　　　　　　　御うちわ五本
　　　　　信次郎様ヘ　　　　　旗持人形一
　　　　　　青松院様ヘ　　　　　　寸切御花生一
　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヽれ織御懐中物表一
　　　　　　　　　　　　　奈良漬一桶　　　　　　　　　　　　　哥島
　　　　　　　　　　　　　ふくさ一
　　　　　　　　　　　　　紫たん箸一　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　硝子皿一
　　　　　　　　　　　　　紫服紋一　　　　　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　菊形菓子入一
　　　　　　　　　　　　　うちわ一本　　　　　　　　　　　　　袖の
　　　　　　　　　　　　　はり一箱
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　外山
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　梶野
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　八重
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　玉江
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　とへ
　　　　　　　　　　　　　氷さとう一曲　　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　　　　　　　常盤木　　　　　　　　　　　　　　　但見
　　　　　　　　　　　　　　小半斤ツヽ　　　　　　　　　　　　小右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　フリキ入　　　　　　　　　　　新左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　恕輔
　　　　　　　　　　　右者藤大夫ヘ御托シニ而被進被下之
　　　　　　　　　　　　　浅草のり三状　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　　　　　　　同　　　二状　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　　　　　右者明日出立御国ヘ罷帰り先達而差上物も致シ候ニ付被下之
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　　　　　　　　　　　　　鯛味噌漬　　　　　　　　　　　　　　加藤藤左衛門
　　　　　　　　　　　右者去ル八日御国出立若州表ヘ罷越今日到着同所ゟ持参ニ而
　　　　　　　　　　　差上之
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　くるみ一箱
　　　　　　　　　　　右者御国表ゟ持参ニ付差上之
一御帰殿之上御締切ニ而御膳被召上
一六時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長谷川源之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本新七
　　　　　　　　　　　右者明日出立ニ付被為召御茶御菓子御酒被下之
　　　　　松平太刀若様江　　　生御菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　干鱈三枚
　　　　　　　　　　　右者過日御肴被進且時候御見舞旁被進之
一御締切御寝御夜詰引十一字廿二分
　　　　T閏四月十四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過青山小三郎御用有之鹿之介同断
一同刻過御家老両人御用有之高田孫左衛門同断
一九時過御二度御膳被　召上
　　　　　中川修理大夫殿江　　御直書被進　御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　同断　御返書有之
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　　　　　鍋島閑叟様江　　　　御菓子
　　　　　　　右御直書添ニ而被進之
　　　　　御同所様ゟ　　　　　御生菓子　西瓜形り　御返書添
　　　　　　　右者御側使者を以被進之
一七半時過御三度御膳被召上
一同刻過松平太刀若様今般御乗出シ被為在候ニ付御勤被遊御書院ヘ御通之上
　申上ニ相成御書院ヘ被為入御逢被遊御挨拶済御退散之節御玄冠迄御送り
　被遊候
　　　　　岩倉侍従殿ゟ　　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　御同所江　　　　　　御直書　　　御封書右兵衛督殿ヘ被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御手袋添
　　　　　　　　　　　　　明日御用召之　　　　　　　　　　　　中村藤太
　　　　　　　　　　　　　御剪帋到来御礼罷出ル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　青山小三郎
　　　　　　　　　　　　　御筆一枚ツヽ　　　　　　　　　　　　桜井庄九郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀勘左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口斎
　　　　　　　右御認被遊被下之
一御締切御寝御夜詰引十一字四十分時
　　　　T閏四月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄珪
一御神前御拝如例
　　　　　中川修理大夫殿ヘ　　御直書被進御返書有之
　　　　　近衛前左府公ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　御附御馬廻り被　　　　　　　御小姓　中村藤太
　　　　　　　　　　　　　仰付候
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　　　　　　　右於御用部屋被仰付
　　　　　　　御前御礼御用人指加申上之
一去ル十二日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状御用日記并御用状共小右衛門ゟ相達
　御方々様益御機嫌能被遊御座御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　青松院様ゟ
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　御附御小姓被　　　　　　　　　　　　八田三郎
　　　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　遊撃隊六番之　　　　　　　御附御馬廻り
　　　　　　　　　　　　　分隊長被仰付候　　　　　　　　　　　河村貫蔵
　　　　　　　右者去十一日被仰付候旨申来候
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊候
一御出殿九字五分時　御帰殿五字後五十二分
一七字前秋月右京亮殿御出御書院ヘ御通御手続キ例之通無程中川修理大夫殿御出
　同断御休息所ニおゐて御饗應外ニ藤堂帰雲画師耕石小虎被為召御席画等被仰付
　雪江友四郎敬左衛門等罷出居御締切ニ而被進候御膳済御先ヘ中川侯御帰り十字過ニ相成
　秋月侯御退散夫ゟ御座ノ間御三ノ間ニ而帰雲初ヘ御飯被下畢而御茶御菓子被下候而退散
一御締切御寝御夜詰引八時二寸廻り
　　　　T閏四月十六日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
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一五半時過中根雪江毛受鹿之介青山小三郎御用有之
　　昨日之記
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御品物添
一四時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一九時過表御締切御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　金五百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　両部屋一統江
　　　　　　　右ハ当節柄御用多格別困究（窮）相勤候ニ付以
　　　　　　　思召被下之御内証出当局ニ而取計之
　　　　　　　　　　　　　金弐百疋ツヽ　　　　　　　　　　　　御馬廻り一統江
　　　　　　　右拝借被　仰付上納之義者御沙汰有之筈
　　　　　　　　　　　　　御手拭　御扇子一対　　　　　　　　　中村藤太
　　　　　　　　　　　　　外ニ金三百疋
　　　　　　　右明日出立罷帰候ニ付　御目見被　仰付御品物御手自ら被下之
一夕七時御供揃ニ而御兼約ニ付岩倉殿江被為入
　　　　　岩倉殿江　　　　養老酒二瓶
　　　　　　　　　　　　　真奉書半切　絵三百　五百枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　天金二百
　　　　　　　右ハ今日被為入候ニ付為御持ニ而被進之
一御出殿七半時弐寸廻り御帰殿九時弐寸廻り
一御帰殿直ニ表御締切被仰出如例
　　　戸田大和守殿江　御直書被進御返書有之
一御締切御寝御夜詰引八半時壱寸五分前
　　　T閏四月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良菴
一御神拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
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一同刻過中根雪江毛受鹿之介御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊候
一御出殿九字十五分　御帰殿六字十五分
　　　　　岩倉侍従殿奥方　　　墨流奉書紬一疋
　　　　　　　　増姫様江　　　干鱈三枚
　　　　　同御妹　　　　　　　絵半切弐百枚
　　　　　　　　極姫様江　　　墨流御服紗一
　　　　　　　右者昨日被為入候節御対面有之候ニ付被進之
一御帰殿之上御浴湯被為召候
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　大原中納言殿ゟ　　　過日被進之御返シニ而御重二　　　御文庫御返シ
　　　　　　　　　　　　　　　内竹の子こんぶ煮合一すし一重　　御返書　求肥一箱
　　　　　　　右之通被進之御直書添ニ而
一六時前高田孫左衛門御用有之本多修理方中根雪江伊藤友四郎被為召御用済
　先記御到来之御肴ニ而御酒被下大奥老女初ヘも被下候
一御締切御寝御夜詰引九時二寸前
　　　　T閏四月十八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時前本多修理方酒井与三左衛門方御用有之
一同刻過中根雪江御用有之高田孫左衛門同断
一四時前宗対馬守殿御出御書院江被為　入御運有之暫時御話被為在御引
　被遊候
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊御退出掛松平出羽守様江被為　入候
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一御出殿九時二十分　一御帰殿十一字五分時前
　　　　　松平出羽守様江　交御肴一折
　　　　　　　右者今日被為入候ニ付　御手許御使者を以被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ
　　　　　　　右之通被進之
一御締切御寝御夜詰引九時二寸廻り
　　　　T閏四月十九日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時前高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一四時過松平出羽守様御出御書院ヘ御通之上申上ニ而被為入御挨拶済直ニ御引
　被遊候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲州様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平賀縫殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　　　附添
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨森鎌（謙）三郎
　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御人払ニ相成御茶御菓子被下之
一四半時過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門伊藤友四郎奈良元作敬左衛門
　御用有之大宮藤馬同断
一九時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　尾張元千代様ゟ　　　御直書被進之
一七半時過御約速（束）ニ而長岡左京亮様御出御書院ヘ御通申上ニ而御支度宜節御書院ヘ
　被為入御挨拶済御居間ヘ御引被遊例之通差上御程合ニ而御吸物御酒被進
　横井平四郎も被為召御酒御肴等被下候続而御膳被進四時過御退散相成候平四郎ハ
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　扣所ニ而御膳被下候
一四半時過ゟ御締切ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　伊丹酒一樽　　　　　　　　　　　　　府中屋　礒吉へ
　　　　　　　　　　　　　金五百疋
　　　　　　　右者大奥向御普請御急キ之所格別心配早速成功
　　　　　　　相成候ニ付被下之当局ニ而取計之
一御締切御寝御夜詰引四半時ヘ二寸前
　　　　T閏四月廿日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時前高田孫左衛門御用有之
一同刻過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　官被遊御退出掛御参
　内被遊候　　但大政官ニ而御衣冠御召替被遊候
一御出殿九字十分時　御帰殿十字三十五分時
一御帰殿之上表御締切ニ相成御三度御膳被召上
一今夕於御所左之通御拝領被遊候
　　　　　　　晒壱疋　御扇子一握
　　　　　　　御酒肴　　但頂戴之上本多修理方始頂戴被　仰付
一御締切御寝御夜詰引十二字三十五分時
　　　　T閏四月廿一日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
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一五半時過高田孫左衛門御用有之畢而本多修理方同断
一同刻前間鍋下総守殿御出御書院ニおゐて御逢有之直ニ御引被遊御跡ニ而御吸物
　御酒被進候
一五半時過之御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字四十分　御帰殿三字十分時
　　　　　松平日向守様ゟ　　　御敷物
　　　　　　　右者今朝御出被為有候処御留守中ニ付藤馬被為召
　　　　　　　御口上被仰置御品物御持参ニ而被進之
一御所ニ而御直約被為有四字過鍋島閑叟様御出御書院ヘ御通御手続例之通御居間
　江御案内引続阿波少将様御出前条同断御居間江御案内五字過
　御所ゟ之御使ニ而五辻大夫殿御出於御書院御逢被遊無程岩倉侍従殿御出閑叟様
　阿波様江も御使ニ付御二方様ニも御逢有之無程御両公御帰り其節御白洲迄
　御三方様共御送り被遊候御帰着之上御締切ニ相成御酒御吸物御肴被進之
　俄ニ清涼寺小原仁兵衛等被為召御相伴被仰付御程合ニ而御膳被進九字三十分
　御退散相成候
　　　　　阿部主計頭様ゟ　　　銘酒九品　　　　御品跡ゟ相廻り候筈
　　　　　　　　　　　　　　　浜焼玉子一箱
　　　　　　　右者先達而ゟ御養女之義ニ付段々御配意被進候御礼御挨拶
　　　　　　　旁被進之
　　　　　藤堂和泉守様ゟ　　　御菓子一折
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
　　　　　松平出羽守様江　　　晒三疋
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹壱升
　　　　　　　右者今朝御発途御帰国ニ付此程被進者有之候ヘ共以
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　　　　　　　思召敬左衛門御使ニ而昨日被進之
　　　　　　　　　　　　　銘酒三瓶　　　　　　　　　　　　　　金森左京
　　　　　　　右者時候御見舞与して被進之
　　　　　　　　　　　　　今夕到着　葛織詩戔（箋ヵ）二〆差上之千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　小鮎
　　　　　　　右者御内用有之十九日御国出立今夕到着御容（用ヵ）済被為
　　　　　　　召御用有之高田孫左衛門罷出候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　右者千本弥三郎ヘ御托シニ而被進之
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引九時過
　　　　T閏四月廿二日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一七字過千本弥三郎御用有之高田孫左衛門同断八字過本多修理方酒井与三左衛門方
　御用有之
一五半時御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字三十七分御帰殿八字　直御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　今朝出立　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門
　　　　　　　右者段々長詰ニも相成候ニ付以
　　　　　　　思召立帰対面往来廿日之間御暇被下置候
　　　　　　　　　　　　　　　晒壱反御下緒一　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　　　　　　　　　ほた織羽織地一御盆一
　　　　　　　右者立帰罷越候ニ付以
A0143−00526-162
　　　　　　　思召　御手自被下之於
　　　　　　　御前御酒御肴被下候
　　　　　　　　　　　　　十八日御国出立　　　　　　　　　　　八田三郎
　　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　　　右ニ付御出殿前　御目見被仰付御用人披露之
一三郎着ニ付七時ゟ見習例之通
　　　　　長岡左京亮様ゟ　　　御直書被進之
一御帰殿之上御締切ニ相成本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一昨日之飛脚今晩ニ相成御機嫌状御日記御用状共小右衛門迄差出藤大夫ヘも御用状
　同断
　　　　　御簾中様江　　　今晩御退朝ゟ御用多ニも被為入御遅刻ニも相成候ニ付今便御書被進無之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子
　　　　　殿様江　　　　　同断
　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　青松院様江　　　　　御菓子
　　　　　　　右之通被進之
一御締切御寝御夜詰引九時過
　　　　T閏四月廿三日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　万順
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門千本弥三郎御用有之
一五半時御供揃ニ而御参　朝被遊候　但御平服［今日ゟ当分大政官代御所ニ相成候］
一御出殿八字四十分　御帰殿五字十七分
一御帰殿之上藤馬高田孫左衛門御用有之
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
A0143−00526-163
一六時高田孫左衛門千本弥三郎御用有之
一御締切御寝御夜詰引二字五分時前
　　　　　　　　　　　　　合口下緒一　明廿四日御国表ヘ出立　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　扇子一
　　　　　　　右者立帰り罷越且差上物も有之候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　廿日之記
　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　留守中
　　　　　　　　　　　　　御手許御用之儀も相心得候様
　　　　　　　　　　　　　被仰付候
　　　　　植松少将殿ゟ　　　　御返書　御半切三百枚　被進之
　　　　　御同所江
　　　　T閏四月廿四日
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五時過中根雪江藤馬高田孫左衛門御用有之本多修理方同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字五分御帰殿四字二十五分
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進之
一御帰殿之上御浴湯被為召候
一七半時前青山小三郎御用有之中根雪江同断
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一同刻過高田孫左衛門御用有之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一折羊羹
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之御返書被遊
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一御締切御寝御夜詰引
　　　　T閏四月廿五日　　雨
一御目覚御例刻
一御神拝如例
一五半時前本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参被遊候
一御出殿九字五分　御帰殿六字前七分時
　　　　　鷹司殿江　　　　　　御直書　　御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一折
　　　　　　　右者時候御見舞且過日被進物之御答礼被進之
　　　　　立花飛驒守様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御肴一折
　　　　　　　右者今般御上京ニ付為御歓被進之
一御帰殿之上中根雪江藤馬御用有之高田孫左衛門伊藤友四郎御用同断
一七時過戸田大和守殿中川修理大夫殿御出御書院江御通之上申上ニ而被為　入御案内ニ而
　御居間江御着座例之通御菓子迄差上御程合ニ而御吸物御酒被進御膳も被進
　十字過御退散ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　万国公法訳儀二　　　　　　　　　　　清涼寺ゟ
　　　　　　　右者差上度由ニ而当局迄差出之
　　　　　　　　　　　　　　　唐筆一箱　　　　　　　　　　　　木内甚兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　墨台一
　　　　　　　右者長崎表ゟ持参ニ而差上之
一御締切御寝御夜詰引一字前十分時
　　　　T閏四月廿六日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
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一御神拝如例
一五半時過本多修理方雪江鹿之介藤馬高田孫左衛門伊藤友四郎被為　召御大字等
　被遊御茶御菓子被下之
一九時前三岡八郎御用有之
一九時御二度御膳被召上
一同刻過木内甚兵衛今度長崎表ゟ罷帰り候ニ付被為召彼地之事情被為
　聴候
　　　　　　　　　　　　　御筆全帋　　　　　　　　　　　　　　木内甚兵衛江
　　　　　　　　　　　　　嘉平地高襠袴地一
　　　　　　　右者長崎逗留中毎々御用も被仰付今般差上物も
　　　　　　　有之候ニ付被下之
　　　　　長岡左京亮様江　　　御直書被進御返書有之　被進之
　　　　　鍋島閑叟様江　　　　御直書　　
　　　　　　　　　　　　　　　御半切御添
　　　　　立花飛驒守様ゟ　　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二喉
　　　　　　　右者昨日御肴被進候御答礼被進之
一今日御祐筆部屋ゟ左之通被仰出候
　　　　　宰相様御儀去ル廿一日御参　内被遊候所更ニ議定被
　　　　　仰出今般之儀者是迄与者一層重き御趣意も被為
　　　　　在候ニ付再三御辞退被遊候得共深重之
　　　　　叡慮ニ而
　　　　　勅許無之ニ付翌廿二日御参　内之上御請ニ相成同日
　　　　　権中納言従二位
　　　　　宣下被仰出候ニ付御請之儀者御猶予御願被成候所被
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　　　　　聞食候旨被　仰出候
　　　　　　　　　　　　　鯉二喉　　　　　　　　　　　　　　　三井八郎右衛門江
　　　　　　　　　　　　　銘酒三瓶
　　　　　　　右者毎々掛物等差出入
　　　　　　　御覧候ニ付被下之御奉行迄相廻シ候
一今夕御国表ヘ三里継被差立候ニ付左之通被進小右衛門迄書状添相廻シ候
　　　　　御簾中様江　　　　　御書　老女ゟ相廻シ候
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
一今朝吉川芳之助殿御出御書院江被為入御逢被遊候
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　阿波中納言様ゟ　　御直書被進御返書被遊
　　　　　防城右大弁宰相殿ヘ　御直書被進御返書有之
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御直書　被進之　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　益寿糖　　　　　奉書紬一反
　　　　　　　右之通被進奉書紬者御所望ニ而被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字七分時
　　　　T閏四月廿七日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字三十六分御帰殿五字十五分時
一御帰殿之上鹿之介伊藤友四郎御用有之　　　　　　　　　　　　
　　　　　間部下総守殿ゟ　　　交肴箱　鯛一　鱒一　赤貝十　　　側使者　竹原虎蔵
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こち一　あら三
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　　　　　　　右者此程御出ニ相成初而御逢被遊候御礼此後
　　　　　　　御引廻シ御頼被成度被進之
　　　　　加賀宰相中将様ゟ　　御菓子一折
　　　　　　　　　　　　　　　串海鼠一箱
　　　　　　　右者先達而御往来共御国御通行之節御馳走被進候為御挨拶
　　　　　　　被進之
一七半時御締切ニ而御膳被召上再表ニ相成候
　　　　　鍋島閑叟様江　宮中ゟ御直書被進御返書有之　御帰殿之上再被進之
　　　　　宇和島少将様ゟ　　　御封物一被進之
　　　　　松平左兵衛督様江　　先記御肴一折
　　　　　　　右者今般御官位　宣下ニ付為御歓被進之
一表御寝御夜詰引壱字前十分時
　　　　T閏四月廿八日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診
一御神拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前七分　御帰殿五字三十七分時
　　　　　　　　　　　　　堆黒彫　茶合二　御筆立一　　　　　　永田順右衛門
　　　　　　　右者大坂表ゟ持参ニ付御内々差上度旨ニ而当局迄差出候
一御帰殿之上雪江鹿之介御用有之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　御余多御飯火取ふし　　　　　　　　　たまへ
A0143−00526-168
　　　　　　　　　　　　　御菓子一重　　　　　　　　　　　　　八十瀨初ヘ
　　　　　　　右者たま不快ニ付為御尋被下之八十瀨初格別心配
　　　　　　　世話致シ候ニ付被下之
一御帰殿之上御浴湯被為召候
　　　　　鍋島閑叟様ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　阿波中納言様ヘ　　　御直書被進之
　　　　　植松少将殿江　　　　同　御返書有之
一六時過高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一表御寝御夜詰引十二字三十分時
　　　　T閏四月廿九日　　大雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前五分時　御帰殿六字後三分時
一御帰殿直ニ鹿之介藤馬高田孫左衛門御用有之
一去ル廿六日立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状御日記御用状共小右衛門新左衛門ゟ例之通相廻り
　敬左衛門藤大夫ゟも同断相達候
　御方々様益御機嫌能被遊　御座御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　加賀落雁一箱　するめ
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　干鮟鱇二本
　　　　　松平出雲守様　　　　金百疋
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　　　　　御二所様ゟ
　　　　　　　右者折柄御機嫌被為聞度被進之
　　　　　　　　　　　　　こんふ一箱　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱碁盤形　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　するめ
　　　　　　　　　　　　　多葉こ一箱　　　　　　　　　　　　　西喜左衛門
　　　　　　　　　　　　　するめ
　　　　　　　右之通献上之
　　　　　　　　　　　　　清水御札守一　　　　　　　　　　　　御中﨟　たまヘ
　　　　　　　　　　　　　御洗米　鰹節一
　　　　　　　右者不快ニ付全快致シ候様御内々御祈禱被仰付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　口上之覚　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛
　　　　　　　　　高村藤兵衛弟鉄吉儀不調法之義御座候ニ付遠慮被仰付候段
　　　　　　　　　今便申参り奉恐入候依之遠慮仕罷在度奉存候右鉄吉儀ハ
　　　　　　　　　私同姓ニ御座候此等之趣　御家老中迄宜被仰達可被下候以上
　　　　　　　　　　　　　　　閏四月　　　　　　　　　　　　　高村新五兵衛
　　　　　　　　　　　　嶋津十大夫様
　　　　　　　右之通伺差出候処御預りニ相成翌朔日伺不及其儀旨被仰出候
　　　　　　　　　　　　　　口上之覚　　　　　　　　　　　　　西村元吉郎
　　　　　　　　　剣持巳之助儀於御国表心得違之義御坐候ニ付遠慮被
　　　　　　　　　仰付候段今便申参り奉恐入候依之遠慮仕罷在度奉
　　　　　　　　　致候右巳之助儀ハ私実総（曾祖ヵ）父ニ御坐候此等之趣稲葉左司
　　　　　　　　　馬殿迄宜被仰達可被下候已上
　　　　　　　右同断
　　　　　　　　　私養弟市九郎義右同断　　　　　　　　　　　　根来紀之允
　　　　　　　右者伺遠慮ニ不及差扣被仰付候
一表御寝御夜詰引十一字四十分
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　　　　T五月朔日　　曇
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五時過高田孫左衛門御用有之
一五半時御供揃ニ而当日為御祝義御参
　内被遊御退出掛　大宮御所ヘ被為　入候
一御出殿九字前十五分御帰殿三字十八分
　　　　　御生菓子　右於
　　　　　御所御拝領被遊候
一御帰殿之上鹿之介高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　　　　　　　　　新茶一箱　　　　　　　　　　　　　　東郷　幽松庵
　　　　　　　右者手製之茶例年差上候ニ付当年も敬左衛門迄差出之
　　　　　　昨日之記　十四日　郡奉行末ノ番外格　　　　　　　　鈴木拾五郎
　　　　　　　　　　　　　　　御役料五十石
　　　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取　　　　　　　　　　　加藤常之助
　　　　　　　　　　　十六日　御小姓被　　　　　　　　　　　　大道寺七九郎
　　　　　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　　　　　廿日　　御馬廻り被仰付　　　　　　　　　津田四郎平
　　　　　　　右之通被仰付候旨申来候
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　奈良晒一疋　御きせる一　御肴料二千疋
　　　　　　　　　　　　　　　綴織御懐中物　御多葉粉入筒共
　　　　　　　右者此程御下向之節於御国表被進今便相廻り候
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　かゞ落雁一箱
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　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老初御中老御用人
　　　　　　　　　　　　　御拝領御菓子　　　　　　　　　　　　御役人御留守居新五兵衛初
　　　　　　　　　　　　　御戴御跡ヲ　　　　　　　　　　　　　両部屋御伽迄奥へも
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　被下之
一御締切御寝御夜詰引十一字三十六分
　　　　T五月二日　　曇
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方藤馬高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字御帰殿三字過二十分
一御帰之上高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
　　　　　土佐前少将様江　　　御直書　干あんこ　御詩作
　　　　　　　　　　　　　　　くるみ一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　五辻大夫殿江　　　　御直書　被進之
　　　　　中川修理大夫殿江　　同　　　同
　　　　　表松殿江　　　　　　碁盤御菓子
　　　　　　　右之通御差出シニ相成候
一五字二十分過俄ニ被仰出早刻御供揃ニ而為御遊歩御供者御側向初御供頭助共両人
　遊撃隊一分隊外孫左衛門友四郎被召連御庭口ゟ南御門岡崎村ゟ永観堂ヘ被為
　入松平三河守様御旅館ニ付俄ニ御勤被遊候所御二方様御逢御吸物御酒被進之夫ゟ
　元之御道通右ヘ黒谷門前通り聖護院前夫ゟ左ヘ熊野社内御通り西御門ヘ被為
　入候　　御出殿五字過　　御帰殿八字四分時
一直ニ御締切御膳被召上
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　　　　T五月三日　　曇夕晴
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神前御拝如例
一五半時前藤馬高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一同刻過本多修理方酒井与三左衛門方御用有之青山小三郎同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前十二分御帰殿五字二十三分時
　　　　　阿波中納言様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　松平三河守様江　　　同　　　　同　　有之
一御帰殿之上雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
　　　　　御所ニ而御菓子御戴被遊候
一七半時前御浴湯被為召候
一同刻過表御締切ニ而御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引十二字
　　　　T五月四日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時前青山小三郎御用有之畢而本多修理方高田孫左衛門同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前七分　　御帰殿五字七分
　　　　　　　　　　　　　去ル朔日御国出立　　　　　　　　　　津田四郎平
　　　　　　　　　　　　　昨夕到着
　　　　　　　右ニ付今朝　御目見被仰付御用人披露之
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　　　　　中川修理大夫殿ヘ　　御直書被進御返書有之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引十一字三十七分
　　　　T五月五日　　雨　平服
一御目覚御例刻
一御神拝如例
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之本多修理方酒井与三左衛門方同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候　［但今日者御祝義被仰上御退出懸ヶ大宮　御所ヘも被為　入候］
一御出殿九時前二十分御帰殿一字十分時
　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱　直書添　　　　　　　　観智院僧正ゟ
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
一七時過御浴湯被為召候
一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　松平日向守様江　　先記御生菓子一折
　　　　　　　右者時候為御見舞御手許使者を以被進之小嶋逸八相勤之
　　　　　　　　　　　　　　ヌメ地　御筆　御作　　　　　　　　溝口孤雲
　　　　　　　　　　　　　　全帋　　同　　同　　　　　　　　　小河弥右衛門
　　　　　　　　　　　　　　同　　　同　　同　　　　　　　　　平田大学
　　　　　　　右者願ニ付被下之中根雪江ゟ相廻ス之
　　　　　　　　　　　　　　　御筆　御作　鰑御添　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　右者以
　　　　　　　思召被下之
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一御締切御寝御夜詰引一字十分時
　　　　T五月六日
一御目覚御例刻　御清メ御浴湯被為召候　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候［但今日ゟ九日迄宮中御神事ニ付御供之面々着服御改之事］
一御出殿九字　御帰殿六字廿五分
一六字後秋月右京亮殿御出引続キ戸田大和守殿中川修理大夫殿御出御用人御先立
　申上御居間ヘ御通り御手続例之通御居間ニ而御饗応松平日向守様ニも被為　入
　御締切ニ相成御吸物御酒御肴御膳等被進御方々様御大字等被遊畢而御供揃被
　仰出御退散十一字
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　　鰑十挺一箱　　御作御認之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御筆
　　　　　　　右者為御持ニ而被進之
　　　　　御同所様ヘ　　　　　絵半切三百小縮緬御服紗一
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入五箱
　　　　　　　右者暫時御暇ニ而近々御発途ニ付於御席上被進之
　　　　　松平日向守様ゟ　　　大鮒七
　　　　　　　右者今日御出ニ付被進之
　　　　　植松少将殿ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　　　　　　　　　去ル三日御国出立　　　　　　　　　　草尾一馬
　　　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　御簾中様ゟ　　　御書
　　　　　　　右者一馬ヘ御托シニ而被進之
一今般定日飛脚御国ヘ被差立候ニ付小右衛門新左衛門迄例之通差出候
A0143−00526-175
　　　　　御簾中様江　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　御書者今般御客来も有之御用多被為有候ニ付被進無之
　　　　　　　御菓子ハ当月
　　　　　　　彩雲院様御祥月忌ニ付被進之
　　　　　殿様江　　　　　　　御茶清滝　小半斤鉄葉入
　　　　　　　　　　　　　　　御書　先記同断
　　　　　　　青松院様ヘ　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　彩雲院様　　　　　　御菓子
　　　　　　　　　　　　　　　御蠟燭五挺
　　　　　　　右者来ル十五日御祥月忌ニ付御備ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱ツヽ　　　　　　　　　山さわ　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　右同断ニ付被下之
一表御寝御夜詰引十二字前廿分
　　　　T五月七日　　曇
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例　一今朝草尾一馬御目見被仰付候　羊羹一箱　同人献上
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字　　御帰殿
　　　　　中川修理大夫殿ヘ　　御直書被進御返書有之
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱献上　　　　　　　　　　　長慶寺
　　　　　　　右者願ニ付御出殿之節御通掛
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　　　　　　　御目見被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御召御紋御帷子一　　　嶋津十大夫
一七半時御締切ニ而御膳被召上　　　　　　右者先役中繁勤且此度御国ヘ罷帰り候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今日出立之筈ニ候処出水ニ而延引
　　　　　肥前々中将様ヘ　　　御直書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御国製御茶
　　　　　　　　　　　　　　葛素麺　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　右者御締切中御側御慰ミニもと差上之
一表御寝御夜詰引十二字
　　　　T五月八日　　曇
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一今日御参　朝御所労御断ニ相成候
　　　　　議定御方ヘ　　　　御直書　御茶一箱御添御返書有之
　　　　　弁事中御方ヘ　　　同
　　　　　　　右御断ニ付被進之
一去ル五日発三り継着小右衛門新左衛門敬左衛門ゟも御用状相達候
　　　殿様ゟ　御直書被進之
一四半時過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一九時御二度御膳被召上
　　　　　肥前々中将様江　　　　御直書被進御返書有之
　　　　　阿波中納言様江　　　　御直書被進之
　　　　　中川修理大夫殿江　　　同　　　　　御返書有之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
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　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進之
　　　　　阿波中納言様ゟ　　　御返書被進之
　　　　　戸田大和守殿江　　　同　　同
　　　　　明石侍従様江　　　　半切三百枚　　御直書添
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合五箱
　　　　　　　右者明九日御発途御帰国ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　　　林斎画半切一枚　被下之　　　　　真杉他之助
　　　　　　　　　　　　　　　御茶碗一
　　　　　　　右者御締切中被為召御菓子被下之
一表御寝御夜詰引十二字後廿分
　　　　T五月九日　　晴
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時過雪江高田孫左衛門御用有之
一御出殿前本多修理方酒井与三左衛門方御用有之青山小三郎同断
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　御直書被進御返書有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字前十五分時　御帰殿四字三十三分時
　　　　　尹宮ゟ　　　　　御文庫之内　枇杷　御移り鰑十枚
　　　　　　　右者昨日被進雪江迄相廻り今日御文庫御返シニ相成候
　　　　　中川修理大夫殿ヘ　　御直書被進御返書有之
　　　　　肥前々中将様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　坊城右大弁宰相殿ヘ　御直書被進之
一今晩御国表ヘ早脚之者被差立候ニ付小右衛門新左衛門迄書状添相廻ス
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　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　同
　　　　　　　右之通被進之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
一同刻過雪江孫左衛門御用有之
一表御寝御夜詰引十二字三分時
　　　　T五月十日　　晴
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過本多修理方酒井与三左衛門方雪江高田孫左衛門青山小三郎伊藤友四郎
　御用有之
　　　　　坊城右大弁宰相殿ゟ　御返書被進之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前七分時御帰殿七字前十分時
　　　　　御生菓子於
　　　　　天前御拝領被遊候
一御帰殿之上伊藤友四郎御用有之
　　　　　阿波中納言様江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　肥前々中将様江　　　同　　　　　同
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御直書被進御返書被遊
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
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一六時過中根雪江御用有之
一御締切中孫左衛門友四郎被為召
　御戴之御菓子被下候
　　　　　松平三河守様江　　　御直書被進御返書有之
一御締切御寝御夜詰引十一字四十九分
　　　　T五月十一日　　雨
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一同刻過高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一九時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　万里小路中納言様ヘ　御直書被進
　　　　　松平三河守様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　正親町三条殿ヘ　　　御直書被進
　　　　　大原中納言殿ヘ　　　同
　　　　　正親町中将殿ヘ　　　同
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　銘酒三瓶
　　　　　　　　　　　　　　　晒布二疋
　　　　　　　右者御国表ヘ御下向之節何角御世話被進候為御挨拶
　　　　　　　被進之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松平三河守様御家来　鞍懸寅二郎
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　　　　　　　右御用有之七半時過罷出於
　　　　　　　御居間御逢御用有之御茶菓被下之
一六時過雪江孫左衛門御用有之御用済御茶菓被下之
　　　　　　　　　　　　　十二日出立道中差支ニ而亦々延引　　　嶋津十大夫
　　　　　　　右者先達而出立可致之所大雨出水ニ而段々延引ニ相成明十二日
　　　　　　　出立致シ候ニ付被為召
　　　　　　　御目見被仰付御酒御肴被下之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中根酉介
　　　　　　　　　　　　　　　墨筆被下之　　　　　　　　　　　島津角太郎
　　　　　　　右両人被為召御菓子被下之
　　　　　御簾中様江　　　御書
　　　　　　　　　　　フタ物硝子御菓子入一　御菓子入ニ而小コッフ一
　　　　　殿様江　　　　　御書
　　　　　　　青松院様江　　　硝子　小皿　五枚
　　　　　　　　　　　小コッフ一ツヽ　　　　　　　　　　　　　哥しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山さわ
　　　　　　　右者十大夫罷帰候ニ付御托シ被進被下之
　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字三十分
　　　　T五月十二日　　大雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之引続雪江青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候御退朝ゟ肥前様江被為　入候
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一御出殿八字五十一分　御帰殿十一字前十二分
　　　　　肥前々中将様江　　　御菓子一箱　益寿糖
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹一合入五箱
　　　　　　　右者今日俄ニ被為　入候ニ付為御持ニ而被進之
　　　　　加賀中納言様江　　　御生菓子一折
　　　　　　　右者溶姫様薨去ニ付御朦中為御見舞
　　　　　　　御手許使者を以被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字八分時
　　　　T五月十三日　　大雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五時過雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候　　　　　　但今日ゟ来廿日迄
一御出殿八字三十五分時　御帰殿五字二十五分　御回番ニ付八字前御供揃ニ而三字御退
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　朝之事
一御帰殿之上雪江高田孫左衛門御用有之
一御締切中孫左衛門友四郎被為召御菓子御酒被下候
一御締切御寝御夜詰引十二字八分時
　　　　T五月十四日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字三十五分時御帰殿六字十分時
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一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　植松少将殿ゟ　　　　御直書被進之御返書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鰑
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十一字十分時
　　　　T五月十五日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時過本多修理方雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字後廿五分　御帰殿四字二十分
一今朝被仰越ニ而七半時過永平寺禅師御書院ヘ御通り清涼寺も罷出御支度宜節
　清涼寺案内ニ而御居間ヘ被出候上御茶御菓子差出夫ゟ
　彩雲院様御祥月ニ付大奥　御霊前ヘ罷出御廻向申上役僧も罷出候右相済
　御居間ニ而御吸物御酒御皿物等被進外ニ木村東市正殿被出雪江孫左衛門友四郎
　新宮涼介雲心等被為召御席上ニ而御大字被遊禅師初も相認雲心へ御席画被
　仰付雪江初へも御吸物御酒等被下候四半時過御退散ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　　　野菜物二台　　　　　　　　　　　永平寺ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　枇杷一篭　　　　　　　　　　　　清涼寺ゟ
　　　　　　　右者
　　　　　　　御霊前ヘ御備ヘニもと差上之
　　　　　　　　　　　　御拝領綿二把　御扇子一本　　　　　　　永平寺ヘ
　　　　　　　右者御供養与して被遣之
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　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　　　地蔵院ヘ
　　　　　　　右禅師ニ附添罷出御廻向□□候ニ付被下之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　昨日之御返書被進之
　　　　　植松少将殿ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　久我大納言様江　　　御直書　鰑
　　　　　　　　　　　　　　　御干菓子一箱
　　　　　　　右者此程御帰京ニ付時候為御見舞被進之
　　　　　美作中将様ヘ　　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字十二分時
　　　　T五月十六日　　晴
一御目覚御例刻　　但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一四時過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　烏丸宰相様江　　　　御菓子二重組　一折干生　御直書添
　　　　　　　　　　　　　　　鰹節　一箱
　　　　　　　右者近々御発途ニ付被進之
　　　　　西親町三条殿ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　五辻弾正大弼殿ヘ　　御直書被進
一表御締切九時御膳被召上
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　同
　　昨日之記
　　　　　土井能登守殿ゟ　　　白縮二疋
　　　　　　　　　　　　　　　干生二重組御菓子一折
　　　　　　　右者
一今夕御乗馬被遊候ニ付松平日向守様被仰進候七時過御出ニ相成御書院ヘ御通り其段申上
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　御馬場御支度宜節日向守様ニ者御座間御椽（縁）より御庭へ被為入
　宰相様ニ者御居間御椽（縁）より御下被遊御庭［　］（ニ而ヵ）御挨拶被遊御同道ニ而御馬場ヘ被為
　入御乗馬被遊御鞍桜山日向守様岩井暫ク御馬見所ニ而御休息御茶被召上其間
　御次乗被仰付夫ゟ亦々御一鞍ツヽ被為召夫ゟ御馬方等ヘ御次乗被仰付
　日向守様御家来ヘも被仰付相済御同道ニ而御帰り御居間ヘ御着座御茶御菓子等
　被進暫時御噺被遊夫ゟ御挨拶被為有日向守様ヘ御座間ヘ被為入御吸物御酒
　御肴等被進御程合ニ而御膳被進新五兵衛御小姓等ニ而差上之四時過御退散ニ相成候
　　　　　阿波中納言様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　岩倉侍従殿ヘ　　　　御直書　　御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　焼鰹一重
　　　　　　　右者御不快為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　十一日御国出立　道中筋出水　　　　　香西敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　　　右到着ニ付　御目見被仰付
　　　　　　　御方々様御機嫌申上旦御国之模様被為　聴候
　　　　　　　　　　　　　　　十一日出立　　　　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　　　　　　　　　　　御酒御肴被下之　　　　　　　　　敬左衛門　江
　　　　　　　　　　　　　　　同　　　　同　　　　　　　　　　璥二
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子　羽二重昆布一箱　　　　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　菊慈童一箱
　　　　　　　　　　　　　　　大塩鱈二本
　　　　　　　右者御国表ゟ持参ニ而差上之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　葛素麺一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　塩鯛二枚
　　　　　　　　　右者敬左衛門ヘ御托シニ而被進之
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　　　　　　　　　　　　　　　焼鮎一箱　　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　　　　　　塩つむき　　　　　　　　　今庄　鷹打之者共ゟ
　　　　　　　右同断ニ而献上之
一御締切御寝御夜詰引十二字十三分時
　　　　T五月十七日　　曇
一御目覚六時二十分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診
一御神拝如例
一五半時藤馬孫左衛門御用有之引続本多修理方同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前廿五分　御帰殿五字前五分時
　　　　　桜木様江　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　塩鱈一
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
一去ル十二日晩立御国表ゟ之飛脚着御機嫌状御日記御用状共例之通相廻り候
　御方々様益御機嫌克被遊　御座御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　御札守一
　　　　　　　　　　　　　　　塩鱈　三本
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書　御札守一
　　　　　　　　　　　　　　　味噌漬鰑一箱
　　　　　清心院様ゟ　　　　　御札守一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　玉素麺十五　　　　　　　　　　　　　上哥しま
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荷心院
　　　　　　　右之通被進差上之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御茶一箱
　　　　　　　　　　　　　　　菊形落雁一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御茶一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
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　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御菓子料百疋
　　　　　　　右者来ル廿九日
　　　　　　　惇宗院様御廿一回御忌御相当ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　塩鮎　　　　　　　　　　　　　　　　宇都宮勘ヶ由
　　　　　　　　　　　　　御肴料二百疋　　　　　　　　　　　　中根新左衛門
　　　　　　　右為伺
　　　　　　　御機嫌差上之
　　　　　正親町三条殿江　昨日御直書
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五ツ壱合入被進之
　　　　　御同所ゟ　　　　　　御返書
　　　　　　　　　　　　　　　銘酒　壱瓶被進之
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字二十分
　　　　T五月十八日　　曇
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
一五時過青山小三郎御用有之
一五半時過松平和泉守殿御出於御書院御逢被遊御茶御菓子被進之御用済直ニ
　御引被遊候
一同刻過雪江御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字廿分　　　　　　御帰殿五字後廿分時
　　　　　阿波中納言様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切三百枚　雲丹五箱二合入
　　　　　　　右者一先御帰国被成明十九日御発途ニ付被進之
A0143−00526-187
一御帰殿後直ニ高田孫左衛門御用有之
一七半時過御浴湯被為召御湯後中根雪江御用有之
一御用済表御締切御膳被召上
　　　　　久我大納言様ゟ　御直書
　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字前六分時
　　　　T五月十九日　　雨
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五時過本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
　　　　　水野和泉守殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御返書被進之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八時前廿五分時　御帰殿五字前十分時
　　　　　桜木様ゟ　　　　御返書被進之
　　　　　土佐前少将様ゟ　　　御直書被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引十二字前十六分時
　　　　T五月廿日
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
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一五半時過雪江高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参朝被遊候
一御出殿八字三十三分時　御帰殿七字前二十五分時
一御帰殿直ニ表御締切ニ相成御懸り湯御膳被召上
　　　　　紀伊中納言様ヘ　　　昨日御直書被進候所今日御返書有之
　　　　　久我大納言様江　　　御直書被進御返書有之
一表御締切御寝御夜詰引九半時壱寸前
　　　　T五月廿一日　　漸晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
　　　　　昨日於禁中御菓子御拝領有之
一肥前々中将様一昨日ゟ御様体被為入候由ニ付為御見舞玄珪被遣候処御診察被
　仰付罷帰候上今朝御様子申上之
　　　　　大原中納言殿江　　　海胆壱升弐合入　絵半切二百枚御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五筥
　　　　　　　右ハ近々御発途ニ付御直書添ニ而被進之
一五半時前本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之同刻過雪江
　友四郎御用同断
　　　　　阿野中納言殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進之御返書有之
一九時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　土佐前少将様江　　　御返書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御国製御茶
　　　　　五辻弾正大弼殿ヘ　　御直書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　鰑御添
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　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之
一九半時過松平三河守様御出其段申上ニ相成御□□宜節御書院ヘ被為　入御案内
　ニ而御座間ヘ御着座御挨拶済御多葉粉盆御茶菓差上御暇乞ニ被為入候事故
　不取敢御吸物御酒被進無程御帰り被遊其節御使者間御入側迄御送り被為在候
　　　　　肥前々中将様江　　　八寸重三　白砂糖一重
　　　　　　　　　　　　　　　　　内葛素麺一重　へつこかつを一重
　　　　　　　右者御様体被為　入候ニ付為御見舞御手許使者を以
　　　　　　　被進之桜井庄九郎相勤メ候
　　　　　中御門大納言殿ゟ　　岩倉殿ゟ之御廻達
　　　　　　　　　　　　　　　来ル阿州様ヘ御廻シニ相成候
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　阿波中納言様江　　　御直書被進之
一同刻前本多修理方雪江御用有之
　　　　　桜木様ヘ　　　　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　同　　御返書有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　同
　　　　　長岡左京亮様ヘ　　　同
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　同　　御返書有之
一五半時過本多修理方御用有之
一表御締切御寝御夜詰引十二字二十七分
　　　　T五月廿二日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
A0143−00526-190
一五半時過本多修理方御用有之引続高田孫左衛門同断
　　　　　松平三河守様ヘ　　　御手綱五掛　布三
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木綿二
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入五箱
　　　　　　　右者御発途ニ付御直書添ニ而被進之
　　　　　松平出羽守様ヘ　　　御返書被進之
　　　　　東久世中将殿ヘ　　　同
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前二分時　御帰殿六字三十九分時
一御帰殿直ニ中根雪江御用有之高田孫左衛門御用同断
一七半時過表御締切御膳被召上御膳後青山小三郎御用有之御懸り湯被為召
一今晩立御国表江飛脚被差立左之通被進有之小右衛門新左衛門藤大夫ヘ御用状
　差越候
　　　　　御簾中様江　　　　　塩瀨覆連裂地
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書一　御茶銘常盤木半斤
　　　　　　　青松院様江　　　　　軽焼地　鶴羽
　　　　　　　右之通被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字後十二分時
　　　　T五月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良菴
一御神拝如例
一五半時過御家老本多修理方酒井与三左衛門方御目付高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字前二十二分御帰殿五字三十五分時
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　　　　　肥前々中将様江　　　五寸重二
　　　　　　　　　　　　　　　かたくりこ白砂とう一重　玉子一重
　　　　　　　右者御不快為御尋御手許使者を以被進之
　　　　　　　　但御手許使者之趣ニ而岡本晋太郎相勤之
　　　　　長岡左京亮様ヘ　　　御手綱五掛
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入十箱
　　　　　　　右者明廿四日御発途御東下被成候ニ付
　　　　　　　御手許使者を以被進之但同断永田儀平相勤候
　　　　　肥前々中将様ゟ　　　先記御重御返却ニ而　　　　　御側使者　　
　　　　　　　　　　　　　　　御生菓子　するめ　　　　　　　　立川千兵衛
　　　　　　　右者御不快ニ付毎々御見舞被進候御礼且御菓子ハ
　　　　　　　今日御不快為御尋
　　　　　　　勅使御入有之御拝領ニ付御福分被進之
一御帰殿之上御浴湯被遊候
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　昨廿二日御達之写
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　殿様　　御名
　　　　　為会津征討越後口ヘ出張被　仰付候尤至急之
　　　　　軍務ニ付従国許直ニ発途速ニ可奏成功候様
　　　　　御沙汰候事
　　　　　　　　　五月
一右被仰出ニ付御供頭波々伯部弥六初御馬廻り至急罷帰御供相勤候様以
　思召被仰付明日出立致シ候ニ付御附御供頭初御馬廻り上京迄之所左之通
　被仰付候
　　　　　　　　　　　　　御供頭介　　　　　　　　　　　　　　真杉所左衛門
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀平大夫
　　　　　　　　　　　　　同介　　　　　　　　　　　　　　　　松田新四郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山野濯二
　　　　　　　　　　　　　御馬廻り　　　　　　　　　　　　　　渥美重六
　　　　　　　　　　　　　御供介　　　　　　　　　　　　　　　津田達太郎
　　　　　　　　　　　　　御次詰　　　　　　　　　　　　　　　梁田八十郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田直人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真杉他之助
　　　　　　　右之通被仰付候
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進之
　　　　　宇和島中将様江　　　同
一御締切御寝御夜詰引十二字三十五分
　　　　T五月廿四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時前本多修理方酒井与三左衛門方中根雪江鹿之介高田孫左衛門青山小三郎
　御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字三十分時　御帰殿五時十五分
　　　　　　　　　　　　　　　金七百疋ツヽ　　　　　　　　　　波々伯部弥六
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山野十大夫
　　　　　　　　　　　　　　　同五百疋ツヽ　　　　　　　　御馬廻り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　東郷平大夫初十人
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　　　　　　　右者今日出立ニ付
　　　　　　　御目見被仰付　御意被成下候右被下ハ詰中困窮相勤
　　　　　　　今度俄ニ罷帰候ニ付以
　　　　　　　思召被下之
一御帰殿直ニ御掛り湯被為召
一御湯後本多修理方酒井与三左衛門方高田孫左衛門御用有之
一七半時過御三度御膳御締切ニ而被召上
　　　　　五辻弾正大弼殿ゟ　　鯉二口
　　　　　　　右先日被進之御答礼御直書添ニ而被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　御直書被進
　　　　　　　御召晒御帷子丸御紋一　　　　酒井与三左衛門方
　　　　　　　右ハ今夕御国表ヘ出立ニ付以　思召被下之
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T五月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之畢而青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字三十八分時御帰殿
　　　　　肥前々中将様　　　　八寸重　鯉御汁仕立
　　　　　　　右為御見舞被進之御側使者之趣ニ而永田儀平被遣候
一御帰殿之上本多修理方御用有之
A0143−00526-194
一鎌落過表御締切ニ而御膳被召上
一同刻前御懸湯被遊候
一五時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　唐かね
　　　　　　　　　　　　　御花生一箱
　　　　　　　　　　　　　御懐中物
　　　　　　　　　　　　　御多葉粉入御筒御きせる共
　　　　　　　　　　　　　御猪口盃三
　　　　　　右於
　　　　　天前御拝領被遊候
　　　　　紀伊中納言様江　　　御直書被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字前三十分時
　　　　T五月廿六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過雪江御用有之
　　　　　備前侍従様江　　　　御直書被進之
　　　　　長谷宰相殿ヘ　　　　同
一同刻過本多修理方高田孫左衛門御用有之水野小刑部御用同断
一九時過表御締切被仰出御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　絹呉絽上胴服一　　　　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　右ハ今朝被　仰付俄ニ御国表ヘ早駆出立ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　内達之趣有之ニ付　　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　　　　　　　御附御伽御雇御免被成候
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　　　　　　　右之通於御右筆部屋被　仰付
一七半時過御三度御膳表御締切ニ而被　召上
　　　　　　　　　　　　　金拾五両　　　　　　　　　　　　　　御中﨟　たま
　　　　　　　右者先日中不快ニ而入費も相嵩難渋いたし候ニ付願之上拝借被
　　　　　　　仰付
　　　　　　　　　　　　　一昨廿四日夜五時御国表出立　御目付　市村勘右衛門
　　　　　　　　　　　　　道中早駆ニ而今夕七半時着
　　　　　　　右ニ付被為　召御用有之高田孫左衛門罷出居候
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進御返書有之再御往復有之
　　　　　小路中納言殿ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　過日之御返書被進之
一御締切御寝御夜詰引九時三寸廻り
　　　　T五月廿七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良菴
一御神拝如例
　　　　　長谷宰相殿江　　　　御直書被進
一五半時過本多修理方御用有之中根雪江同断高田孫左衛門同断
一例刻御供揃ニ而御参　朝被遊
一御出殿五半時弐寸五分御帰殿五字前三十分時
一御帰殿之上本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御直書被進之
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　　　　　万里小路中納言殿ヘ　御直書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　素麺五玉
　　　　　岩倉侍従殿ヘ　　　　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　妹尾右衛門
　　　　　　　右鎌落前罷出於御居間拝謁被仰付候
一七半時前本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引十二字十五分
　　　　T五月廿八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五時過中根雪江御用有之青山小三郎同断
一同刻過前田飛驒守殿御出於御書院御逢被遊御茶菓被進之
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿三字三十五分時　御帰殿四字二十分時前
　　　　　諏訪因幡守殿ゟ　　　二重御組肴　　　　　　御側使者　前田亨亮
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　西陣織　袴地一　　　　　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　右者内願之通御伽御雇御免被成候ニ付御礼罷出
　　　　　　　御目見被仰付右之御品被下之
　　　　　阿波中納言様ヘ　　　御直書被進之
　　　　　尾張中将様ヘ　　　　交御肴一折
　　　　　　　右者御官位宣下ニ付為御歓被進之
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　　　　　山内容堂様江　　前記御組肴二重
　　　　　　　右者今日御京着ニ付御直書添ニ而被進之但御側使者之趣ニ而御留守居方相勤之
　　　　　長谷宰相殿江　　御参　内中御直書被進之御返書有之
一御帰殿後中根雪江御用有之
一七半時過表御締切御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸前
　　　　T五月廿九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神前御拝如例
一五時前中根雪江御用有之
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊
一御出殿八字後三十五分　　一御帰殿五字前十五分
一御帰殿後中根雪江御用有之畢而本多修理方高田孫左衛門
　伊藤友四郎御用有之
一七半時過表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　御直書　　セコント台一
　　　　　　　　　　　　　　　羊羹一箱　御団扇　同
　　　　　　　右者昨日之為御答礼被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱈の子漬三曲
　　　　　松平出雲守様ゟ　　　御直書被進之　金二百疋二包
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内壱包熊姫様ゟ被進之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御返書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　同
一五半時過高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
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　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進之
一表御〆切御寝御夜詰引十二字二分時前
　　　　T五月丗日　　晴　土用入　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過本多修理方高田孫左衛門青山小三郎御用有之畢而雪江御用同断
一去廿六日晩立御国表ゟ飛脚今朝到着御用状例之通差越候
　御方々様益御機嫌能御国表御静謐奉恐悦候左之通被進献上有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　御書　　刺鯖一籠十五刺　粉紫草〈ユカリ〉一瓶
　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書　刺鯖二　　粒蕎麦一箱
　　　　　　　青松院様ゟ　　　刺鯖　十刺之内五刺
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同ヲ　　　　　　　哥島　梶の　ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山沢　とゑ
　　　　　　　右青松院様御初御年寄中差上
　　　　　　　　　　　　　刺鯖五刺　　　　　　　　　　　　　　平本但見
　　　　　　　　　　　　　御煎茶　一箱　　　　　　　　　　　　十楽村清次郎献上
　　　　　尾張三位中将様ゟ　　越後縞二反
　　　　　　　　　　　　　　　交御肴　鯛四枚　鱸三　一折
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤貝三十
　　　　　　　右ハ是迄格別御懇情被進候御礼御挨拶
　　　　　宰相様　ゟ　　前記　交御肴
　　　　　殿様
　　　　　東本願寺御門主江
　　　　　　　右御取合ニ而過日之御挨拶として被進之
一於御国表敬左衛門元家来御咎被　仰付候由御目付ゟ移り有之ニ付左之通
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　遠慮伺指出候処不及其儀旨御指図有之直ニ出勤仕候も恐入候得与も御用多之
　御時節ニも□之故致出勤当番相勤
　　　　　　　私元家来与四郎と申者先達而於御国表御城下追放被
　　　　　　　仰付奉恐入候依之遠慮仕罷在度奉存候此等之趣
　　　　　　　御家老中迄宜被仰達可被下候以上
　　　　　　　　　　　五月　　　　　　　　　　　　　　　　　　香西敬左衛門
　　　　　松井周防守殿ゟ　　杉折二重組御生菓子一　御肴料金千疋
　　　　　戸田大和守殿江　　御直書被進
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　同
一今朝被　仰進候由ニ而七半時過ゟ備前侍従池田信濃守殿戸田大和守殿御出有之
　申上ニ而御書院迄被為入御案内ニ而直ニ御三階ヘ御登り御茶御菓子御多葉粉盆如例差上之
　御程合ニ而御吸物御酒御肴被進御刻限も移り候ニ付引続御膳指上御緩話被遊四半時比御退
　散被遊候ニ付御廊下御喰違［表御錠口界］迄御見送被遊　但御三階始終表御締切ニ而老女初
　罷出居候
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T六月朔日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　七ツ時ゟ　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　良菴
一御神拝如例
一五半時御家老本多修理方毛受鹿之介御用有之
一五半時御供揃ニ而当日為御祝義　御参　朝被遊　御祝酒并御飯御菜御頂戴被遊候
一御出殿五半時二寸廻り御帰殿九半時二寸廻り
一御帰殿之上雪江御用有之
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　　　　　近衛前左大臣様江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖五刺
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　　　養老酒一瓶　　　　　　　　　　　清涼寺
　　　　　　　右者暑中為伺　御機嫌罷出差上之
　　　　　　　　　　　　　　　生菓子一箱　　　　　　　　　　　小河弥右衛門
　　　　　　　右者此程　御筆頂戴之御礼与して差上雪江迄差出之
　　　　　鷹司前右大臣様江　　御生菓子杉二重組折
　　　　　　　右者暑中為御見舞御直書添被進之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御直書　四半斤二　喜撰
　　　　　　　　　　　　　　　煎茶弐壺　　　　　雁金
　　　　　　　右暑中為御見舞被進之
　　　　　御同殿江　　　　　　前記生菓子一　刺鯖三刺
　　　　　　　右者暑気御見舞御答礼旁被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書　刺鯖五
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
一七半時過表御締切被仰出御三度御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引九時弐寸廻り
　　　　T六月二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出雲少将様御家老
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小田要人
　　　　　　　右拝謁相願於御居間御逢有之鹿之介侍座
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊御退朝掛尾州様御勤被遊候
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一御出殿四時ヘ壱寸五歩前　　御帰殿七半時ヘ一寸前
一五半時本多修理方中根雪江毛受鹿之介大宮藤馬御用有之
一御帰殿之上御懸り湯被為済雪江鹿之介御用有之
　　　　　近衛前左大臣様ゟ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　水仙粽一台
　　　　　鷹司前右大臣様ゟ　　同
　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　右者暑中為御見舞御答礼旁被進之
　　　　　　　　　　　　　素麺二百把　　　　　　　　　　　　　上善寺ゟ
　　　　　　　右暑中ニ付為伺　御機嫌差上之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上　　　　　御団扇三本
　　　　　山内容堂様江　　御直書被進之　右
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　同　　　　　　御所ニ而御拝領
一今晩御国表ヘ三里継飛脚被差立候ニ付左之通被進之
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　　　　　　　　先記　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初
　　　　　　　　　　　　　水仙粽ヲ　　　　　　　　　　　　　　両部屋両番
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御伽大奥へも
　　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　外ニ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堀平大夫
　　　　　　　右両人被為召被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時
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　　　　T六月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
　　　　　山内容堂様ゟ　　　　　御返書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　　同
　　　　　中山一位殿ヘ　　　　　御直書　刺鯖五刺
　　　　　正親町三条前大納言殿ヘ同　　同
　　　　　　　右暑中為御見舞被進之
一五時過本多修理方雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿　　　　　　御帰殿七時五分前
一御帰殿直ニ御懸り
一御湯後中根雪江御用有之
　　　　　　　　去　　日御国表出立道中早駆ニ而　　　　　　　　水野小刑部
　　　　　　　　今夕帰京
　　　　　　　右ニ付被為　召御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　猪子権左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　横井五百里
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浅見岱輔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大谷千熊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　後石原万千次郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前本多岩之丞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西脇林右衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大関弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井政右衛門
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川地平馬
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中村藤太
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯嶋源橘
　　　　　　　右ハ去廿八日同晦日両日ニ出立之所
　　　　　　　今朝同時ニ到着
一御帰殿後　御目見被　仰付御意被成下［今度俄ニ出立太儀］其上御酒三升御肴煮肴
　被下置［御小屋頂戴］懸り湯被下之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書御壱封
　　　　　　　　　　　　　右五百里江御托シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　羽二重昆布一箱　献上　　　　　　　　御供頭初　　ゟ
　　　　　　　　　　　　　越ノ雪　　一箱　　　　　　　　　　　御馬廻り一統
　　　　　　　　　　　　　くるみ　　一箱　同　　　　　　　　　横井五百里ゟ
　　　　　肥前々中将様江　　　西瓜二
　　　　　　　右ハ過日来之御容体為御見舞御手許使者之趣ニ而
　　　　　御同所様ゟ　　　交御肴一折　　　　　　　　　　　御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　光村寛六
　　　　　　　右ハ先日来毎々御不快為御尋御使且御品々被進厚忝思召候
　　　　　　　不取敢御挨拶ニ被進重而御帰国之上陶器被進度尚御注文
　　　　　　　被仰越候様被仰進
　　　　　備前侍従様江　　絵半切三百枚　雲丹弐合入五筥　御直書添御返書有之
　　　　　　　右ハ近々御発途御帰国ニ付被進之
　　　　　戸田大和守殿ゟ　御直書被進御返書被遊
一七半時過表御締切ニ而御膳被召上
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　　　　　蜂須賀阿波守様江　　御直書被進
　　　　　肥前閑叟様江　　　　同
　　　　　山内容堂様江　　　　同
　　　　　秋月右京亮殿江　　　同
一表御締切御寝御夜詰引九時五分廻り
　　　　T六月四日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　三盆白糖　差上之　　　　　　　　　　三国幽眠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　小学
　　　　　久我大納言様江　　　羽二重　昆布一箱　刺鯖三
　　　　　飛鳥井大納言様江　　刺鯖五刺
　　　　　　　右暑中為御見舞御直書添ニ而被進之
一五半時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一依御所労今日之　御参　内不被遊候
　　　　　議定御方ヘ　　　　　御直書
　　　　　弁事御方ヘ　　　　　同
　　　　　右者今日御断ニ付被進之
一四時過雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
　　　　　中山一位殿ゟ　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　晒葛一箱
　　　　　肥前々中将様ゟ　　　鮎一台
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　御直書被進之
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　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　阿波中納言様江　　　御直書被進之
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進之御返書有之
一九時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　坊城右大弁宰相殿ヘ　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱被進之御返書被遊
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　御直書被進御返書有之再御往復有之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一今夕桜井雲心被為召鎌落過ゟ御座ノ間ニおゐて御鷹画被仰付被遊
　御覧御酒御肴被下置雪江孫左衛門友四郎一馬被為召拝見被仰付御酒御肴等
　被下之四時過相済雲心ヘ扣所ニ而御飯被下之
　　　　　　　　　　　　　金千疋　　　　　　　　　　　　　　　桜井雲心ヘ
　　　　　　　右者過日罷出候節之為御挨拶被下之今朝為持遣シ候
　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　　　堀平大夫
　　　　　　　　　　　　　御扇子対　ツヽ　　　　　　　　　　　真杉所左衛門
　　　　　　　　　　　　　御盃一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梁田八十郎
　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　　　渥美重六
　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　津田達太郎
　　　　　　　　　　　　　猪口一　　　　　　　　　　　　　　　松田直人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　　　右者御供頭御馬廻り到着迄介被仰付相勤候ニ付被下之
　　　　　　　今日　御出殿之節
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　　　　　　　御目見被仰付可被下之所御参　内無之ニ付其段申聞
　　　　　　　被下当局ニ而取計之
一表御締切御寝御夜詰引九時五歩廻り
　　　　T六月五日　　夕折々雨　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時過雪江御用有之畢而本多修理方高田孫左衛門御用有之
　　　　　長門宰相様ゟ　　　　交御肴一折　中鯛二　はも二　蛤
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸
　　　　　　　右ハ先日御参　内之節御心添被成進候為御挨拶御側使者光永新四郎を以
　　　　　　　被仰進
　　　　　徳大寺大納言殿江　　前記御肴御直書添ニ而被進之但御代筆
　　　　　伊達宰相様江　　　　雲丹弐合入五ツ
　　　　　　　右ハ昨日御京着之為御歓御直書添ニ而被進之
　　　　　秋月右京亮殿　江　　御連名ニ而御直書被進之
　　　　　戸田大和守殿
一九時過表御締切ニ而御二度御膳被召上御膳後表ニ相成
一八半時過暑中御見舞旁御逢被成度秋月右京亮殿御書院御通り之上御用人ゟ申上直ニ
　御書院ヘ被為入御案内ニ而御座間御着座御用御談有之御用中雪江被為召夫ゟ御三階ヘ
　御登り被遊御茶御菓子差上之暮時前宇和島宰相様御出有之御案内ニ而御座間
　御着座御用御談有之被為済御三階ヘ被為入清涼寺雪爪和尚罷出居被為　召
　陪座雪江同断御吸物御酒御程合ニ而御膳被進但御三階ハ表御締切ニ相成
　老女初罷出居候四半時過御弐方様御一所ニ御退散御書院境御廊下迄御見送被遊候
　　　　　長門宰相様江　　　　交御肴一折　　鯛　はも　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱸
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　　　　　　　右者御京着為御歓被進之
　　　　　山内中納言様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　徳大寺大納言殿ゟ　　御返書　御蒸菓子一箱
　　　　　　　右者過刻之御挨拶被進之
　　　　　秋月右京亮殿江
　　　　　坊城右大弁宰相殿ゟ　御直書被進
　　　　　阿波中納言様ヘ　　　御直書
　　　　　肥前々中将様ヘ　　　御直書被進御返書有之
一御締切御寝御夜詰引九半時弐寸前
　　　　T六月六日　　曇夕刻雨　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五半時過本多修理方雪江高田孫左衛門等御用有之鹿之介藤馬同断
　　　　　中御門殿ゟ　御廻達来り土佐様ヘ御廻シニ相成候
　　　　　阿波中納言様ゟ　　　御直書　被進之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　暑中ニ付
　　　　　　　　　　　　　　　御直書　　被進之御返書被遊　月成奉書　一束被進之
　　　　　　　　　　　　　　　鯨粕漬一桶　　　　　　　　　雲丹二合入五箱
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　同　　　　被進之御返書被遊　其節　七寸御重二被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御水菓子一御煮染一
　　　　　飛鳥井大納言様ゟ　　同
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　万国公法四冊
一四半時過為伺　御機嫌松平貫之助水野小刑部罷出候
一九時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御茶二壺　松の花
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　露山
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子一箱
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　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　真瓜一籠　　　　　　　　　　　　　　高台寺□（へヵ）
　　　　　　　右同断ニ付差上之
　　　　　岩倉侍従殿ヘ　　　　御直書　　　　被進之御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子越雪一箱
　　　　　中御門大納言殿ヘ　　御直書　　　被進之御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　御蒸菓子一箱
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進之御返書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　土佐中納言様江　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御返書被進之
　　　　　　　　　　　　　御直書　　　　　　　　　　　　　　　観智院僧正へ
　　　　　　　　　　　　　真瓜一籠
　　　　　　　右者暑中ニ付被遣之
　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　藤堂帰雲
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右者近々出立帰国ニ付為伺
　　　　　　　御機嫌罷出候右ニ付友四郎面謁其段申上候処以
　　　　　　　思召右之御品被下之
　　　　　　　　　　　　　御生菓子一箱　　　　　　　　　　　　木村東市正
　　　　　　　右者暑中為伺　御機嫌差上之大奥ヘ差出候
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　金千五百疋　　　　　　　　　　　　　桜井雲心ヘ
　　　　　　　　　　　　　外ニ御酒代五百疋　塩つむぎ
　　　　　右者一昨夜被為召御席画被仰付其余被仰付も有之
　　　　　候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　御初穂二百疋　　　　　　　　　府中　引接寺ヘ
　　　　　　　　　　　　　外ニ三百疋白砂糖一斤
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　　　　　　　右者兼々御祈念も仕今度上京致シ伺
　　　　　　　御機嫌且明日出立罷帰り候ニ付被下之
一夜五時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引九半時二寸廻り
　　　　T六月七日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五時過本多修理方雪江高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿　　　　御帰殿
一御帰殿之上御懸り湯被遊御湯後中根雪江御用有之畢而高田孫左衛門同断
一七半時過表御締切御膳被召上御膳後本多修理方御用有之
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　水羊羹一台十五棹
　　　　　久我大納言様ゟ　　　御菓子玉水三　御返書添
　　　　　松平日向守様ゟ　　　御菓子金平糖　　　　　　　　　御側使者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重田喜平治
　　　　　　　右暑中為御見舞被進之
　　　　　　　　　　　　　一昨五日御国表出立　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　　　　今夕到着　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
一御三度後本多修理方并右三人被為　召御用有之
　　　　　　　　　　　　　芦柄団扇三　三鞭酒壱瓶　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　同　　　二　同　　　　　　　　　　　中根雪江
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　　　　　　　右暑中ニ付以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　硝子小皿十枚　団扇一　　　　　　　　八十瀨
　　　　　　　　　　　　　晒壱反　メレンス腰帯一　　　　　　　たま
　　　　　　　　　　　　　同　　　同　　　　　　　　　　　　　ゆら
　　　　　　　　　　　　　硝子皿一　ツヽ　　　　　　　　　　　小野田
　　　　　　　　　　　　　団扇一　　　　　　　　　　　　　　　藤田
　　　　　　　右暑中ニ付以思召御締切中被下之
一御締切御寝御夜詰引四半時五分廻り
　　　　T六月八日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時本多修理方御用有之
　　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬一反　　　　　　　　　　　藤堂帰雲江
　　　　　　　　　　　　　藁紙五百枚
　　　　　　　右ハ旧冬已来毎々差上物も有之今般帰国ニ而為御返被下之
　　　　　山階宮　　江　　前記水玉三
　　　　　　　右暑中為御見舞御直書添ニ而被進之
　　　　　山内容堂様江　　御直書被進
一例刻御供揃ニ而御参　内被遊
一御出殿四時ヘ一寸前　御帰殿七時ヘ一寸五歩前
一御出殿前本多修理方松平備後方中根雪江御用有之
一御帰殿之上御掛湯被遊候
一御湯済本多修理方高田孫左衛門御用有之
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　　　　　　　　　　　　　　　去ル四日御国表出立　　　　　　　門野集（隼）雄
　　　　　　　　　　　　　　　今夕到着　　　　　　　　　　　　荻野秋雄
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　毛利元蔵
　　　　　　　右ニ付　御帰殿之上
　　　　　　　御目見被仰付候
　　　　　御簾中様より　　　　御書
　　　　　　　右者元蔵ヘ御托シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　集（隼）雄初三人
　　　　　　　右者御国ゟ持参ニ而差上之
　　　　　難波様ゟ　御肴一台　鯛一
　　　　　　　　　　　　　　　はも一
　　　　　　　右者毎々御馬御拝借等有之候ニ付為御挨拶被進之
　　　　　　　　　　　　　　　蓮飯一籠　　　　　　　　　　　　観智院僧正ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　しき焼
　　　　　　　右者暑中ニ付被差上之
　　　　　　　　　　　　　　　一昨六日御国出立　　　　　　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　　　今夕到着　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　堤五市郎
　　　　　　　右三人罷出
　　　　　　　御目見被仰付御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　右対馬ヘ御托シ被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　正親町三条殿ゟ　　　水仙粽一台
　　　　　　　右暑中ニ付御直書添ニ而被進之
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　　　　　土佐中納言様ヘ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鴫焼一籠
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蠏江太兵衛
　　　　　　　　　　　　　合口下緒一　　　　　　　　　　　　　西川小源太
　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　　　根来記紀之允
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川陽八郎
　　　　　　　右者休暇被仰付明九日出立罷帰りニ付
　　　　　　　御目見被仰付
　　　　　　　御手自被下之
　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　外ニ　暑中ニ付　　　　　大島淳平
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　百疋
　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　御酒御肴被下
　　　　　　　右同断ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　御酒御肴　　　　　　　　　　御側向　今日着之面々
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明日出立之面々
　　　　　　　右之通被下之
一今晩飛脚被差立候ニ付御機嫌状御日記御用状共例之通差出候
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書　御画一枚
　　　　　　　　　　　御拝領　御団扇一本　雲心画一枚
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　御書
　　　　　　　青松院様ヘ　　　　　御画一枚　雲心画一枚
　　　　　　　　　　　　　御拝領　御団扇一
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　薫衣香一　万国公法一冊
　　　　　　　右於
　　　　　　御所御拝領被遊候
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書　
　　　　　　　　　　　　　　　硝子皿大二枚　ツヽれ織御多葉粉入一
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　御書　
　　　　　　　　　　　　　　　硝子コップ二本　御団扇三本
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　　　　　信次郎様ヘ　　　　　メレンス御帯
　　　　　　　　　　　　　　　御手遊亀五ツ　人形大小十八
　　　　　青松院様ヘ　　　　　　　硝子皿　弐枚
　　　　　　　　　　　　　　　　　アンヘラ一枚
　　　　　　　　　　　　　　　硝子菊形蓋物　砂とう入一　ツヽ　哥島
　　　　　　　　　　　　　　　団扇二本　　　　　　　　　　　　山沢
　　　　　　　　　　　　　　　硝子コップ一　　　　　　　　　　米田
　　　　　　　　　　　　　　　硝子蓋物小一　砂とう入団扇一　　梶野
　　　　　　　　　　　　　　　団扇二本　　　　　　　　　　　　とえ
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭一　団扇一ツヽ　　　　　　袖野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外山
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭一硝子皿一　　　　　　　　八重
　　　　　右者暑中ニ付紀之允太兵衛ヘ御托シニ而被進之被下之
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭団扇一ツヽ　　　　　　　　鹿之介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　チヨウキ一　　　　　　　　　　　敬左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　湯呑一
　　　　　　　　　　　　　　　チヨウキ一　　　　　　　　　　　新五兵衛
　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　御小姓頭取
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　ツヽ　　　　　御小姓　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　外ニ御菓子料百疋　　　　　　　　奥ノ番四人
　　　　暑中ニ付
　　　　　右之通以
　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　友四郎
　　　　　　　　　　　　　　　泡盛一瓶
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭一　御扇子一対　　　　　　小三郎
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭一　御扇子対ツヽ　　　　　貫之助
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小刑部
　　　　　　　　　　　　　　　晒手拭一　団扇一本　　　　　　　孫左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　木夕織羽織地一　　　　　　　　　玄珪　　江
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　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一扇子対　　　　　　　　御伽三人
　　　　　　　　　　　　　　　同　　外ニ金百疋　　　　　　　　鈴木璥二
　　　　　右同断ニ付以
　　　　　思召被下之
一表御締切御寝御夜詰引九時二寸廻り
　　　　T六月九日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五時過本多修理方松平備後方田内源介高田孫左衛門村田巳三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿四時五歩前　御帰殿七時弐寸前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御右筆部屋ヘ
　　　　　　　　　　　　　金五百疋ヲ　　　　　　　　　　　　　御右筆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同部屋坊主
　　　　　　　右ハ御職中格別御多用ニ付別段之訳合を以今度交代罷帰候ニ付被下之
　　　　　　　　但当春も非常之御用多ニ付［交代之節被下之］
　　　　　植松少将殿ゟ　　　　御直書被進　御返書添
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保命酒一瓶被進之
一御帰殿後御懸り湯被遊
一七半時過御三度御膳被　召上表御締切如例
　　　　　阿部様ゟ　　　　　　名酒九瓶　浜焼鶏卵一箱
　　　　　　　右ハ御縁女様之義ニ付彼是御心配被成近々御挨拶ニ被進之
　　　　　　　　　　　　　　　白砂糖　大曲物　　　　　　　　　三井八郎右衛門献上
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　　　　　堀川新三位殿江　　　御直書　御指御脇差□
　　　　　　　右ハ今日於　御所御約束被為在候由ニ而御差出ニ相成入
　　　　　　　天覧直ニ御下ヶニ相成其節　御持古御下緒御拝領被遊候
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　右ハ太兵衛義御国表江休暇出立ニ付御托ニ而被進之
一表御締切御寝御夜詰引九半時
　　　　T六月十日　　曇夕方雷鳴大雨　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時前本多修理方高田孫左衛門御用有之畢而中根雪江御用同断
一例刻御供揃ニ而御参　内被遊候
一御出殿四時ヘ五歩前　御帰殿八半時ヘ五歩前
一御帰殿之上雪江孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　去ル七日御国出立　　　　　　　　　　水谷織部
　　　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　　　右ニ付罷出
　　　　　　　御目見被仰付候
　　　　　御簾中様より　　　　御書
　　　　　　　右織部ヘ御托シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　去ル七日御国出立　　　　　　　　　　千種宗伯
　　　　　　　　　　　　　今夕到着
　　　　　　　右　御目見被仰付候
　　　　　　　　　　　　　　　メリヤス手袋一　　　　　　　　　本多勝三郎
　　　　　　　　　　　　　　　日記帳一
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対
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　　　　　　　右者大坂表ヘ為修行罷越候ニ付　御目見被仰付被下之
一七時前本多修理方御用有之
一同刻過本多興之輔方被罷出御茶菓被下之御人払御用有之田内源介
　侍座
　　　　　霊寿院殿ゟ　　　　　白砂糖一箱
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一鎌落過本多興之輔方松平備後方田内源介御用有之畢而高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　七寸重二　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方
　　　　　　　　　　　　　　　煮肴一浸し物一
　　　　　　　右之通以
　　　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　御酒　　　　　　　　　　　　　　本多興之輔方
　　　　　　　　　　　　すまし御汁　玉子　　　　　　　　　　　本多修理方初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御屋形詰合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御役人ヘ
　　　　　　　右者御用多遅刻ニも相成候ニ付被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T六月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　敬左衛門
一御目覚御例刻　五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之引続田内源介村田巳三郎千本弥三郎御用有之
一四半時過中根雪江松平備後方本多修理方御用有之
一九時過表御締切被仰出御二度御膳被召上
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一八時過本多興之輔方松平備後方御用有之畢而高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　今夕俄ニ出立御国表ヘ罷帰候ニ付　　　天方対馬
　　　　　　　　　　　　　御目見被　仰付　　　　　　　　　　　堤五一郎
一三字御供揃ニ而岩倉卿御招請ニ付加茂香川別荘ヘ御乗切ニ而被為入
一御出殿前本多修理方松平備後方御用有之
一御出殿八半時五歩廻り御帰殿六半時二寸廻り
　　　　　尾張大納言様ゟ　　御直書被進　　岐阜提灯拾　尾張織袴地五反
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御肴弐千疋　［但御品ハ御跡ゟ相廻候筈六月十六日御品物相廻り候］
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　中御門大納言殿ゟ　　御直書　　　岐阜提灯五
　　　　　西本願寺御門主ゟ　　御直書　　　琥珀糖
　　　　　　　右
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御重詰八寸　指身一　口取もの一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　浸しもの一
　　　　　　　右ハ今日香川別荘ヘ御持セニ而被進之
一香川別荘ニ而御約速（束）被為在御帰殿引続岩倉卿御父子徳大寺殿土佐中納言様
　宇和島宰相様秋月右京亮殿直ニ御三階ヘ御登り被遊表御締切ニ相成不取
　敢焼鰹雲丹蚫酢貝梨菓等ニ而御酒被進御緩々御噺被遊御席ヘ本多修理方
　松平備後方中根雪江田内源介被為召候十字過御供揃被仰出岩倉卿御父子
　徳大寺殿御帰り引続容堂様御初御退散被遊候　但［御断被為有御三階下迄御送り被遊候］
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多修理方
　　　　　　　　　　　　　御吸物出来候ヘ共被進無之ニ付　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　　　　其余御残り御酒肴　　　　　　　　　　中根雪江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高田孫左衛門
　　　　　　　右之通被下ニ相成当局ニ而頂戴之
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　　　　　千種前少将殿ヘ　　　御直書被進之
　　　　　石野大夫殿ヘ　　　　同　　御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　同　　御返書有之
　　　　　三条西殿ヘ　　　　　同　　同
一表御締切御寝御夜詰引九時過
　　　　T六月十二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神拝如例
一五時過本多修理方御用有之引続雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　御手綱一　　　　　　　　　　　　　　村田巳三郎
　　　　　　　右者今夕出立御国ヘ罷帰り候ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿四字へ掛り　御帰殿七時一寸五歩前
　　　　　　　　　　　　　去ル九日御国出立　　　　　　　　　　上坂藤大夫
　　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　　　右ニ付　御出殿前
　　　　　　　御目見被仰付候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　素麺一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　素麺一箱
　　　　　　　右藤大夫ヘ御托シ被進之
　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　藤大夫
　　　　　　　右者御国ゟ持参ニ而差上之
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　　　　　　　　　　　　　御酒煮肴　　　　　　　　　　　　　　松平備後方初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　此度上京之面々ヘ
　　　　　　　右之通旅宿ヘ被下之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　塗鞭一　　　　　　　　　　　　　　　小栗五郎大夫
　　　　　　　　　　　　　メリヤス手袋一
　　　　　　　右者今般御広式御用人被仰付明日出立御国表ヘ罷帰り候ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
　　　　　一条様ゟ　　　　水仙糖一台
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　植松少将殿ヘ　　　　御直書被進之
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　同
　　　　　紀伊中納言様ヘ　　　御直書被進之
一六時過ゟ本多修理方松平備後方田内源介高田孫左衛門千本弥三郎被為召御用有之
　御用中御吸物御酒御肴等被下之
一表御締切御寝御夜詰引
　　　　T六月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五半時過本多修理方松平備後方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字　　　　　　　御帰殿四字三十八分
　　　　　　　　　　　　　後仙御裁付一　西洋手袋一　　　　　　本多興之輔方
　　　　　　　　　　　　　銘酒一瓶桐箱入梅酒
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　　　　　　　右者今般為御名代上京被致候処御用済ニ付今夕出立
　　　　　　　御国ヘ被罷帰候間被為召御用有之右之御品
　　　　　　　御手自被下之
　　　　　　　　　　　　　仙台御高襠一具　　　　　　　　　　　松平備後方
　　　　　　　　　　　　　紗御紋付御羽織一　　　　　　　　　　田内源介
　　　　　　　右者御用有之上京今夕出立帰北ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
　　　　　　　　　　　　　帯地一御扇子対　　　　　　　　　　　稲葉左司馬
　　　　　　　右者今度交代明日出立帰北ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
　　　　　岩倉侍従殿江　　御直書被進之御返書有之
　　　　　紀伊中納言様江　同　　　　　同
一御帰殿直ニ御浴湯被為召
　　　　　山階宮ゟ　　　　水仙粽一台
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　備前侍従様ゟ　　御菓子一箱
　　　　　　　右者御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　御手綱　　　　　　　　　　　　　　　千本弥三郎
　　　　　　　右者御用有之上京今夕出立ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
一六字中根雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　　羊羹一箱　　　　　　　　　　　　　　酢屋　伊右衛門献上
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一六字後表御〆切ニ相成御三度御膳被召上
一五時高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　　　同
　　　　　　　青松院様江　　　　　同
　　　　　　　右者明日左司馬出立ニ付御托しニ相成被進之
一表御締切御寝御夜詰引九時ヘ弐寸前
　　　　T六月十四日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参官被遊
一御出殿四時　　御帰殿
一御帰殿之上本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　三条右大臣殿ゟ　　　やうかん　御多葉粉入五箱
　　　　　　　右者江戸表ゟ御廻シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　唐帋二本　　　　　　　　　　　　　　永平寺ゟ
　　　　　　　　　　　　　唐筆五本
　　　　　　　右者今般願之通被仰付候ニ付何角之御礼与して
　　　　　　　差上之
　　　　　　　阿波中納言様ゟ　御直書被進之　　　　肥前々中将様ヘ　七寸御重二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　玉子焼一　御差身一
　　　　　　　植松少将殿ゟ　過日之　　　　　　　　右為御見舞御手許使者之趣ニ而表ニ而
　　　　　　　　　　　　　　　御返書被進之　　　　勤之
一今夕三里継飛脚被差立候ニ付
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　　　　　殿様江　　　　　御直書
　　　　　　　右之通被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　殿様江　　　　　御書
　　　　　　　右者明十五日永田順右衛門出立帰北ニ付御托シ被進之
　　　　　　　　　　　　　金三百疋　　　　　　　　　　　　　　永田順右衛門ヘ
　　　　　　　　　　　　　御扇子　御盃
　　　　　　　右者過日差上物致シ候ニ付被下之
一表御締切御寝御夜詰引四時一寸廻り
　　　　T六月十五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万順
一御神拝如例
一五時過青山小三郎御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字五十分御帰殿八半時前
　　　　　　　　　蒸菓子一箱　　　　　　　　　　　　　　　　　新宮涼民
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　涼介
　　　　　　　右暑中為伺　御機嫌献上之
　　　　　三条西中納言殿江　　御直書被進之
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之
　　　　　筆姫様ゟ　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御多葉粉一箱
　　　　　　　右者御機嫌被為聞度被進之
　　　　　　　　　　　　　　　御国表ゟ到着ニ付　　　　　　　　田代道玄
　　　　　　　　　　　　　　　御目見被仰付　　　　　　　　　　細井玄篤
　　　　　近衛新前左大臣殿江　先記　蒸菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二合入　五曲
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　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
　　　　　壬生左衛門権佐殿江　御直書被進之
一七時過中根雪江御用有之
一七半時御膳被召上
一六半時高田孫左衛門御用有之
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御直書被進之御返書有之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進之
一四時表御締切被仰出候
一御締切御寝御夜詰引四半時
　　　　T六月十六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　本立
一御神前御拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上田万順
　　　　　　　　　　　　　　　御羽織紐一　ツヽ　　　　　　　　本山城益
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　大岩本立
　　　　　　　右者明日御国表江出立罷帰候ニ付
　　　　　　　御目見被仰付被下之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
一五半時過本多修理方御用有之
　　　　　清心院様江　　　　　益寿糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　絵半切三百
　　　　　　　右者此度江戸表ゟ御国表江被為入候ニ付御直書添ニ而被進之
　　　　　尹宮江　　　　　　　白砂糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御茶二壺
　　　　　　　右者暑中為御見舞被進之
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一両三日以前ゟ御腹合御爾々不被遊今朝御下痢被遊候ニ付玄珪被為召拝診被仰付
　候処御中暑ニ被為有候旨申上御薬調進仕候
一九時表ニ而御膳被召上
　　　　　宰相様ヘ
　　　　　日向守様　　　　　　暑中御見舞
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料金百疋
　　　　　出雲守様　　　　　　御菓子料金百疋
　　　　　御二所様より
　　　　　　　右之通被進之御菓子料者来月廿五日
　　　　　　　有覚院様御三回御忌御相当ニ付　御機嫌被為聞度被進之
　　　　　　　　　　　　　　　木綿手拭一　　　　　　　　　　　草尾一馬
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対　　　　　　　　　　　　林矢五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　永田儀平
　　　　　　　右者暑中御勤局彼是御用多相勤候ニ付以
　　　　　　　思召被下之
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書
　　　　　　　右者上田万順ヘ御托シニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　紀州名産　　　　　　　　　　　　　　久能丹波寺
　　　　　　　　　　　　　　　団扇一箱
　　　　　　　右者例年之通差上之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一六時過元珪罷出奉拝診候処今朝ゟ御薬被召上候上御通シも被為有候而御異条（状）も不
　被為有弥御軽易之御事ニ被為入候旨申上奉恐悦候
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T六月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
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一御目覚五時
一御神拝御代拝
一今日依　御所労御参朝御断
　　　　　議定御方　　　　　　御直書
　　　　　弁事御方　　　　　　同
　　　　　　　右御断ニ付被進之
　　　　　御内献　　　　　御哥書　和哥初学一部
　　　　　　　　　　　　　　　　　秋の寝覚　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　明題部類　同
　　　　　　　右之通中山一位殿迄御直書添御差出シニ相成候
　　　　　徳大寺大納言殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　　同　　　　　同　　御返書有之
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　　同　　　　　同　　御返書有之
　　　　　松平出羽守様ヘ　　　　御返書被進之
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　　御直書被進之
　　　　　松平日向守様ヘ　　　　御直書　御国製御菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御茶二壺
　　　　　　　右者暑中御見舞被進物御答礼旁被進之
　　　　　　　　　　　　　忍冬酒一瓶　　　　　　　　　　　　　木村藤市正江
　　　　　　　　　　　　　雲丹三曲
　　　　　　　右者過日差上物いたし候為御返被下之
一去ル十四日晩発御国表ゟ之飛脚到着小右衛門新左衛門ゟ御機嫌状御用状等相達御国表
　御静謐之段奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　御直文
　　　　　　　　　　　　　越後御帷地一反
　　　　　　　　　　　　　干鯛一枚　干鰈廿五枚
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　　　　　殿様ゟ　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　くるみ一箱
　　　　　　　　　　　　　焼鮎　　同　
　　　　　　　　　　　　　生雲丹　同
　　　　　　　　　　　　　御茶
　　　　　　　青松院様ゟ　御書
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹三曲　　　　　　　　　　　　袖の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸山
　　　　　　　　　　　　　　　白玉粉一袋　　　　　　　　　　　出浦銑之助
　　　　　　　右之通被進之差上之
一九時過表ニ而御膳被召上
　　　　　中山一位殿ゟ　　御返書被進之
　　　　　戸田大和殿江　　御直書被進之御返書有之
　　　　　植松少将殿江　　同　　　　　同
一八時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　松平三河守様ゟ　軽焼地一箱
　　　　　　　右者暑中為御見舞以御使者を被進之
一七半時過表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　戸田大和守殿ゟ　植和飴一壺
　　　　　　　　　　　　　かけ香五
　　　　　　　右者御書添ニ而被進之
　　　　　右御同人殿江　　御国製御菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　同御茶フリキ入
　　　　　　　右御返書被遊御移として被進之
　　　　　　　　　　　　　金弐百疋　　　　　　　　　　　　　　知恩寺江
　　　　　　　右者宝物色々指出入　御覧候ニ付為御挨拶被下之
一表御締切御寝御夜詰引四半時
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　　　　T六月十八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
　　　　　　　　　　　　　　　昨夕御国表ゟ到着　　　　　　　　三岡斧太郎
　　　　　　　右直ニ御目見可被仰付之処御締切中ニ付今朝
　　　　　　　御目見被仰付
一五半時青山小三郎御用有之引続本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一右御用済玄珪奉拝診候処弥御復常被為　入候段申上奉恐悦候
　　　　　殿様江　　　　　御直書
　　　　　　　右者御用被為在候ニ付今夕三里継被指立被進之
一今日も御参　朝御断昨日之通
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　御直書被進
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　同　　　　御返書有之
　　　　　松平日向守様ゟ　　　御返書被進之
一九時表ニ而御膳被召上
一今朝ゟ画工梅斎被為召御座間ニおゐて陶器類ニ画被仰付折々御座間ヘ被為
　入御覧且御好等被遊御二度御膳中扣所ニおゐて御酒御飯被下昼過も亦々
　罷出相認折々被為入御覧被遊候夕刻御酒御肴御飯等被下置候六時過相済
　御飯者扣所ニおゐて被下候
　　　　　肥前々中将様ゟ　　　八寸御重三　　　　すまし
　　　　　　　　　　　　　　　葛素麺一白砂糖一　　御汁仕立半弁一
　　　　　　　右者御不快為御見舞被進之
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進御返書有之
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　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　新雲丹一箱
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　御同所殿ゟ　御返書
　　　　　　　　　養老酒一瓶　カステーラ一箱
　　　　　　　右為御答礼被進之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一表御締切御寝御夜詰引十二字四分時
　　　　T六月十九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝御代拝
一五時過高田孫左衛門御用有之畢而本多修理方同断
一今日も御参　朝御断昨日之通
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御直書被進之
　　　　　阿野中納言殿江　　　同
　　　　　宇和島宰相様江　　　同
一九時過表ニ而御弐度御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　勢田蜆一籠　　　　　　　　　　　　　矢島新之助献上
　　　　　土佐中納言様ゟ　　　御直書　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　御印章一
　　　　　　　右之通被進之
一七時青山小三郎御用有之中根雪江鹿之介同断引続本多修理方高田孫左衛門同断
　　　　　植松少将殿江　　　　御直書被進御返書有之
　　　　　肥前々中将様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　御直書被進之
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一七半時表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　土佐中納言様ゟ　御廻達被進之
一六時過本多修理方中根雪江毛受鹿之介御用有之畢而高田孫左衛門同断
　　　　　　　　　　　　　先記　蜆　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　両部屋頂戴ニ相成
一表御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T六月廿日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　宗伯
一御神前御拝如例
　　　　　千種少将殿ゟ　　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　歌集御本御添但御拝借
一五時過本多修理方中根雪江御用有之
一今日御参　朝御断ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　墨流奉書紬一反　御直書添　　　　　　オールス江
　　　　　　　　　　　　　絵半切三百枚
　　　　　　　右者此度本多勝三郎洋学為修行長崎表ヘ罷越候ニ付
　　　　　　　御托しニ相成被遣之
一四時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一九時表ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　金五百両ツヽ　　　　　　　　　　　　御小姓一統ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御附四人ヘ
　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　御馬廻り一統ヘ
　　　　　　　右者　御職務中日々之　御出殿且格別御用多相勤
　　　　　　　候ニ付別段之以
　　　　　　　思召右之通拝借被仰付候上納之義者重而可被
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　　　　　　　仰出候
　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　手伝四人
　　　　　　　　　　　　　同壱両二歩ツヽ　　　　　　　　　　　台子向一統ヘ
　　　　　　　　　　　　　同二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　御料理方四人
　　　　　　　　　　　　　同壱両ツヽ　　　　　　　　　　　　　下代壱人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御盤立五人
　　　　　　　右同断御用多困窮相勤候ニ付拝借被仰付候
　　　　　　　　　　　　　金壱両ツヽ　　　　　　　　　　　　　御小道具方小遣
　　　　　　　　　　　　　同四両二歩ヲ　　　　　　　　　　　　御風呂屋六人
　　　　　　　　　　　　　同壱両　　　　　　　　　　　　　　　市村万蔵
　　　　　　　　　　　　　同拾両二歩ヲ　　　　　　　　　　　　御膳所定夫
　　　　　　　　　　　　　同三両二歩ヲ　　　　　　　　　　　　同　小遣十三人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　壱人江
　　　　　　　右者困窮相勤御膳所向者毎々御客来も有之御用多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本多勝三郎
　　　　　　　右者此間大坂表ゟ立帰り亦々今夕出立長崎表ヘ罷越候ニ付
　　　　　　　為伺　御機嫌罷出
　　　　　　　御目見被仰出候
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進之御返書被遊御代筆
　　　　　千種少将殿ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　大原大納言殿ゟ　　　養老酒二瓶　岐阜提灯二張　津島団扇三本
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木地茶盆一枚　晴雨傘一張
　　　　　　　右者此程濃州表ヘ御出之節被進物御答礼与して被進之
一七半時表ニ而御膳被召上
一六半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一表御締切御寝御夜詰引
A0143−00526-231
　　　　T六月廿一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一五時過本多修理方高田孫左衛門御用有之
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　御書
　　　　　　　右者昨夜御国表ヘ早脚之者被遣候ニ付被進之
　　　　　　　　　　　　　　　西瓜二　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎
　　　　　　　右者昨日御慰ミニもと差上之御締切中召上り被下ニも相成候
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　宇和島相様江　　　　同　　　　　同
　　　　　大原左馬頭殿江　　　同　　　　　同
　　　　　千種前少将殿　　　　御返書被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進之
　　　　　池田備前守殿ゟ　　　御直書被進之
一四半時青山小三郎御用有之中根雪江同断
一九時前藤馬御用有之
一九時御弐度御膳被　召上
　　　　　大原中納言殿江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　鯉二喉
　　　　　　　右者昨日被進物之御答礼且今日御着ニ付御歓旁被進之
一七時御供揃ニ而岩倉殿江被為　入
一御出殿七時弐寸廻り　御帰殿六半時
一右御出殿ニ付七時御三度御膳被召上
A0143−00526-232
一御帰殿直ニ本多修理方鹿之介藤馬青山小三郎高田孫左衛門御用有之
一右御用済御締切例之通
一御締切御寝御夜詰引九半時
　　　　T六月廿二日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　万吉
一御神拝如例
一五時過高田孫左衛門御用有之
一五半時過本多修理方鹿之介御用有之畢而藤馬同断
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿四時壱寸廻り　御帰殿四字五分時
　　　　　肥前々中将様ヘ　　　六寸御重二
　　　　　　　　　　　　　　　半シク卵一重　焼鰹一重
　　　　　　　右者御不快御様子此比如何被為有候也御承知被遊度
　　　　　　　御手許使者を以被進之
　　　　　　　　　　　　　　　昨廿一日朝御国出立　　　　　　　秋田玄蕃
　　　　　　　　　　　　　　　早駆ニ而今夕着
　　　　　　　右ニ付直ニ被為召御用有之本多修理方高田孫左衛門侍座
一去ル廿日立御国表ゟ早駆飛脚着御用状相達候御国表御静謐
　御方々様益御機嫌克被遊　御座奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書
　　　　　殿様　　　　　　　　御書
　　　　　　　右之通被進之
一殿様去ル七日ゟ新保浦ヘ御潮浴湯ニ被為入御相当被遊十五日益
　御機嫌克御帰殿被遊候旨申来奉恐悦候
A0143−00526-233
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一今晩立御国表ヘ飛脚被差立候ニ付例之通御機嫌状御日記御用状共差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　白玉粉一袋　葛まん寿形十五
　　　　　殿様江　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　亦奇録一部
　　　　　　　青松院様江　　　　　さつまいも
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進御返書有之
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　御酒御肴すまし御汁玉子　　　　　　　秋田玄蕃ヘ
　　　　　　　右者到着ニ付被下之
一表御締切御寝御夜詰引九半時ヘ壱寸前
　　　　T六月廿三日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一五時過本多修理方秋田玄蕃中根雪江鹿之介高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字六分　　御帰殿四字七分
　　　　　　　　　　　　　雀酢一桶　　　　　　　　　　　　　　新宮涼民献上
一御帰殿直ニ玄蕃鹿之介伊藤友四郎御用有之中根雪江高田孫左衛門同断
　　　　　　　　　　　　　　　御衣紋掛り被　　　　　　　　　　小林与一郎
　　　　　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　右之通於　御右筆部屋被仰付
一七半時過御締切ニ而御膳被　召上
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　　　　　土佐中納言様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　植松少将殿江　　　　同
　　　　　秋月右京亮殿江　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福山様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斎藤素軒
　　　　　　　右六時前罷出於御休息拝謁被　仰付御茶菓被下之
　　　　　　　　　　　　　　　素麺一箱　　右同人江被下之
　　　　　清心院様江　　　　　簾御多葉粉五
　　　　　　　右者斎藤素軒へ御托し被進之
一六時過秋田玄蕃被為召御酒肴御飯等被下之伊藤友四郎罷出候瓜生三寅も被為
　召罷出候但御締切中
　　　　　　　　　　　　　　　西洋狩之図額二面　　　　　　　　佐々木権六
　　　　　　　右者此度罷帰持参ニ而献上之
一御締切御寝御夜詰引十二字五分時前
　　　　T六月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
一御神前御拝如例
　　　　　千種前少将殿江　　　肥後葛素麺十五
　　　　　　　右者過日御本御拝借ニ相成候御挨拶被進之御直書添ニ而
　　　　　長谷宰相殿江　　　　御直書被進之
一五時過高田孫左衛門御用有之続而本多修理方秋田玄蕃中根雪江同断
　　　　　　　　　　　　　　　今夕御国表ヘ出立　　　　　　　　佐々木権六
　　　　　　　右罷出　御目見被仰付候
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　　　　　　　　　　　　　　　奈良晒壱反　　　　　　　　　　　佐々木権六江
　　　　　　　　　　　　　　　袴地　同
　　　　　　　右者差上物いたし候御返しとして被下之
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹弐升　　　　　　　　　　　　久能丹羽守殿ヘ
　　　　　　　右者差上物之為御答礼被遣之
　　　　　　　　　　　　　　　不老酒一瓶　　　　　　　　　　　平塚利助ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖三
　　　　　　　右御同様被下之
一御例刻之御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字十分　御帰殿
一御帰殿之上雪江御用有之
一七半時表御締切ニ而御膳被召上
一六時前高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引四半時壱寸前
　　　　T六月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
一一昨廿三日昼立御国表ゟ早飛脚着御国御静謐
　　　　　殿様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直被進之御返書有之
　　　　　土佐中納言様ヘ　　　同　　　　同
　　　　　三条西殿ヘ　　　　　同
一五時過本多修理方高田孫左衛門引続鹿之介中根雪江畢而青山小三郎御用有之
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一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字　御帰殿三字十分
　　　　　松平日向守様江　　　御肴料金二千疋
　　　　　　　　　　　　　　　仙台三階一掛ヶ
　　　　　　　右者明後廿七日御発途御帰国ニ相成候ニ付為御餞別被進之
一今朝被進仰ニ而七時過秋月右京亮殿植松少将殿御出御書院江御通御勤役申上ニ而御書院ヘ
　被為入御案内ニ而御居間ヘ御通御茶御菓子御多葉粉盆差上候六時比松平日向守様被為　入直ニ
　御居間ヘ御通被遊表御締切ニ而御吸物御酒御肴等被進御程合ニ而御膳被進十字前御退散ニ
　相成候秋田玄蕃中根雪江被為召御酒御肴頂戴被　仰付候
　　　　　植松少将殿江　　　　岐阜提灯三張
　　　　　　　　　　　　　　　新雲丹三曲
　　　　　　　右者御席上ニ而被進之
一表御締切御寝御夜詰引十二字廿五分
　　　　T六月廿六日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方玄蕃鹿之介青山小三郎高田孫左衛門御用有之中根雪江同断
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進御返書有之再同断
　　　　　久我大納言様ヘ　　　同
一四時過長門宰相様御出御書院ヘ御通之上御用人ゟ申上ニ相成御支度宜節御書院ヘ
　被為入御案内ニ而御座間ヘ御着座御挨拶済御多葉粉盆御茶菓被進御人払ニ
　相成御用済雪江等被為召御刻限ニも相成候ニ付御膳被進御膳済御供揃被仰出
　御三階ヘ御登り九時過御退散相成其節御使者間御入側迄御送り被遊候
一九時過高田孫左衛門御用有之
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　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　　　　　　　　　　　　　本多勝三郎
　　　　　　　右之通内献致度旨ニ而大坂表ゟ相廻シ候
　　　　　　　　　　　　　　　　　フツキ入
　　　　　松平出雲守様ヘ　　　御茶　常盤木半斤　雲丹二合入三箱
　　　　　　　　　　　　　　　　　同老松半斤
　　　　　　　右者日向守様ヘ御托シニ而被進之
　　　三条西中納言殿ゟ　　御返書被進之
一七半時前本多修理方高田孫左衛門御用有之
一七時過表御締切ニ而御膳被召上
一表御締切御寝御夜詰引四半時二寸廻り
　　　　T六月廿七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一今日御足痛ニ付御参　朝御断
　　　　　議定御中ヘ　　　　　御書　被進之
　　　　　弁事御中ヘ　　　　　同　　同
一五時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一四時過玄蕃雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　肥前閑叟様ゟ　　　　交御肴一折　鯛一　はも一　すゝき一
　　　　　　　　　　　　　　　御団扇一箱
　　　　　　　右毎々被進物之為御挨拶被進之
　　　　　紀伊中納言様ゟ　　　アラヒヤ芦毛御馬
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　金百疋ツヽ　　　　　　　　　　　口之者両人ヘ
　　　　　　　右御馬索参候ニ付為御酒代被下之
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一九時過御弐度御膳被召上
一八時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　尾張元千代様江　　　先記
　　　　　　　　　　　　　　　　交御肴一折
　　　　　　　右者過日被進物之為御答礼被進之
一八半時本多修理方中根雪江秋田玄蕃高田孫左衛門御用有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　徳大寺大納言殿ゟ　　　御返書被進之
　　　　　阿波中納言様ゟ　　　　御直書被進之
　　　　　長門宰相様江　　　　　御直書被進
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一右御膳済青山小三郎御用有之続而雪江本多修理方高田孫左衛門同断
一御締切御寝御夜詰引九時
　　　　T六月廿八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
一御神拝如例
一五時過高田孫左衛門御用有之続而本多修理方雪江玄蕃御用同断
一宰相様御事先般
　権中納言従二位宣下御猶予御願被成候処再応　御沙汰之趣ニ付御請ニ相成候
　ニ付今朝御例刻之御供揃ニ而　御参　内被遊御退　朝懸ヶ御廻勤被遊候
一御出殿四時　御帰殿七半時
　　　　　　　　　　　　　　　今夕御国表ヘ出立　　　　　　　　毛受鹿之介
　　　　　　　右ニ付御出殿前　御目見被仰付候
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　　　　　　　　　　　　　ボタ絽一巻　　御重一鯛照焼　　　　　毛受鹿之介江
　　　　　　　　　　　　　御手綱二懸　　　　　生麩染生カ
　　　　　　　右前（煎）茶今夕出立ニ付被下之
　　　　　御簾中様江　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御家老中初役人迄
　　　　　　　　　　　　　御書　　　　　　　　　　　　　　　　但見初御側向仲庵牛翁
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御広式御用人大奥老女初
　　　　　　　右鹿之介出立ニ付御托し被進之被下之
一御帰殿之上雪江御用有之引続本多修理方高田孫左衛門御用有之
一七半時過表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　久我大納言様ゟ　　　御返書被進之
　　　　　植松少将殿ゟ　　　　同
一今日左之通御勤局ゟ被仰出候
　　　　　宰相様御儀先般
　　　　　権中納言従二位宣下之処御請之儀御猶予御願被
　　　　　聞食候処再応
　　　　　勅命之趣有之ニ付昨廿七日　御請ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　ランプ一本油添　　　　　　　　　　　三岡八郎
　　　　　　　右之通内献之
一表御寝御夜詰引十一字九分時
　　　　T六月廿九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
A0143−00526-240
一五時過高田孫左衛門御用有之
一去ル廿六日晩立御国表ゟ飛脚着例之通御機嫌状御日記御用状共相達候御国表御静謐
　御方々様益御機嫌克被遊　御座奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　御書　干甘鯛弐枚
　　　　　　　　　　　　　　　塩鱈三本
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御書　塩鮎一箱
　　　　　　青松院様ゟ　　　　御文
　　　　　　　右之通被進之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字四十八分　　　御帰殿三字
　　　　　清心院様ゟ　　　　　御袂落し二ツ
　　　　　　　　　　　　　　　御多葉粉入三ツ
　　　　　　　右者年頭無急度被進ニ而今便相廻ル
　　　　　　　　　　　　　　　御肴料百疋　　　　　　　　　　　桃水
　　　　　　　　　　　　　　　干甘鯛二枚　　　　　　　　　　　おちゝ　はる
　　　　　　　　　　　　　　　越の氷一箱　　　　　　　　　　　孝顕寺
　　　　　　　右之通り差上候由ニ而今便相廻ル
　　　　　　　　　　　　　　　鰑一箱　　　　　　　　　　　　　大平眠雲
　　　　　　　右同断差上之
　　　　　　　　　　　　　　　布志名焼　茶碗五　　　　　　　　妹尾右衛門
　　　　　　　右者御筆頂戴被仰付候ニ付為御礼差上之
一御帰殿後玄蕃雪江藤馬高田孫左衛門御用有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進御返書有之
　　　　　中山一位殿江　　　　同　　　同
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　　　　　長門宰相様江　　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　同
　　　　　植松少将殿江　　　　同
一七半時過御三度御膳被召上
一六半時過表御締切例之通
一御締切御寝御夜詰引十二字十五分
　　　　T七月朔日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時過本多修理方雪江玄蕃高田孫左衛門御用有之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御肴一折
　　　　　　　右者八千丸殿昨日帰京被成候ニ付為御歓被進之
一四時過三岡八郎御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三国幽珉（眠）
　　　　　　　右四時過罷出御居間ヘ被為召御茶菓被下之
一九時御二度御膳被召上
　　　　　肥前々中将様江　　　八寸御重
　　　　　　　　　　　　　　　　　へつこふし一重
　　　　　　　右者御好之由御承知被遊御直書添ニ而被進之
一八半時過中根雪江秋田玄蕃御用有之本多修理方高田孫左衛門御用同断
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一五時高田孫左衛門御用有之
一表御締切御寝御夜詰引十二字八分
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　　　　T七月二日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一五時過高田孫左衛門御用有之
一五半時過本多修理方中根雪江玄蕃高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿八字五十五分　御帰殿
　　　　　九鬼長門守様ゟ　　　羊羹一箱
　　　　　右者御在所表ゟ被仰進候由ニ而御側使者ニ而被進之
　　　　　近衛前左臣様ゟ　　　交御肴一台　鯛一　塩蚫五
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はも一
　　　　　尾張三位中将様ゟ　　交御肴一折　鯛一　はも二
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤二
　　　　　聖護院宮ゟ　　　　　御馬代二百疋
　　　　　広橋大納言殿ゟ　　　同　　三百疋
　　　　　　　右者今般御官位　宣下被為有候為御歓被進之
　　　　　　　　　　　　　御酒二樽　　　　　　　　　　　　　　永平寺ゟ
　　　　　　　右同断ニ付差上之
　　　　　　　　　　　　　鮎二十　　　　　　　　　　　　　　　角倉伊織
　　　　　　　右者時候為御伺差上之
一七時過高田孫左衛門御用有之
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一六時過本多修理方中根雪江秋田玄蕃御用有之高田孫左衛門御用同断
　　　　　内侍所　　　御肴
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　　　　　　　右御頂戴ニ相成御戴残り夫々被下ニ相成候
　　　　　　　　　　　　　御番御供被　　　　　　　　　　　　　新宮涼介
　　　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　　　　　　　先記交御肴　鯛一　はも一　　　　　　同人ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蚫五
　　　　　　　右者毎々差上物致シ候ニ付為御返被下之
一表御締切御寝御夜詰引十一字三十六分
　　　　T七月三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄篤
一御神拝如例
一五時過高田孫左衛門御用有之
一今日依　御所労御参　朝御断
　　　　　議定御方ヘ　　　　　御書　被進之
　　　　　弁事御方ヘ　　　　　同　　同
　　　　　徳大寺大納言殿　　　同　　同
　　　　　宇和島宰相様
　　　　　肥前々中将様ゟ　　　　　御交肴一折
　　　　　　　右者御任官為御歓以御側使者を被進之
一五半時過本多修理方雪江玄蕃青山小三郎高田孫左衛門御用有之
一九時過御弐度御膳被召上
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書
　　　　　　　右者今夕三里継被差立候ニ付被進之
一七時過本多修理方御用有之高田孫左衛門同断
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
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　　　　　　　　　　　　　御筆対　小紙二　　　　　　　　　　　香西熊太郎
　　　　　　　　　　　　　御墨一
　　　　　　　右者明日出立御国表江罷帰候ニ付被下之
一六半時高田孫左衛門御用有之
一御締切御寝御夜詰引十二字十八分
　　　　T七月四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　良庵
一御神拝如例
　　　　　肥前々中将様江　御直書
　　　　　　　　　　　　　奈良晒弐疋
　　　　　　　　　　　　　雲丹弐升
　　　　　筆姫様江　　　　絵奉書御半切三百枚
　　　　　　　　　　　　　仙台干飯一箱
　　　　　　　右者明日御国表江御発途ニ付被進之
　　　昨日之記
　　　　　西本願寺ゟ　　　金三百疋
　　　　　鷹司前右大臣殿ゟ　同　三百疋
　　　　　　　右者今般御官位宣下被為在候為御歓被進之
一五時高田孫左衛門御用有之
一五半時過本多修理方中根雪江玄蕃御用有之
　　　　　久我大納言様江　　　白砂糖一曲
　　　　　　　　　　　　　　　霜の花御茶　壱斤壺入
　　　　　　　右御朦中為御見舞御直書添ニ而被進之
　　　　　筆姫様江　　　　御直書
　　　　　　　右者明日閑叟様御発途ニ付被進之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊御退　朝懸ヶ肥前様江被為　入候
一御出殿九字　御帰殿六字四十七分
一御帰殿之上雪江高田孫左衛門御用有之
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一七半時過御締切ニ相成御膳被召上
一六半時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　益寿糖一箱　　　　　　　　　　　　　倉橋ヘ
　　　　　　　　　　　　　同　　一箱ヲ　　　　　　　　　　　　養寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　重寿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　楽寿
　　　　　　　右者明日出立江戸表ヘ罷帰候者有之候ニ付被下之
一御締切御寝御夜詰引一字二十分時
　　　　T七月五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
　　　　　中川修理大夫殿ヘ　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖五刺
　　　　　　　右者昨日御京着ニ付為御歓被進之
　　　　　長岡左京亮様ゟ　　　　　搗剝木綿三反
　　　　　　　　　　　　　　　　　佐賀関鰑一曲
　　　　　　　右者先達而被進物為御答礼被進之
一五半時過青山小三郎御用有之
一四半時高田孫左衛門御用有之引続玄蕃同断畢而本多修理方御用有之
一九時過御弐度御膳被召上
　　　　　長谷宰相殿ゟ　　御直書被進之
　　　　　宇和島宰相様ゟ　同
　　　　　戸田大和守殿ゟ　同　　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　御扇子一　　　　　　　　　　　　　伊藤友四郎始江
　　　　　　　　　　　　　　紅染御手拭一
　　　　　　　右者今日大奥ヘ出被為召候ニ付被下之
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一七半時過表ニ而御三度御膳被召上
一御約束ニ而右同刻宇和島宰相様御出御書院江御通り之旨御用人申上ニ而御書院江被為　入
　御案内ニ而御居間江御通御多葉粉盆御茶御菓子差上之御人払御用有之被為済候
　上ニ而瓜生三寅被為召天毬之義御尋被遊六時前御退散ニ相成候
一六時過雪江高田孫左衛門御用有之御用済表御締切ニ相成候
一表御締切御寝御夜詰引十二字十分
　　　　T七月六日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例
一五半時過本多修理方雪江玄蕃高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候御退朝掛岩倉殿ヘ被為　入候
一御出殿八字五十五分　御帰殿
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進御返書有之
一御帰殿之上雪江高田孫左衛門御用有之
一六時過表御締切被仰出候
一表御寝御夜詰引一字二十一分時前
　　　　T七月七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一今日御参　賀依御所労御断
　　　　　議定御方ヘ　　　　　御書被進之
　　　　　弁事御方ヘ　　　　　同　　同
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　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進之
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一五半時過本多修理方雪江玄蕃高田孫左衛門御用有之
一九時過表御締切ニ而御膳被召上
　　　　　田安中納言様ゟ　　　越後縮弐疋
　　　　　　　右者大沢甚之丞御使ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　晒壱疋　　　　　　　　　　　　　大沢甚之丞
　　　　　　　右者此度御使ニ而罷出候ニ付献上之
一御兼約ニ而七半時過中川修理大夫殿御出御書院江御通之段御勤役ゟ申上ニ而御書院江
　被為　入御案内ニ而御居間江御通り御多葉粉盆御茶菓差上之御人払御用有之
　御用済御吸物御酒御肴御膳等被進之六時過宇和島宰相様御出前御同様御居間ヘ
　御通り前御同様被進之第十字過御退散ニ相成候
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　白藤前（煎）餅三曲
　　　　　　　　　　　　　　　椎茸一箱
　　　　　　　右者今晩被為入候ニ付被進之
一今晩御国表江飛脚被差立候ニ付御機嫌状伺状并小右衛門新左衛門江之御用状共例之通
　差出候
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書　　　　　　御菓子　御ろうそく　御線香
　　　　　　　　　　　　　　　八はし一箱　　　　右者来ル廿五日
　　　　　　　　　　　　　　　舟
　　　　　殿様江　　　　　　　御直書　　　　　　有覚院様御三回御正忌ニ付御備ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　梅酒漬一壺　　　　今便御廻シニ相成候
　　　　　　　青松院様江　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　　　養老酒一瓶
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　　　　　　　　　　　粕庭羅一箱ヲ　　　　　　　　　　袖の　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸山
　　　　　　　　　　　　　　　同　　同　　　　　　　　　　　　出浦銑之助へ
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　　　　　　　　　　　　　　　金弐百疋　　　　　　　　　　　　御乳持
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　はるへ
　　　　　　　右者毎々差上物いたし候ニ付為御返被下之
一表御締切御寝御夜詰引十二字四十九分
　　　　T七月八日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　玄篤
一御神前御拝如例
一今日御参　朝御断昨日之通
　　　　　議定御方江　　　　　御直書被進之
　　　　　弁事御方江　　　　　同　　　同
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之同刻過中根雪江御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田安様御家来　大沢甚之丞
　　　　　　　右罷出拝謁被仰付御茶菓被下之於扣所御掛合被下候
　　　　　　　　　　　　　　　黒帯地一　　　　　　　　　　　　秋田玄蕃
　　　　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　　　右者今夕出立御国表ヘ罷帰り候ニ付
　　　　　　　御手自被下之
一九時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進之御返書有之再被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊再来ル
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　同　　　　同　有之
一七半時前御湯被為召候
一同刻過表御締切ニ而御膳被召上
一表御締切御寝御夜詰引十二字二十分時前
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　　　　T七月九日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例　　　　　一敬左衛門腹潟ニ而今日ゟ引籠
一今日も御参　朝御断昨朝之通
一五半時過高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一四時雪江御用有之
一九時過御締切ニ而御膳被　召上
　　　　　三条西中納言殿ゟ　　御直書被進之御返書有之
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　御返書被進之
　　　　　植松少将殿江　　　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿　江　　御連名ニ而御直書被進御返書有之
　　　　　戸田大和守殿
　　　　　毛利宰相様ゟ　　　　御肴　一折　　鯛三
　　　　　山階宮ゟ　　　　　　交御肴　同　　鯛一　鱸一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛤
　　　　　　　右者今般御官位宣下被為在候為御歓被進之
　　　　　近衛前左大臣殿江　先記御肴　鯛二
　　　　　鷹司左大臣殿江　　同交御肴一折
　　　　　　　右者過日為御歓被進之御答礼として被進之
　　　　　　　　　　　　　先記三枚之内
　　　　　　　　　　　　　　　鯛一枚　　　　　　　　　　　　　大奥老女初ヘ被下之
　　　　　興正寺御門主ゟ　　　御馬代五百疋
　　　　　　　　　　　　　　　御樽代三百疋
　　　　　　　右者先般御官位宣下為在候為御歓被進之
一御兼約ニ而七時前秋月右京亮殿御出御書院江御通り之旨御用人ゟ申上ニ而御書院江
　被為　入御案内ニ而御居間ヘ御通り御多葉粉盆御茶菓差上之御人払御用有之
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　七半時戸田大和守殿御出御用人御案内ニ而直ニ御居間ヘ御通前同様差上之御程合
　ニ而御吸物御酒肴御飯等追々被進之四時御退散ニ相成候但御締切ニ而御饗応被進之
一御締切御寝御夜詰引十一字四十八分
　　　　T七月十日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例
一今日も御参　朝昨日之通り御断御参　朝日々無之ニ付御参　朝被為在候節ハ
　可申通旨被　仰出御右筆部屋ゟ達有之
　　　　　議定御方江　　　　　御直書被進之
　　　　　弁事御方江　　　　　同
一五半時過雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之同刻過本多修理方同断
一九時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　唐墨一挺　呈書添　　　　　　　　江州清涼寺ゟ
　　　　　　　　　　　　　　　詩戔（箋）一箱
　　　　　　　右者此度使僧を以差上之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　戸田大和守殿ヘ　　　御直書被進之御返書有之
一鎌落前中根雪江御用有之
一六時過本多修理方中根雪江大宮藤馬高田孫左衛門青山小三郎伊藤友四郎御用有之
一表御締切御寝御夜詰引十二字二十三分時前
　　　　T七月十一日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
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一御神拝如例
一五半時過藤馬高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　　　　　　　御手許
　　　　　　　　　　　書記方被　　　　　　　　　　　跡目小算　佐藤実吉
　　　　　　　　　　　仰付候
　　　　　　　右被仰付候旨藤馬殿ゟ通シ有之候ニ付被仰付当局ニ而
　　　　　　　取計之
一四時本多修理方雪江御用有之
一九時過表御締切ニ而御膳被召上
一九時過本多修理方雪江藤馬高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　御用之義ニ付御国表ヘ立帰　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　被仰付今夕出立
　　　　　　　　　　　　　養気酒一瓶　　　　　　　　　　　　　同人江
　　　　　　　右之通被仰付罷越候ニ付被下之
一七時高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様江　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　同
　　　　　　　右者藤馬出立ニ付御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　御尋被下候御直書　　　　　　　　　　御家老中初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例之通藤馬ヘ御托し
　　　　　御簾中様ゟ　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　御肴料三百疋
　　　　　　　右者先般御官位宣下被為在候為御歓被進之栗本寛七ヘ御托し
　　　　　　　　　　　　　　　去ル八日御国表出立　　　　　　　栗本寛七
　　　　　　　　　　　　　　　今日到着
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之御返書有之
　　　　　黒田下野守様ゟ　　　絹地耕石画一枚
　　　　　　　右者御約束之由ニ而被進之
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一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引十一字四十三分
　　　T七月十二日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　介　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　玄篤
一御神拝如例　　　一　新五兵衛頭痛気ニ而今日ゟ引籠
　　　　　議定御方江　　　御直書被進之
　　　　　弁事御方江　　　同
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　御直書被進之
　　　　　　　　　　　　　金弐万疋　　　　　　　　　　　　　　山脇道作江
　　　　　　　右者当御時態ニ相成候ニ付　御所ゟ御蔵米等も相渡り不申難渋
　　　　　　　至極ニ付段々申立歎願いたし出候ニ付無御拠次第ニ而右之通り御内
　　　　　　　証ゟ御内々被下之
一五半時過高田孫左衛門御用有之続而雪江御用有之
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進御返書有之
一四半時過出淵伝之丞罷出御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　去ル八日御国表出立　　　　　　　出淵伝之丞
　　　　　　　　　　　　　　　立帰御用ニ而今朝到着
　　　　　　　　　　　　　　　御国表ヘ明朝出立　　　　　　　　堀平大夫
　　　　　　　　　　　　　　　罷帰り候
　　　　　　　右明朝出立ニ付無急度御目見被仰付御菓子被下之
一九時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　　岩倉右兵衛督殿　江　御連名御書被進之
　　　　　徳大寺大納言殿
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御返書被進之
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　　　　　御簾中様江　　　御直書
　　　　　　　右者掘平太夫明日出立罷帰候ニ付御托し被進之
　　　　　　　　　　　　　御直書　　　　　　　　　　　　　清涼寺方丈江
　　　　　　　　　　　　　御茶半斤　唐紙御半切五巻
　　　　　　　右者先達而差上物いたし候為御返被下之
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　中元ニ付　　　　　　　御扇子三本
　　　　　朝廷ゟ御拝領　　　　御下緒一
　　　　　　　　　　　　　　　晒一疋
　　　　　　　右之通御引中ニ付宇和島様江御托しニ而御拝領ニ相成候
一御締切御寝御夜詰引
　　　　T七月十三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御拝如例
　　　　　議定御方江　　　　　御直書被進之
　　　　　弁事御方江　　　　　同
一五半時過本多修理方雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　同　　　　　同
　　　　　土佐中納言様ゟ　　　御直書被進之御返書被遊
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　同　　　　　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱　藁紙二百被進之
一四時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　水素めん一鉢　　　　　　　　　　御中﨟　たま江
　　　　　　　　　　　　　　　亀甲鰹一重
　　　　　　右不快為御尋被下之
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一九時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　合口御下緒一　　　　　　　　　　　　松平貫之助
　　　　　　　　　　　　　御扇子対
　　　　　　　右者明日出立御国表ヘ罷帰候ニ付　御目見被仰付被下之
　　　　　御簾中様江　　　御直書
　　　　　殿様江　　　　　同
　　　　　　　右者松平貫之助江御托しニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　明朝出立ニ付伺　　　　　　　　　　　真杉所左衛門
　　　　　　　　　　　　　御機嫌罷出候　　　　　　　　　　　　同他之助
　　　　　　　　　　　　　今日到着ニ付右同断　　　　　　　　　田中伝左衛門
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜷川林左衛門
　　　　　松井周防守殿ゟ　　　鰻蒲焼一箱
　　　　　　　右時候為御見舞被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　先記蒲焼
　　　　　　　右者御直書添ニ而被進之
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　　　　　八十瀨方江
　　　　　　　　　　　　　　　メレンス御服紗
　　　　　　　　　　　　　　　同三百疋　　　　　　　　　　　　たま江
　　　　　　　　　　　　　　　紅服りん御服紗
　　　　　　　　　　　　　　　同三百疋　　　　　　　　　　　　ゆら江
　　　　　　　　　　　　　　　硝子皿一　蓋物一
　　　　　　　　　　　　　　　金三百疋ツヽ　　　　　　　　　　尾の田　江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふし田
　　　　　　　右者御人少之処格別困窮相勤且病人世話等も不容易義ニ付以
　　　　　　　思召を被下之但中元ニ付旁被下之
　　　　　　　　　　　七寸御重
　　　　　　　　　　　　　御にしめ一重　　　　　　　　　　　　八十瀨初大奥ヘ
　　　　　　　右者御中﨟不快ニ付格別心配致世話候ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　御初穂百疋　　　　　　　　　　　　　清水観音江
　　　　　　　右者御中﨟不快ニ付御内々御祈禱被　仰付御備
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一七半時御締切ニ而御膳被召上
一六半時過中根雪江御用有之続而本多修理方高田孫左衛門同断
一御締切御寝御夜詰引十二字二十分
　　　　T七月十四日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例
　　　　　議定御方江　　　御直書被進之
一五半時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　御直書
　　　　　松井周防守殿江　　　絵半切三百枚　　御返書有之
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹壱升
　　　　　　　右者明日御発途帰国被致候ニ付昨日之御答礼御餞別旁被進之
一四時過本多修理方中根雪江御用有之
一九時御締切ニ而御膳被召上
　　　　　岩倉侍従殿ヘ　　　　御直書被進御返書有之
　　　　　宇和島宰相様ヘ　　　御直書被進
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大沢甚之丞
　　　　　　　右八時過罷出於御居間拝謁被仰付御茶菓被下之
　　　　　　　　　　　　　　　奉書袖一疋　同人江
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五箱
　　　　　　　右者先達而差上物も有之候ニ付被進之
一五字過土佐中納言様御出御書院ヘ御通之上申上ニ相成御書院ヘ被為入御案内ニ而御三
　階ヘ御登り被遊御着座之上御茶菓被進御人払ニ相成御程合ニ而御酒御吸物御肴
　被進引続御膳被召上八字過御退散ニ相成候
一五時過高田孫左衛門御用有之
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一御締切御寝御夜詰引十二字二十分時前
　　　　T七月十五日　　雨　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一五半時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一四半時過本多修理方中根雪江御用有之
一去ル十二日晩発御国表ゟ常便到着御機嫌状伺状小右衛門新左衛門ゟ之御用状例之通相達
　御国表御静謐奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　御書
　　　　　　　　　　　　　万引二枚
　　　　　殿様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　塩鱈弐本
　　　　　　青松院様ゟ　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　新雲丹二箱
　　　　　　　右之通り被進之
　　　　　御簾中様ゟ　　　　　越の雪一箱
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子料三百疋
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　菊落雁一箱
　　　　　　青松院様ゟ　　　　御菓子料百疋
　　　　　　　右者来ル廿五日
　　　　　　　有覚院様御三回御忌御相当ニ付御機嫌御伺として被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哥しま初
　　　　　　　　　　　　　　　御蒸籠一組ヲ　　　　　　　　　　袖の初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　花井初
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　養寿
　　　　　右同断ニ付御機嫌伺として差上之
　　　顕光院様ゟ　御肴料　弐百疋
　　　　　右者暑中ニ付御序ながら御機嫌被為聞被進之
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　　　　　　　　　　　　　　　御肴料百疋
　　　　　　　　　　　　　　　御墨二挺一箱　　　　　　　　　　もり山　友仙
　　　　　　　　　　　　　　　御筆三対
　　　　　　　右者年頭并忌中御機嫌伺として差上之
一九時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　御品物替り　　　　　　　　　　　高田孫左衛門江
　　　　　　　　　　　　　　　　　　金千疋
　　　　　　　右者御手許之義も色々繁勤ニ付以
　　　　　　　思召を被下之
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　御直書被進之御返書被遊
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　同　　　　　同
　　　　　土佐中納言様江　　　同
　　　　　三条西殿ゟ　　　　　御廻達相廻り
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　　筆姫様ヘ　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　御菓子一箱
　　　　　　　右者時候為御見舞被進之
一五時過高田孫左衛門御用有之
一御締切御寝御夜詰引十二字十分
　　　　T七月十六日　　曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之続而中根雪江同断青山小三郎同断
一四時過本多修理方御用有之
一九時御締切ニ而御膳被召上
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　　　　　岩倉右兵衛督殿ヘ　　御直書被進
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　御返書被進之
　　　　　　　　　　　　　金二両ツヽ　　　　　　　　　　　　　御小姓頭取ヘ
　　　　　　　　　　　　　同　壱両三歩　　　　　　　　　　　　門野隼雄
　　　　　　　　　　　　　同　壱両二歩ツヽ　　　　　　　　　　御小姓三人
　　　　　　　　　　　　役成より　　　　　　　　　　　　　　　高田利雄
　　　　　　　　　　　　　同壱両ツヽ　　　　　　　　　　　　　福田登
　　　　　　　　　　　　同　　　　　　　　　　　　　　　　　　八田三郎
　　　　　　　　　　　　　同　二歩
　　　　　　　　　　　　　同　二両ツヽ　　　　　　　　　　　　奥ノ番四人ヘ
　　　　　　　右者御滞京中格別御用多相勤候ニ付別段之訳を以
　　　　　　　被下之
　　　　　　　　　　　　　金三両　　　　　　　　　　　　　　　高田篤三郎
　　　　　　　　　　　　　同三両　　　　　　　　　　　　　　　伊藤勉之助
　　　　　　　右者御人少格別繁勤且此節柄難渋之訳合も有之ニ付
　　　　　　　別段之
　　　　　　　思召を以御手当被下之
一今夕火大字ニ付御兼約被為有五字前秋月右京亮殿御出御書院ヘ御通り之上申上ニ而
　御書院ヘ被為入御案内ニ而御三階ヘ御登り御手続例之通夫ゟ追々宇和島宰相様
　土佐中納言様戸田大和守殿御出同断御程合ニ而御吸物御酒御肴御膳等被進御締切ニ而
　御緩々被召上十字過御退散ニ相成候
　　　　　戸田大和守殿ゟ　　　七寸御重一
　　　　　　　　　　　　　　　紅白葛素麺
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御菓子一箱
　　　　　　　右者為御持ニ而被進之
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一表御寝御夜詰引十二字二十三分時
　　　　T七月十七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一五半時過中根雪江青山小三郎御用有之
一右同刻過高田孫左衛門御用有之
　　　　　御簾中様江　　　　　御直書
　　　　　　　右者今夕三里継飛脚被差立候ニ付被進之
一九時過御弐度御膳表ニ而被召上
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　土州様御家来
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　深尾鼎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下村圭太郎
　　　　　　　右御膳後罷出於御座間拝謁被　仰付御茶菓被下之
　　　　　　　於扣所御掛合被下之
一七時過中根雪江御用有之
一七半時過御締切ニ而御膳被　召上
　　　　　池田備前守殿ゟ　　　御肴料五百疋
　　　　　　　右者先般御官位宣下被為在候為御歓被進之
一五時過高田孫左衛門御用有之
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　御直書被進御返書被遊
　　　　　土佐中納言様江　　　同　　　　御返書有之
一表御寝御夜詰引十一字三十分
　　　　T七月十八日　　雨　昼過ゟ夜ニ至風雨強シ　　　　　　　当番　　新五兵衛
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例
一五半時過高田孫左衛門御用有之畢而中根雪江同断
一四時過高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　宇和島遠江守様江　　交御肴一折
　　　　　　　右者昨日御京着ニ付為御歓被進之
一四半時過宇和島宰相様御出御書院へ御通り之上申上ニ相成御書院ヘ被為入御案内ニ而
　御座間ヘ御着座御多葉粉盆差出御茶菓被進御用談被為有無程御帰りニ相成候
一当春以来之御時態ニ付無御拠義も被為有候ニ付今般御辞職御願宇和島宰相様を以
　御差出ニ相成候所今日宇和島侯御出ニ而左之通御書付を以被仰出候
　　　　　　　願之趣内外顧慮之情実不得已次第ニ候得共当今
　　　　　　　朝廷御多務且御無人中殊ニ其方儀深
　　　　　　　思食被為在更ニ御辞容難被　仰付候条早々出伺無
　　　　　　　他念可遂忠節候事
一四半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一同刻過早速御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿一字前十八分　御帰殿五字前三十分
一御出殿前御二度御膳被召上
　　　　　池田備前守様江　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖五刺
　　　　　　　右者昨日御京着ニ付為御歓被進之
一御帰殿之上中根雪江御用有之引続本多修理方高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　浅草海苔　　　　　　　　　　　　　　加藤藤左衛門
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　　　　　　　右者横浜表ゟ此度罷帰り直ニ出立帰北ニ付為伺
　　　　　　　御機嫌罷出右之御品差上之
　　　　　　　　　　　　　　　御用有之早駆ニ而　　　　　　　　奈良元作
　　　　　　　　　　　　　　　御国表ヘ罷越
　　　　　　　　　　　　　　　今晩出立
　　　　　　　　　　　　　　　菊酒一瓶　　　　　　　　　　　　同人
　　　　　　　右出立ニ付　御目見被仰付被下之
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　同
　　　　　　　右元作ヘ御托シニ而被進之
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御直書被進之
一表御寝御夜詰引十一字前五分時
　　　　T七月十九日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚六字三十分
一御神前御拝如例
　　　　　弁事御方江　　　　　御直書被進之
　　　　　宇和島宰相様江　　　同
一五半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　戸田大和守殿江　　　御直書被進御返書有之
一九時過表ニ而御膳被　召上
　　　　　秋月右京亮殿江　　　御直書被進之
　　　　　池田備前守殿ゟ　　　昨日之御返書　鰹節壱連
　　　　　　　　　　　　　　　　　　八木山蠟石　御印石三　御硯石御印付一
　　　　　　　右者昨日御京着ニ付御歓被進之為御答礼被進之
A0143−00526-262
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一表御寝御夜詰引十一字
　　　　T七月廿日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
一御神前御拝如例
　　　　　岩倉八千代丸殿江　　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　　　　　鼈甲節一重
　　　　　　　右者御不快為御見舞侍従殿迄御直書添被進之御返書有之
　　　　　徳大寺大納言殿江　　御重の内
　　　　　　　　　　　　　　　　　御生菓子　　　御直書添
　　　　　正親町三条前大納言殿江　右同様之御品　御直書添　　御返書　　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹波葛一箱
　　　　　　　右者先達而ゟ御不快ニ付為御見舞被進之
一五半時過本多修理方中根雪江青山小三郎高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字十分御帰殿三字三十五分
　　　　　清心院様ゟ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　銘酒二瓶　保命酒　本直酒
　　　　　　　右者此度内藤覚右衛門上京ニ付御托シニ而被進之
一七半時御締切ニ而御膳被召上
　　　土佐中納言様ヘ　　　　　御直書被進之
　　　阿波中納言様ヘ　　　　　同
一御締切御寝御夜詰引十一字前二十分
　　　　T七月廿一日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
A0143−00526-263
一五半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
　　　　　　　　　　　　　　　去ル十七日御国出立　　　　　　　大宮藤馬
　　　　　　　　　　　　　　　今朝到着
　　　　　　　右者直ニ罷出御人払御用有之
　　　　　御簾中様ゟ　　　御書
　　　　　殿様ゟ　　　　　粕漬鮎一箱
　　　　　　　　　　　　　御生身魂御護物　鯉塩一
　　　　　　　右之通り藤馬ヘ御托しニ而被進之
一九時過御締切ニ而御膳被召上
　　　　　間部下総守殿ゟ　　　鯉二喉
　　　　　　　　　　　　　　　御樽代五百疋
　　　　　右者先般御官位被為在候為御歓被進之
　　　　　山階宮江　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　先記鯉
　　　　　　　右者過日被進之為御答礼被進之
一八時過本多修理方御用有之畢而高田孫左衛門御用有之
一八半時御供揃ニ而為御運動御近ク御廻り被遊候御供高田孫左衛門伊藤友四郎新宮涼介
　水野小形（刑）部并遊撃隊壱分隊
一御出殿四字十分御帰殿七字三十分
　　　　　　　御庭口ゟ西御門熊野社前黒谷道聖護院宮前脇吉田山春日社江御参詣
　　　　　　　被遊当所ニ而暫時御休ミ被遊夫ゟ元之御道土井様御屋敷前ゟ百万篇前下加茂江
　　　　　　　被為入再元之御道今出川ゟ御車道通新橋御渡川端丸太町西御門より
　　　　　　　御帰殿被遊候
一御帰殿直ニ御締切ニ而御三度御膳被　召上
　　　　　　　　　　　　　　　紅覆りん御帯　　　　　　　　　　友四郎娘
　　　　　　　右日々大奥ヘ罷出相勤候ニ付被下之　　　　　　　　　　　　こう江
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　　　　　　　　　　　　　　　金百疋　御初穂
　　　　　　　右者今日春日社江御参詣被遊候ニ付被供之
一御締切御夜詰引
　　　　T七月廿二日　　快晴　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬左衛門快今日ゟ出勤
一五半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門御用有之
一御例刻御供揃ニ而御参　朝被遊候
一御出殿九字十二分　御帰殿六字七分
一御帰殿之上中根雪江御用有之
一鎌落過御締切ニ而御膳被召上
一今晩御国表ヘ定日飛脚被差立候ニ付例之通御用状差出候
　　　　　御簾中様ヘ　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　道明寺一袋
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　しらす干一箱
　　　　　　　青松院様ヘ　　　　　本直酒一瓶
　　　　　　　右之通被進之
　　　　　　　　　　　　　　　かるやき一包ツヽ　　　　　　　　哥しま初六人ヘ
　　　　　　　右者以　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　金五百疋　　　　　　　　もり山　友仙江
　　　　　　　右者過日差上物致シ候ニ付為御返被下之
一御締切御寝御夜詰引十一字前六分
　　　　T七月廿三日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
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一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　　道玄
一御神拝如例
一今日依　御所労御参　　　　　朝御断
　　　　　弁事御方ヘ　　　　　御直書被進之
　　　　　岩倉右兵衛督殿江　　同
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御書被進之御返書被遊
一五半時過本多修理方中根雪江高田孫左衛門青山小三郎御用有之
　　　　　松平参河守様ゟ　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右者先般御官位宣下被為在候為御歓被進之
　　　　　尾張元千代様江　　　先記
　　　　　　　　　　　　　　　　御肴
　　　　　　　右先達而為御歓被進之御答礼として被進之
一九時過表ニ而御膳被　召上
　　　　　松平出羽守様ゟ　　　鮮鯛一折
　　　　　　　右者御官位宣下被為在候為御歓被進之
　　　　　宇和島宰相様江　　　御直書被進御返書有之
　　　　　長門宰相様江　　　　先記御肴一折
　　　　　　　右者先達而御歓被進之為御答礼被進之
一七半時過御締切ニ而御膳被召上
一五半時過中根雪江御用有之
一御締切御寝御夜詰引十二字三分前
　　　　T七月廿四日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻但五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
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一御神拝如例
一五時中根雪江御用有之
　　　　　議定御中江　　　御代筆ニ而御書
　　　　　弁事御中江　　　同
一四時前本多大膳被罷出於　御書院御逢被遊畢而御茶御菓子御吸物御酒御肴等被遣御逢前
　御茶御菓子等も被遣之
一御目覚後玄珪拝診申上候処御腹合御爾々不被遊御不和ニ被為入候ニ付御養生被為在候旨玄珪ゟ
　申上御畳ニ被為在候
一四時高田孫左衛門御用有之同刻過本多修理方中根雪江御用有之出淵伝之丞同断
一今朝御出殿御見合ニ而十二字過御供揃被仰出御参　朝被遊候
一御出殿一字　御帰殿四字前七分時
一御出殿前御膳被召上
一御帰殿之上中根雪江御用有之
　　　　　有馬遠江守殿ゟ　　　素麺一箱
　　　　　　　右者先達而御滞京中御懇命被成進候御礼与して被進之
　　　　　長谷宰相殿ゟ　御直書被進御返書被遊
　　　　　正親町三条殿　江　　御直書被進之
　　　　　中御門殿
　　　　　水野越前守殿ヘ　　　御直書　被進之
　　　　　　　　　　　　　　　刺鯖三
一鎌落過御締切ニ而御膳被召上
一御締切御寝御夜詰引十一字二十分
一夜第二字比強地震ニ付為伺　御機嫌藤馬織部御側向敬左衛門初両部屋非番之面々
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　御供頭御馬廻り一統并御医師罷出候
　　　　T七月廿五日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤太夫
一御目覚七字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神拝如例
一今日依御所労御参　朝御断
　　　　　弁事御方ヘ　　　御直書被進之
　　　　　正親町三条殿江　同　被進之
　　　　　中御門殿
一五半時過高田孫左衛門御用有之
一四字過本多修理方御用有之引続高田孫左衛門同断
一四半時過中根雪江御用有之
一九時過表ニ而御膳被召上
　　　　　　　　　　　　　　　七寸御重一　　　　　　　　　　　御中﨟　たま江
　　　　　　　　　　　　　　　　　御にしめ
　　　　　　　　　　　　　　　大饅頭十五　　　　　　　　　　　　　　　藤田江
　　　　　　　右者今廿五日
　　　　　　　有覚院様御三回忌御相当ニ付以
　　　　　　　思召被下之
　　　　　　　　　　　　　　　御夜食　御飯　御汁　　　　　　　八十瀨方初ヘ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御香の物
　　　　　　　右同断ニ付被下之
　　　　　　　　　　　　　干菓子一箱　　　　　　　　　　　　　木村東市正
　　　　　　　　　　　　　翁茶　同
　　　　　　　右之通訳結構被仰付候ニ付献上之
一七半時過御締切ニ而御膳被　召上
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一御締切御寝御夜詰引十二字七分前
　　　　T七月廿六日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚御例刻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　涼介
一御神前御拝如例
一五半時過青山小三郎御用有之
一四字過本多修理方高田孫左衛門御用有之引続中根雪江御用有之
一四半時過出淵伝之丞御用有之
　　　　　　　　　　　　　西洋手袋一　外ニへつこふ鰹曲物入　　出淵伝之丞
　　　　　　　右者明日出立御国表ヘ罷帰り候ニ付被下之
一九時表ニ而御膳被召上
　　　　　前田多慶若様江　　　御蒸菓子一箱
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹五合入二壺
　　　　　　　右者今般御道中無御滞御京着被成候御歓与して
　　　　　　　御手許使を以被進之酒井政右衛門相勤候
　　　　　久我大納言様ゟ　　　御蒸菓子一箱
　　　　　　　右者先達而被進物之為御答礼被進之
　　　　　西本願寺御門主江　　奉書一束
　　　　　　　　　　　　　　　鯖　五刺
　　　　　東本願寺御門主江　　同
　　　　　霊寿院殿江　　　　　奉書一束
　　　　　　　　　　　　　　　塩鱈三
　　　　　一条様ヘ　　　　　　同
　　　　　九鬼長門守様ヘ　　　塩鱈三
　　　　　　　　　　　　　　　三百疋
　　　　　有馬中務太輔殿奉書三束
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹二壺
　　　　　松井周防守殿　　　　目成奉書帋二束
　　　　　　　　　　　　　　　塩鱈三
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　　　　　諏訪因幡守殿　　　　奉書二束
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹一壺
　　　　　難波殿　　　　　　　奉書帋一束
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹一壺
　　　　　　　　　　　　　　　奉書一束　　　　　　　　　　　　角倉伊織殿
　　　　　　　　　　　　　　　鯖五刺
　　　　　　　　　　　　　　　奉書帋二束　　　　　　　　　　　金森左京殿
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹一壺
　　　　　　　　　　　　　　　月成奉書一束　　　　　　　　　　専修寺
　　　　　　　右者先達而暑中御見舞且其外被進物之御答礼先記之通被進
　　　　　　　御勤局ニ而追々取計之
　　　　　東本願寺御門主ゟ　　御菓子益寿糖一箱
　　　　　　　　　　　　　　　金千疋
　　　　　　　右者先達而越後路ヘ御出之義被仰出候節被進物之為御答礼
　　　　　　　被進之
　　　　　戸田大和守様ヘ　　　御直書被進御返書有之
　　　　　正親町三条殿　　　　御直書被進之
　　　　　徳大寺殿ヘ
　　　　　弁事御方ヘ　　　　　同
　　　　　中川修理大夫殿ゟ　　御直書被進之
　　　　　秋月右京亮殿ゟ　　　御直書被進御返書被遊
一八半時過高田孫左衛門伊藤友四郎御用有之
一五字前戸田大和守殿御出御書院ヘ御通り之上申上ニ相成候所御不快中ニ付御居間ヘ
　御通り之旨被仰進御通りニ相成候上ハ例之通差上御程合ニ而御膳被進御済之上
　六字比御帰りニ相成候
一御帰り之上表ニ而御膳被召上御膳済御締切ニ相成候
　　　　　殿様ヘ　　　　　　　御書
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　　　　　　　右者出淵伝之丞明日出立帰北ニ付御托シ被進之
一御締切御寝御夜詰引十二字前二十分
　　　　T七月廿七日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
一御目覚七字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　道玄
一御神拝如例
一諦観院様御祥月忌ニ付今日御参
　朝御断
一五半時過本多修理方高田孫左衛門青山小三郎御用有之
一九時過表ニ而御膳被召上
　　　　　九鬼長門守様江　　　奉書半切三百枚
　　　　　　　　　　　　　　　雲丹
　　　　　　　右者今般御京着ニ付御歓御見舞旁以
　　　　　　　御手許使者を被進之御使者大関弥三郎相勤之
　　　　　　　　　　　　　葡萄一籠　　梨子一籠　　新宮涼民献上
　　　　　宇和島宰相様ゟ　　　御直書　御返書被遊
　　　　　　　　　　　　　　　焼節一重
　　　　　　　右御不快為御見舞被進之
　　　　　九鬼長門守様ゟ　　　干鯛一折
　　　　　　　　　　　　　　　御樽代三百疋
　　　　　　　右者先達而御任官被為在候為御歓被進之
　　　　　土佐中納言様　江　　御連名ニ而御直書被進之御返書有之
　　　　　宇和島宰相様
一七半時過御締切ニ而御膳被　召上
一表御寝御夜詰引十字三十分
　　　　T七月廿八日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　新五兵衛
一御目覚五時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　玄篤
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一御神前御代拝
一今朝御目覚之上未爾々不被遊候ニ付御参
　朝御断ニ相成候
　　　　　議定御中江　　　御代筆ニ而
　　　　　　　　　　　　　　　御書被進之
　　　　　弁事御中江　　　　　同
一五半時過青山小三郎御用有之
　　　　　　［御附御馬廻り被仰付候］　　　　　　　　　　水谷織部指加り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田直人
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皆崎磋之介
　　　　　　　右之通被仰付候ニ付
　　　　　　　御前御礼申上之
一四字過宇和島宰相様御出ニ相成御病床ニ被為入候ニ付直ニ御居間江御通御茶菓被進
　四半時過御帰り被遊候
一四半時過高田孫左衛門御用有之
一九時表御締切ニ而御膳被召上
一同刻過玄珪罷出奉拝診候処何等之御異条（状）も不被為有候旨申上候
一御頭痛且御口中御痛も被為有候ニ付今井元吉ヘ被仰付御蜞針被遊候
一七半時御締切ニ而御膳被召上
一同刻過御間内ヘ梅斎被為召御席画被仰付御覧被遊御吸物御酒御肴等被下其余
　涼介友四郎被為召同断被下之於扣梅斎江御膳被下置候
　　　　　秋月右京亮殿ヘ　　　御代筆
　　　　　　　　　　　　　　　　御書被進御返書有之
一表御寝御夜詰引十一字前三十分
　　　　T七月廿九日　　晴　　　　　　　　　　　　　　　　　　当番　　藤大夫
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一御目覚七字　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　診　　　元吉
一御神前御代拝
一御参朝御断昨朝之通御代筆ニ而御断被仰進候
一五時過高田孫左衛門御用有之引続青山小三郎御用同断
一去ル廿六日晩立御国表ゟ之飛脚着御用状例之通相達御国表御静謐
　御方々様益御機嫌能被遊　御座奉恐悦候
　　　　　御簾中様ゟ　　　　御書
　　　　　　　　　　　　　　　するめ一箱
　　　　　殿様ゟ　　　　　　　御直書
　　　　　　　　　　　　　　　焼鮎一箱
　　　　　　　青松院様ゟ　　　　　御書御入込ニ而
　　　　　顕光院様ゟ　　　　　御蒸籠三百疋
　　　　　越中守様ゟ　　　　　同　　　同
　　　　　御弐所様
　　　　　　　右之通被進之相廻候
　　　　　宇和島遠江守様ゟ　　昨日之記
　　　　　　　　　　　　　　　　　鰑一箱
　　　　　　　右者先達御歓被進之御答礼被進之
一九時過御締切ニ而御膳被召上
一九半時過道玄被為召昨日之通蜞鍼御用被遊候
　　　　　土佐中納言様江　　　御代筆ニ而
　　　　　　　　　　　　　　　御書被進之
　　　　　植松少将殿江　　　　同
　　　　　宇和島宰相様江　　　同
　　　　　岩倉侍従殿江　　　　同
一御約束ニ而四字過秋月右京亮殿御出　御書院江御通之旨申上ニ相成　御不快中ニ付直ニ
　御居間ヘ御通例之通差上之御程合ニ而表御締切被　仰出七半時水野越前守殿
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　御出前同様直ニ御居間ヘ御通御程合ニ而御吸物御酒肴被進画工雲心藹山被為
　召画認被仰付御程合ニ而御膳等被進十字三十分御退散ニ相成候画工両人江も御酒御肴
　被下之於扣所御飯等も被下之
　　　　　松平三河守様ゟ　　　白綾二反
　　　　　　　右者御直書添ニ而何角之御礼為旁被進之但鞍懸寅次郎罷出候ニ付
一表御寝御夜詰引十二字十分
　　　　　久我大納言様江　交御肴一折
　　　　　　　右者明日越後口江御発途ニ付被進之
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